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アラフォー社畜のゴーレムマスター⑦


高見梁川









お断り




　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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第百四十七話　すれ違い




「マリーカ！」

　まだどこかきょとんとしたマリーカの変わらぬ幼い身体を、ノーラは力強く抱きしめる。

　姉妹の感動の再会であった。

　このときのために、ノーラは女だてらに剣を取り、生命をどぶに捨てるような戦いに身を置いてきたのである。

　柔らかいマリーカの身体を抱きしめ、その温かい体温を感じて、ノーラは自分の望みが達成された喜びに浸った。

　さすがのステラやディアナもこのときばかりは空気を読んで、二人の再会を温かく見守っている。

　松田もうれしそうに笑っていた。不幸を連鎖起爆させる社畜であったころにはありえなかった穏やかな気持ちだった。

　――――しかし。




「おばさん、誰？」




　マリーカの言葉が全てを凍らせた。

　かくかくとノーラの膝が揺れる。喜びでいっぱいだった、はちきれんばかりの笑顔は、ひびわれた能面に変わった。

「なななな、なにを言ってるんだい？　マリーカ。お姉ちゃんだよ？」

「マリーカのお姉ちゃんはもっと美人だよ！　お肌もつやつやで、おばさんみたいにくすんでないんだから！」

「く、くすんで……」

　誰か止めて！　ノーラのＨＰはもうゼロよ！　と言いたくなる痛恨の一言だった。

　ノーラだって頑張ったのだ！　探索者としての実力を蓄えながらも、女として魅力的でありたいと、様々な美肌グッズを試しては、その効果を確かめた。

　しかしそうした物の効果は、大抵は一時的なもので、根本的なところで加齢には対抗できないのだ。

　これが現実！　認めたくないが認めざるを得ない現実！　それがスキンケアの限界！

「それにおばさん、おっぱい垂れてない？　お姉ちゃんはね、大きさはともかく、形だけは村一番だと評判で……」

「お願いだから、もうやめてえええええ！　男は形よりも大きさが好きなの！　これでも私だって頑張ったんだからああああ！」

「可哀そうすぎて草も生えねえ」

「大きさなんですか？　やっぱり大きいのが正義なんですか、お父様？」

「ご主人様、ステラ、もっと大きくなるですよ！」

「君たち、風評被害を広めるのはやめなさい」

　うらめしそうなディアナと、純真そのもののステラの視線から気まずそうに松田は目を逸らした。

　まあ、確かに巨大なメロンにはつい目が行ってしまう。それは男の本能であろう。

　だがそれが恋愛感情に結び付くかと言われると甚はなはだ微妙だ。とはいえ松田も一人の成人男性として、なにかとメロンが気になるお年頃ではあった。

「ふ～ん？　男って馬鹿ね！　胸なんて大きいと身体のバランス崩れるのよ？　おばさんくらいの年になると張りを維持するのに一苦労なんだから！」

「マリーカ！　いったいどこでそんな知識仕入れてきたの？　ていうか、性格が変わりすぎてるわ！」

「や～ねおばさん、ノーラお姉ちゃんは綺麗で頭もいいけど、性格は本当にきっついのよ！　猫かぶってたに決まってるじゃん！」

　さすがのノーラも心が折れたのか、がっくりと膝をついて項垂れた。

「もういい。お前はもう十分に頑張った」

「ううっ……マツダ、少しだけ貴方の胸で泣かせて」

　普段なら嫉妬のあまり鬼のような顔で二人を引き離すはずのステラとディアナも複雑な顔で見逃すほどの哀れさだった。

「や～～ねえ。いい年齢して泣き落とし？　男に甘えるのが許されるのは二十代までよ！」

「お前に情けはないのか!!」







「うそっ！　うちがやけにみすぼらしく？」

　住み慣れた我が家が、いささか古ぼけて記憶と異なることに、マリーカは驚きの声をあげる。

　彼女の知らぬ間に、十一年もの月日が流れているのだ。当時はまだ細かった木が太い大木に変化し、まだ白い瑞々しさが目立った柱が、黒く艶が目立つようになる。

　自分の記憶との齟齬に、マリーカが盛大にはてなマークを飛ばしていると――

「マリーカ？　マリーカかい？」

「お母さん？」

「母さんはわかるのかよ」

　拗すねたようにノーラは唇を尖とがらせた。

　自分はおばさん呼びされたのに。姉はわからなくても母はわかるのか。

「どうしたの、お母さん。まるで二十歳近く年を取ってしまったような顔をして！」

「私が間違ってた！　私よりひどい！」

　十年以上が経過したとはいえ二十年にはほど遠い。同じ女として母ペリザードに同情せずにはいられないノーラであった。

「誰が年を食ったってんだいっ！」

「いいいい、痛い！　お母さん痛い！」

　こめかみをぐりぐりと拳でえぐりこまれて、あまりの痛みにマリーカは悲鳴をあげた。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　この痛さ……また腕をあげたわね！」

「…………お前が眠ってしまって美化しすぎていたようね。そういえば、こういう子だったわよ」

「ええええ？　そうなのか？　母さん！」

「お前の前では猫を被ってたからねえ……まあ、この子なりにお前が好きだったんだろうさ」

　扱いやすい、とノーラがマリーカに密かに嘗なめられていたのは内緒だ。

「あの子なりに自慢の姉ではあったからね」とペリザードは内心一人ごちた。

　母親や実家の変化――時間の経過を実感したマリーカは、ふと嫌な予感に身を震わせた。

「ということは……まさか、あのおばさんは……」

　この期に及んでまだおばさんなのか。

　ぎぎぎ、と歯車の錆びた人形のようにマリーカはノーラに首を向ける。

「ノーラお姉ちゃん？」

「そうよ！　だからそう言ったじゃないの！」

「ごめんなさい！　だって年下は嫌いとか言ってたのに、そこのエルフのお兄さんにデレデレだし、男なんてみんな下僕よ！　ってオーラがなくなってるし！」

「なななな、なにを言ってるんだいっ！　私は男に尽くす女だよ？　げげ下僕だなんて考えたこともない！」

「ええ～～、だって私と学校に行くとき、自分でカバンを持ったこともないじゃない？」

「ノーラ、あんたって子は…………」

　母にまで呆れた目で見られて、ノーラは絶叫した。

「もう昔のことは忘れてよ！　私だってもう忘れてたのに！」

「やっぱりノーラは性悪なのです。わふ」

「お父様、やはり駄肉を溜めているような女は、男を食い物にしか思っていません」

「やめてさしあげろ。大人には忘れたい子供のころのやらかしが、ひとつやふたつはあるもんなんだよ……」

　遠い目をして、ハハハ、と松田は乾いた笑い声をあげた。

　そういえば実家に残してきた若い日のポエムや、世界の理不尽を呪った日記帳は、松田が過労死したあと、ちゃんと焼却処分してくれただろうか。

　さらしものにしたりせずに、密かに燃やしてくれたと信じます。お父様お母様。

　人には成長しないと理解できないことがあるものなのだ。










第百四十八話　全女性の夢




　そのあとは、ささやかながらもにぎやかな宴会となった。

　年齢が近いせいか、ステラとマリーカはすぐに意気投合してはしゃぎ合っている。

「よかった……本当によかった」

　父親は笑みを浮かべながらも、すすりあげるように嗚咽を漏らしている。

　もう二度と戻ることはないと諦めかけていた家族の団欒。

　それが今、目の前にあることがうれしくてならない。

　そんな父親を、母親が優しくなだめるように背中をさすっていた。

「それでお姉ちゃん、マツダとは結婚するの？」

「ぶううううううううっ！」

　拗ねてエールをがぶ飲みしていたノーラが、盛大に口からエールを噴き出した。

「な、な、な、なにをイッテルンダイ？　マリーカ！」

「いい年齢としなんだから、狙ってる男は早く捕まえないと！　だいたいお姉ちゃん、『男なんて跪ひざまずいて靴をお舐め！』って言ってたのに、なんでそんな弱気なの？」

「村みたいな小さな世界で完結してたあのころとは違うんだよ！　お願いだからこれ以上古傷を抉えぐらないでおくれ！」

「でもさあ――これからステラなんて絶対に綺麗になるよ？　そこの幼女デイアナはわからないけど」

「そこの幼女って私のことですか！　聞き捨てなりません！」

「だって貴女、成長しないんでしょ？」

「くっ……これというのもお父様が……素体！　成熟した大人の素体さえ手に入れば！」

「ステラ、綺麗になるですか？　わふ」

「……頭のほうまでは成長するかわからないけどね」

「わふ？」

「まあ、馬鹿な娘ほど可愛いって言うし」

「マリーカ、あんたどんだけ猫を被ってたんだい……」

　あまりにおませなマリーカの物言いに、ノーラは改めて自分の目が節穴であったことを悟った。

「処女なんて二十はたちまで守ってたら骨とう品とか言ってたくせにさ……」

「それを言ったら戦争だろうが！　戦争しかないだろうが！」

「いだだだだだだだだだ！」

　ちぎれんばかりにノーラに頬を引っ張られて、マリーカは激痛に涙した。

　ある意味、蛮勇にもほどがある。

　それにしても、幼いのにマリーカはこの本性をよくも姉に隠し通していられたものだ、と感心してしまう松田であった。

　単にノーラがポンコツであった可能性もあるが。

　がっくりと肩を落としてこの世の終わりのような顔をしているノーラを見ると、その可能性のほうが高いかもしれない。

「ひどいよ、お姉ちゃん！　私はお姉ちゃんを心配して言ってるのに！」

「心配してるからって、人の黒歴史を暴いていい理由にはならないんだよ！」

「せめてお肌の曲がり角前には男を捕まえておくべきでしょ！」

「わわ、私だってまだ捨てたもんじゃ……」

「このステラのぷにぷに肌を見てもそう言えるの？」

「わふ？」
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　襟首をつかまれて、ぐっとノーラに突き出されたステラは、なにが起こったのかわからずに首をひねる。

　マリーカのおかげで、ノーラは間近にステラの顔を見ることになった。

　その瞳に映ったのは、瑞々しいうるおいに満ちた肌、それでいて張りがあり、ゴムまりのような弾力感がある――一定の年齢を過ぎると失われ、二度と手には入らない若さの象徴であった。

「ううう……負けた」

　敗北を認め、膝をつくノーラ。

　さすがに哀れに思ったのか、ディアナが声をかけた。

「お肌だけなら秘薬で若さを保つことはできますよ？」

「なんだって？」

「なんですって？」

「こいつは聞き捨てならないね」

「わふ？」

　なぜかマリーカとペリザードまで食いついてきたのは、やはり女性にとってスキンケアは年代を問わないということか。

　あまりの剣幕で詰め寄られたディアナは、慌てて両手を振った。

「いいい、今はありませんよ？　でも、材料があればお父様でも作れます。ただ今の世界でもあの材料が手に入るかどうか……」

「宝石級探索者嘗めんな！　どんな手段を使っても手に入れてみせる！」

「その意気よ、ノーラ！」

「お姉ちゃん、頑張って！」

「おう！」

　盛り上がる三人に、ディアナはこめかみを揉んで冷水を浴びせた。

「素材を集めるのに時間がかかりすぎたら本末転倒でしょう？　素材の場所が最初からわかっていればともかく、闇雲に探したとしても――」

　あれ？　なにか思いついたような……。

「それ、万物を見通す眼イリスじゃわからんのか？」

「お父様、それです！」

　魔法で隠蔽されていないあらゆるものを探知するイリスならば、素材を集めるなど造作もないだろう。

「マツダ…………！」

　きらきらと期待に満ちた視線を向けるノーラに松田は苦笑して答えた。
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「次の目標は決まったかな」

　やることは山積みだ。

　つい後回しになってしまっていたが、ステラの故郷も本腰を入れて探す必要がある。人狼の里は強固な隠蔽魔法が施されているようだが、そのあたりはサーシャから情報の提供を受ければなんとかなるかもしれない。

「――――わふ？」

　松田の視線に気づいて、ステラはうれしそうに首を傾げる。

　なんの疑いもない信頼の瞳。

　いつの間にか、この娘に心の柔らかな部分をゆだねてしまっていることに、松田は気づいた。

　この娘を疑ってしまう自分がひどくつらい。

「いろいろとはっきりさせておかないとな…………」




◆　◆　◆




「……今なんと言った？」

「ははっ！　ワーゲンブルグ王国の先遣隊二万が、マツダ様と謎の剣士の襲撃を受け、完全に壊滅。本隊は残兵を収容して撤収しました！」

「想像以上だな」

　デアフリンガー王国国王、フェッターケアンは呆れたように天を仰いだ。

　もはや松田の単体戦闘力は大国の武力に匹敵する。ワーゲンブルグ王国どころかデアフリンガー王国でも対抗することは難しいだろう。

　もちろん大国であるデアフリンガー王国には、そうした非常識な敵と対抗する手段がいくつか存在する。

　もっとも有望なのは伝説級探索者との伝手だ。デアフリンガー王国が懇意にしているのはロプノール迷宮の主であり管理者である大導師ロータスである。

　迷宮からほとんど出てこないし、国家間戦争には協力しない契約ではあるが、同じ伝説級の探索者や妖魔との戦いになれば協力して戦うことになっている。

「先手を打っておいて正解だった」

　ハーレプストとラクシュミーの結婚式に訪れていたころの松田は、今ほどの戦力ではなかった。

　おそらくはパズルの迷宮を攻略して、伝説級に匹敵する力を得たと考えるべきであった。

　先日のヴィッテルスバッハ公国に続いて、決して小国とはいえないワーゲンブルグ王国を降したということは、各国も松田を放置しておくことはできまい。

　味方として抱きこむか、敵対するかを選ばなくてはならないだろう。

　幸いデアフリンガー王国は先んじて友好関係を築くことができた。なによりハーレプストとラクシュミーがデアフリンガー国民である以上、松田があえて敵対するなど考えられない。

　だが――――

「邪魔に思う国も多いだろうな」

　伝説級は国家間のバランスさえ崩す存在である。

　一国匹敵するその武力は、たった一人いればその国の戦力は倍に跳ね上がる。

　友好関係にある国はよいだろうが、例えばデアフリンガー王国と対立するリュッツォー王国などは、気が気ではないだろう。

　仮に松田と友好関係を結ぼうとはしても、裏でその排除を画策するであろうことはフェッターケアンでなくてもわかる理屈であった。

　あの古の大魔法士ライドッグですら、その死因は複数の国家による暗殺であると言われているのだ。

「しかしまあ、あの人となりであれば、打つ手もあるだろう」

　困ったことに、伝説級の探索者は性格が破は綻たんした者が多い。

　彼らが暗殺を恐れ、迷宮に引きこもる最大の理由がそれだ。

　現に大導師ロータスもなんというか……あまりまっとうな性格ではない。




『犬はいい……犬は裏切らん。犬耳もいい。犬耳もかわいらしさこそ至高！』




　そんなふうに人間不信をこじらせて、犬属性の魔物を量産して迷宮の奥に引きこもっているマッドである。

　最初は主人に忠実な犬が好きだったはずが、犬人間や犬鳥、犬魚とどんどん方向性が明後日の方向へ逸れていってしまっている。

　ただ実力のほどは本物で、彼を討伐することはデアフリンガー王国が総力をあげても不可能であろう。

　そんな困った伝説級探索者と、松田は明らかに異なる。

　価値観が平凡であり、善良な精神の持ち主である松田であれば、信頼できる取引の相手たりうる。

　ゆえに迂う闊かつに手を出して敵認定されるのが一番怖い。

「――――少々動いてみるか。貸しを作っておくにはいい相手だ。貸しの意味を理解してくれる相手は貴重だからな」

　恩を売っても、相手がそれを恩と認識してくれなければ意味がないのだ。

　そうした常識が通用する伝説級は意外と少なかった。

　まずはスキャパフロー王国を懐柔する。シェリーの件ではあちらに貸しがあるし、ワーゲンブルグ王国にお仕置きを済ませるまで、よしみを通じておきたい相手だ。

　ある意味、松田の存在はちょうどよい機会であった。

「――ネルト」

「はっ！」

　侍従の一人を呼びつけると、フェッターケアンは命じた。

「マツダ殿に使者を送り、今後の方針についてお聞きしろ。我が国はそれを全面的に支援する用意があると」










第百四十九話　懊悩




「いったいどうやったら、二万もの軍をたった二人で壊滅させられるのだ……」

　軍の中核戦力を失ったムラト一世は頭を抱えていた。

　負けるはずのない戦いだった。

　大兵力で一気にパズルの街を奪い、その実効支配を確保して交渉に臨むというのが戦略であったのに、その戦略が根こそぎ覆くつがえった。

　松田とシェリーという、規格外の個人によって。

「どういたしますか？　積極的に攻勢に出るには戦力が不足しておりますが……」

「この期に及んでまだ戦うつもりか、この愚か者！」

　軍務卿の言葉に、ムラト一世は吐き捨てるようにして憤慨した。

　すでに立場は変わった。攻める側から守る側へ。狩るものから狩られるものへ。

「デアフリンガー王国へ、講和の使者を送れ。また国境線が幾分か後退するかもしれんがな」

　ムラト一世は悄然とそう告げると、玉座にもたれかかって深く嘆息した。

「――――それと、件の探索者の情報を集めよ。利用できればよし。利用できぬならば消えてもらったほうがよい」

　感情に流されやすい一個人が国家レベルの戦闘力を所有するということは、国家間の戦力バランスが安定しないということでもある。

　伝説級探索者とは、そうした化け物のような人間なのであった。

　宗教的自制心や騎士道によって、対外的な侵略者とならぬことを誓っている伝説級探索者はごくわずかだ。

　残りは全て迷宮に引きこもっており、世界に影響を及ぼす伝説級探索者はいない。

　しかし、ここに動きの予測できない伝説級探索者が誕生した。

　松田の望むと望まざるにかかわらず、この地上のいかなる国家も松田を無視することはできないのである。

　力とは己を貫く力でもあるが、同時に周囲に与える影響が大きいもろ刃の剣でもある。

　ゆえにこそ、古の大魔法士ライドッグもまた、陰からその命を狙われ続けなくてはならなかった。

「おそらくデアフリンガー王国は、あの化け物を庇かばおうとするであろうがな。黙ってみていられる国がどれほどあるかな？」

　強すぎる個人は世界の異物でしかない。

　その力は国家によって制御されている場合にかぎり、有用なのだ。




◆　◆　◆




「…………っ！」

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよくにアーマーリザードの一隊を焼き尽くしたリアゴッドは、激痛に身を屈めた。

『大丈夫ですか？　造物主デウスエクスマキナ様！』

　ディアナやフォウと違い、身体を持たない宝冠コリンは悲痛な声をあげるのみである。

　この一点だけは、コリンもディアナやフォウがうらやましいと思う。

　あの一戦でリアゴッドがディアナに負わされた傷は、いまだ癒えてはいなかった。

　ただの傷ではない。ディアナが使用した光の槍は、完全な魔力収束型の魔法であり、通常の怪我と違い魔力干渉によって治癒を遅らせる働きがある。

　もともとはサイクロプスのような自己再生スキルを持つ魔物を想定した魔法であった。

『もう少しの辛抱です。悠久の癒しグローリアがいれば、この程度の傷など……』

「わかっている！」




　秘宝でありながら治癒の魔法を使用することができる世界で唯一の存在。

　それが悠久の癒しグローリア。

　本来ベルファストの使徒にしか使えないはずの神聖魔法デヴアイントーラーを、なぜグローリアに使えるのかは謎である。

　ゆえにこそベルファストを信仰する者にとって、グローリアは禁きん忌きであった。

　おそらくはライドッグの命を狙った組織のなかで、もっとも執念深く強力であったのはベルファスト信者であろう。

　彼らにとって、神の恩寵である治癒魔法を秘宝が使用できるということは神に対する冒涜にほかならず、生命の危険より遥かに優先すべきものであるからだった。

　実利面でも、各国の重鎮の傍に宮廷治癒士を送りこんでその利権を独占している現状、秘宝などにその地位を奪われることなどあってはならなかったのである。

　そうしてまで、あのライドッグを敵に回すだけの価値がグローリアにはあった。

　一説に絢爛たる七つの秘宝ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツの首座は『終末の杖アポカリプス・コーン』ディアスヴィクティナと言われるが、もっとも古い七つの秘宝は『悠久の癒し』グローリアであると伝わる。

　実はこの絢爛たる七つの秘宝を破壊しようとして、一国を壊滅させたという張本人はグローリアだ。

　決してディアナではない（損害がなかったとは言ってない）。

　一時はそのせいで、ベルファスト使徒の半ば以上が壊滅し、諸国の治癒事情に深刻な打撃を与えた。

　そのためグローリアの封印には、最大限の注意と当時最高の魔法技術が使用された。

　隠蔽のために全く同じ封印迷宮が三つ作成され、そのどれが本物であるかはベルファスト神殿の総大主教だけが知っていた。

　クスコですらもその事実は知らず、三つのうちの一つを発見したにとどまっている。

　リアゴッドの力をもってしても、どれが本物であるかはわからなかったため、結局しらみつぶしに三つの迷宮を当たるしかなかった。

　――その結果、ひとつめ、外れ。ふたつめ、外れ。そしてようやくみっつめ。

　これではリアゴッドの機嫌も悪くなるというものであろう。

　ディアナから受けた傷がなかなか治らず、なにかの拍子にひどく痛む現状ではなおのことである。

　だが、その労苦もようやく終わろうとしていた。

　残るはガーディアンを残すのみ。

　リアゴッドとコリンの力をもってすれば、よもや敗北するとも思われない。まして今回は怪我をしても、すぐにグローリアが回復させてくれるはずなのだ。

「すぐに揉みつぶしてくれる！」

　こんなところで足踏みをしているわけにはいかない。

　残る絢爛たる七つの秘宝を蘇らせ、今度こそ不死の謎を解いてみせる。

　そして一刻も早く運命の女性●●●と再会しなくてはならぬ。

　なぜか女性の名前が思い出せないのがリアゴッドにはいらだたしくてならなかった。

　転生先に選んだこの男――バッカスの記憶による障害なのか、それとも転生そのものに対する副作用なのかはわからない。

　しかしライドッグの記憶と自我を持つ人間としては、力と記憶が完全でないという事実がたまらなく腹立たしい。

「この私を妨げることは許さぬ」

　この世界は理不尽に満ちている。

　その理不尽に抗あらがうために、リアゴッドはより大きな理不尽になろうとしていた。




「神の怒りラスオブゴツド」




　詠えい唱しようと同時に転移、そして攻撃。

　隙の大きい大魔法をコリンの転移と連携させることで、完全にロスのない攻撃にしてしまっている。

　それを耐えて反撃しようとしても、すでにリアゴッドの姿はそこにはない。

　転移で離脱してからの反復攻撃に対抗する術などあるはずもなく、魔法抵抗力の大きいエルダーリッチは啼てい泣きゆうするようなか細い悲鳴をあげて、黒い粒子となって消えた。

「ふん、この程度の相手に三発も必要とは、な」

　全盛期のライドッグであれば確実に一発で仕留められたはずである。

　怪我の治療もさることながら、早急にレベルアップする必要があった。

　幸い、エルフの寿命は人間であったころと比べれば、格段に長い。

　老化も遅く、リアゴッドには力を取り戻すための十分な時間が与えられていた。

　否、与えられるはずであった。

　その前提を覆したのが、あのマツダというエルフの存在である。

　しかもあろうことか彼は、ライドッグの力の源泉でもあった絢爛たる七つの秘宝を二つも所有しているのだ。

　まさかライドッグを主として登録していた秘宝が裏切るなど、常識では考えられることではなかった。

　リアゴッドにとっては全く予定外の蹉さ跌てつである。しかも使い魔であるクスコにまで裏切られ、リアゴッドの世界に対する不信は極限まで高まっていた。

（終わらせなければならぬ）

　この欺瞞に満ちた世界を、裏切りに満ちた世界を、無知と無理解に満ちた世界を。

　いつか完全な人間たちだけの、穏やかで清浄な世界をこの地上に打ち立てるために。




「再び我が下に来たれ！　悠久の癒しグローリアよ！」




　死者蘇生こそできないが、生きてさえいれば瀕死の状態からでも回復させてしまうという伝説の秘宝。

　紫水晶アメジストが魔力付与によってさらに深く濃く、輝度を増している。

　そして緋緋色鉄ヒヒイロガネを使用した鎖くさりが編みこまれていたネックレスが、台座の上に姿を現わした。

『完全治癒パーフエクトヒール』

　たった一言の詠唱とともに、忌まわしいリアゴッドの傷の痛みが嘘のように掻き消えた。

　この恐るべき回復力、それが規格外とも言えるライドッグの魔力と結びついたときには、誰もが彼らは無敵だと信じた。

　しかし、グローリアにも弱点がないわけではない。

　先天的な病――つまり身体が異常と認識していない状態は回復できないことと、呪いの解呪はできない、ということだ。

『長らくお待たせをいたしました。今後は以前にもまして忠誠を』

「うむ、お前が壊れていなくて助かったぞ」

『――絢爛たる七つの秘宝は、この程度の封印で壊れたりはいたしませんが』

　不思議そうにグローリアは問い返す。

　決して壊れぬ不破壊特性を持つからこそ、彼女たちは破壊ではなく封印されるにとどまった。

　まさか、封印されている間に世界はそこまで進歩したということなのだろうか？

「ディアスヴィクティナとフォウが裏切った。クスコもな」

『そのようなことが？　信じられません……』

『事実です。先ほど貴女が治したあの傷は、ディアスヴィクティナの攻撃でつけられたものなのですよ』

『造物主様に逆らえるように私たちは作られていない。まさか、あのディアスヴィクティナが？』

「――――その名はこれ以上口に出すな！」

　リアゴッドは反射的に怒鳴った。

　なぜか、そうしなければならない気がしたのである。

『も、申し訳ございません』

　グローリアは恐縮したように口を噤む。

　まだまだ聞きたいことはあったのだが、そのほとんどを封じられてしまったのは幸か不幸か。

　絢爛たる七つの秘宝の真なる母、その基盤となる人格提供者ステラがなぜここにいないのか。

　造物主はライドッグとされてはいるが、実は製作の八割以上は人狼のステラが担っていた。

　意思ある秘宝実現のため、自らの人格パターンを移植し、絢爛たる七つの秘宝のなかでもっとも初期に製作されたのがグローリアである。

　だが、不思議なのはグローリアをはじめとして、人格を移植された七つの秘宝のどれひとつ同じ性格にはならなかったということであろう。

　それが各々に与えられた秘宝としての権能スキルによるものなのか、学習による変容なのかはグローリアにはわからない。

　ただグローリアの推測では、もっとも原形オリジナルに近いのが自分である。

　それはグローリアに対するライドッグの態度が証明していた。

　グローリアに対してだけは、どこか柔らかさを感じさせるのである。

　ディアナやフォウたちは、一方的な道具としてしか扱われなかった。

　そしてグローリアのほかに、ライドッグに特別に扱われた秘宝はもうひとつ。

　――――名無しのゼロ。

（考えても詮のないことではありますが）

　所詮、秘宝である自分はリアゴッドには逆らえない。逆らうつもりもない。

　だが、逆らうという気持ちがどんなものか興味はあった。

　なぜなら癒しという特性とは裏腹に、グローリアは自分の奥底に壊したいという願望があることを自覚していたからであった。

「秘宝の回収を急がなくてはならぬ。おそらくはあの男、秘宝に関する強力なスキルをもっているのだろう。そうでなくては説明がつかん」

　本来スキル程度で絢爛たる七つの秘宝が操作されるなどあってはならないことだが、それ以外に説明がつかないのだから仕方がない。

　グローリアをマツダに先んじて奪われずに済んだことは僥ぎよう倖こうであった。

　コリンが全くマツダに関心を示さないところからすれば、解放した秘宝がまだ無主の状態であることが必要なのだろう。

「……あの男を先に排除してやりたいところだが……ディアスヴィクティナとフォウにクスコを同時に相手取るのは……敵に回すと厄やつ介かいな連中だからな」

　明確にディアナとフォウを敵として認識したことで、リアゴッドの心が温度を下げたことにグローリアは気づいた。

　少なくともまだライドッグであったとき、絢爛たる七つの秘宝は道具でしかなかったが、道具なりの信頼を得ていた。

　しかし、もはやその信頼さえ得られない。

　たとえ今は自分が主である秘宝に対しても、ディアナやクスコのように別の主につく可能性があることがわかってしまったからには、もう以前のような気持ちにはなれない。

　いつまた裏切られるのではないか、もし敵に回ったらどうするべきか、とリアゴッドが考えているのは明白だった。

（秘宝にさえ信頼を置けなくなってしまったら、造物主様はいったいなにを信じればよいのでしょうか……）

　しかし、はたしてリアゴッドに並ぶ理性と能力の持ち主などいるのだろうか？

　そして、そんな人物がいたとして、地上を支配することなどできるのだろうか？

　かつてはそんな悩みなど抱かなかったグローリアだが、とてつもなく長い時間を孤独に過ごした結果、密かにそんなことを考えてしまうようになっていた。

　経験と時間には、意思ある秘宝すら変えてしまう力があるのだ。

　封印される前とされたとき、そして今の自分が違うという自覚はグローリアにはない。

　それでもグローリアは思ってしまうのだ。

（こんなときにステラ様、貴女がいてくれたら……）










第百五十話　人狼の秘密




　サーシャは松田から離れ、隠れ里へと戻っていた。

　あのパズルの迷宮でサーシャが目にした事実は、彼女がその胸に抱えておくには大きすぎるものだったのである。

　急遽集められた幹部たちの表情は、一様に深刻であった。

「にわかには信じがたいな」

「まあ、あの女が言っていたことが真実という保証はないけれどね。私はこの目で見たことを報告するだけよ」

　失われたパズルの悲劇の真実、覆面マスクというエレノアの妹が、実は迷宮暴走の黒幕であったこと。

　そして、その人格を転写した秘宝アーテイフアクトが、現在も存在しているであろうこと。

　もっとも大きな問題は、覆面マスクと呼ばれた人狼ステラが、ライドッグの転生に関わっている可能性が高いことである。

　現実にライドッグがリアゴッドとして転生している以上、ステラもまた転生している可能性が高かった。

「マフヨウ支族のステラと言ったな？」

「……本人はそう言ってるわね」

　やはり問題はそこなのよね、とサーシャはため息を吐く。

　パズルの迷宮で起こった真実そのものには、実はそれほどの価値はない。

　いや、ライドッグの動向やその背後で動いていた意思など貴重な情報も多いのだが、結局人狼が狙われていることに変わりはないからだ。

　しかしその原因に人狼が関わっているとなれば話は違う。

　身を守るため隠れ住むことを強いられている人狼とて、好んで隠れ住んでいるわけではない。

　エルフやドワーフのように、国家として生存圏を所有していたはずの人狼が、生存確率をあげるために複数に分かれて世界から潜んで暮らしているのは、ひとえにライドッグの存在から逃れるため、そして不老不死の効果があるという噂から逃避するためであった。

　では本当に人狼の血には不老不死の効果があるのか？

　そんなはずはない。

　それはこれまで一度も不老不死の成功例などないことが証明していた。

　一度も成功していないのに、どうして不老不死の効果があるなどという噂が信じられてしまうのか。

　それはやはり古の大魔法士ライドッグが人狼を狙ったという事実があるからにほかならない。

　そしてライドッグに狙われ壊滅した人狼の里こそ、マフヨウ支族の里であったはずなのだ。

「…………その娘、一度こちらへ連れてくることはできんか？」

「私は反対だ。我が里の所在を暴露するのは危険が大きすぎるぞ」

　村長の言葉に自警団長が反対の声をあげる。

　ステラの正体が明らかでない現状、彼女をこの里に招くのは危険だと判断したのである。

「とはいえ、捨て置けぬ問題ではある」

　結界によって外界と隔絶した生活を送っている人狼族は、緩やかにではあるが滅びへの道を歩んでいた。

　ライドッグの転生を含め、問題が解決することができるのならば、賭けに出るべきではないか？

　薬師長はそう言っていた。

「――ひとつ提案があるのだが」

　神狼司祭がおもむろに手を挙げた。

「なんだ？　遠慮はいらん」

「カゲツ支族の長老ならば、なにか知っているかもしれん。あそこはマフヨウ支族と近しかったからな」

　サーシャは顔を俯かせて、ぽつりと零すように尋ねた。

「あの娘は古のステラの転生体なのでしょうか？」

　もしそうであるなら、サーシャはあの可愛いステラと殺し合わなければならないかもしれない。

　同時にそれは松田という最大最強のゴーレムマスターと敵対することを意味していた。

　正直なところサーシャ本人の実感としては、リアゴッドよりも松田のほうが敵に回したくない相手だった。

「わからん。だがこれだけ材料がそろえば疑わぬほうがおかしかろう？」

「…………そうですね」

「サーシャ、お前は理由をつけて一行に近づき可能な限り同行して情報を収集しろ。もし――――」

　村長は深く息を吸い込むと、固い決意をこめて言葉を吐き出した。

「その娘がステラの転生体として目覚め、我が里に仇を為すようなら、お前が命を奪うのだ。よいな？」

　やはりそうか。

　その命令を実行すれば自分の命はないだろうな、と思いながらもサーシャは力強く頷くのだった。




◆　◆　◆




　パズルの街を出発した松田たちは、ひとまずデアフリンガー王国の王都シュペーを目指した。

　それというのも国王フェッターケアンからの招待状が早馬によって届けられたからである。

　万物を見通す眼イリスを封印した迷宮は、松田がこの世界に降り立ったリジョンの町からさらに数百キロ南にある。

　速やかに移動するためにも、松田の伝説級探索者としての認証式を執り行いたいというのであった。

　伝説級の称号は複数のギルドによる推薦と、それに相応しい実績を君主あるいはそれと同等の権力者が認めることによって成立する。

　フェイドル迷宮の攻略とパズル迷宮の攻略、さらに個人でのワーゲンブルグ王国の撃退。

　伝説級として認定されるには十分すぎる実績であった。

　ほとんどの伝説級探索者は迷宮に引きこもってしまうが、実は多大な特権を認められている。

　そのもっとも大きなものは国家間移動のフリーパスと探索者ギルドの協力義務であろう。

　伝説級探索者は国境の関所に拘こう束そくされない。

　どこに行こうと思うがままだ。

　さらに各国に存在する探索者ギルドは、伝説級探索者の要請があれば、それに協力する義務がある。

　だから、どこの迷宮であろうと、伝説級探索者はフリーパスで攻略することができる。

　リジョンの町がある王国はデアフリンガー王国と敵対しているわけではないが、かといって友好国というわけでもない。

　隣接するリュッツォー王国は歴史的な敵国であるだけに、形式だけでもフリーを保証されるということには意味がある。

　後ろ盾があるということは、厄介ごとに巻きこまれる可能性が高まるということでもあるが、後ろ盾がないよりはマシであるということを、松田は経験的に知っている。

「やあ、大活躍だったね」

「お出迎え恐縮です。師匠」

　城門を潜るとハーレプストが笑顔で待っていた。

「最初は陛下が出迎えると言ってたので、頑張って止めたんだよ」

「心の底からありがとうございます」

　苦笑するハーレプストに、松田は深々と頭を下げた。

　そんないたたまれない状況は、胃にやさしくなさすぎる。

「今の君には、それだけの価値があるということだよ」

　瞬く間に恐ろしく成長した弟子を、ハーレプストは微笑ましく思った。

　ただ単に、戦力があがっただけではない。

　出会ったばかりのころの松田は、明らかに他者との間に線を引いていた。

　だからこそ人形に永遠を求めるハーレプストの琴線に触れたともいえる。

　今の松田には、あのとき感じたフラットさがない。

　むしろ今のほうが苦しんでいるように見えるが、それは必要な苦しみであることをハーレプストは知っていた。

　信じるということは、疑うよりよほど大きなストレスと勇気を必要とするのである。

　もう一度、松田が人を信じようとしている。

　それが、ハーレプストにはうれしかった。

　同時に、危ういとも思う。この世界が裏切りと詐さ欺ぎに満ちていることもまた確かであるからだ。

　ハーレプストは持つ全ての伝手と知識を動員して、松田を助ける覚悟を決めていた。

「ハーレプスト様！　私の素体は見つかりましたか？」

　食いつくようにディアナに問われてハーレプストは苦笑する。

　意思があるとはいえ、この人間臭さには感嘆の意を禁じえない。

　この秘宝を作った人間は紛れもなく天才であろう。

　このときはまだ、ハーレプストは人格転写という技法の存在を知らなかった。

「残念ながら、君のご希望に沿うようなものは……人形であればいつでも都合が利くのだが」

　ディアナの魔法身体は特別製である。

　世には知られていなかったが、人型秘宝としては絢爛たる七つの秘宝をも凌しのぐ、００６の素体を取り込んだものだ。

　これを凌駕するだけの素体が手に入るとは、ハーレプストには到底思えなかった。

　ディアナには決して言えないことではあるが。

「ううっ……いったいいつになったら、私は理想の身体を……」

「そういえば、イリス用の素体も必要なのではないですか？」

　フォウがツインテールを揺らして無邪気に問いかけると、ハーレプストはついうっかり喜色を露わにして答えた。

「先日インスピレーションが湧いたので、ちょっと作ってみたんだ。妻の妹がモデルでね。若いころの彼女を思い出すんだ」

「――――誰の若いころですって？」

「のわああああっ！　ララ、ラクシュミー！　君は晩餐の支度があると言っていたじゃないか！」

　冷たく「うふふ」と笑い、目だけは北国のブリザードのように凍てつかせたままラクシュミーはハーレプストの手を取った。
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「妹のアイシャに指示を出しておきましたわ。あの娘ったら、妙に貴方に懐いているから、ちょっと話を伺わなければと思いまして」

「ぼぼ、僕は疑われるようなことはなにもしていないよ？　僕が愛しているのは誓って君ひとりだ！」

「私も愛しておりますわ」

　本心からハーレプストを自分の命以上に大切に思っている。が、それとこれとは別の問題だ。

「愛って怖いんですのよ？　特に女は愛の形については人一倍敏感ですの」

「マ、マツダ君！」

　助けを求める小動物のように怯えたハーレプストの瞳から、松田は深い諦念とともに視線を逸らした。

「女性が怒っているときには諦めて叱られてください。男性側こちらに非がある場合は特に」

「君はラクシュミーの怖さを知らないからそんなことが……ぎゃああああ！」

「いやだわ♪　マツダ様の前でそんな恥ずかしいことおっしゃるなんて」

「いやだああ！　逆さ磔はりつけはいやだあああ！」

「――あんたら、普段からなにしてはるん？」

　もともとＳ気質があるとは思っていたが、ラクシュミーとハーレプスト夫妻のプレイは松田の想像を超えた部分があるらしかった。

「ご主人様、逆さ磔ってなんですか？　わふ」

「ステラ、お前はわからなくていいんだよ」

「お父様、私も知りたいです」

「お前はさらに別に進化しそうでやだ」

「な、なんだかすごく侮辱されたような気がするわ！」

　唇を尖らせてディアナがぽかぽかと松田の胸を拳で殴る。

「わ～～い！　ステラもやるです！　わふ」

「お前がやると洒落にならないから止めろ！」

　松田とディアナの心がひとつになった瞬間であった。

「わふ？」










第百五十一話　伝説級探索者就任




　王都シュペーの探索者ギルド、そのギルド長であるシニガンは冷や汗を流していた。

　新たな伝説級探索者となる松田が来訪するというだけでも大ごとなのに、それに輪をかけて恐ろしい人物がいるからだった。

「まだ現れぬのか？　そのマツダとやらは」

「先ほど城門に到着したらしい。それほど時間はかかるまいよ」

「意思ある秘宝、早くお目にかかりたいものだな」

　枯れ木のようにやせ細った身体を萌黄色の貫頭衣で覆った男は、ししし、とかすれた声で笑った。
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「……お主でも、そんな機嫌のよいときがあるのだな」

「当たり前じゃ。わしをなんだと思っておる？」

「伝説級探索者にして迷宮ロプノールの主、大導師ロータスであろう？」

「大層な名だが、わしにとってはただの飾りよ」

　もともとロータスは王立魔法学院の研究者であった。

　研究の過程でいくつかの古代魔法を復活させ、大導師などと持ち上げられたが、おかげで古代魔法を狙ういくつかの国に目を付けられ迷宮に隠棲することになった。

　フェッターケアンはものわかりのよい君主だから、こうしてたまにシュペーを訪れることもできる。

　言ってはなんだが、先代のデアフリンガー国王とはそりが合わなかった。

　なにせ戦争に協力しなければ、討伐隊をさしむけると来たものだ。

　もちろん屁とも思わなかったが。

　しかし、いちいち討伐部隊を迷宮に送りこまれるのも面倒極まる。

　ロータスは研究者であって戦闘者ではないのだから。

　そんなお互いの利害から、フェッターケアンとロータスの間で協定が結ばれて、もう十年になる。

　ロータスの究極の研究目的はホムンクルスの創造であった。

　その研究の過程でゴーレムについてもかなり詳しく学習している。

　だからこそマツダのあまりの規格外さを誰よりもよく承知していた。

　ほとんど外界に姿を現わさないロータスが、わざわざこうしてギルドまで出向いているのは、それが理由だった。

「陛下、マツダ様が到着されました」

「うむ」

　侍従の一人に促され、フェッターケアンは鷹揚に頷いた。

「……私は師匠に、陛下にはご自重いただいたと伺ったのですが」

　満面に笑みを浮かべた国王と、怪しい貫頭衣の男に出迎えられた松田は、がっくりと肩を落とす。

　立場を自覚していないわけではないが、小市民の松田に国王直々のお出迎えはストレスであった。

「むむっ？　その娘が絢爛たる七つの秘宝であるのか？」

　貫頭衣を被った怪しい老人が身を乗り出してきたので、ディアナとステラは警戒感も露わに後ずさった。

「――――この方は？」

「マツダ殿と同じ伝説級の探索者でな。名をロータス殿という。ロプノール迷宮の主でホムンクルス研究の第一人者だ」

「ロータス・ロプノールだ。ふむ、恐ろしい魔力だが技術的にはまだまだだな。やはり特殊なスキルをもって生まれたか」

「わかりますか」

　松田の純粋な魔法士としての技量は、それほど高いものではない。

　ドルロイとハーレプストに仕込まれたおかげで、鍛冶かじ師と錬金術師としてならば、かろうじて一人前というところか。

　やはり見る人が見れば、そうしたことはすぐにわかってしまうものらしい。

「なにも卑下することはない。研究者としては忸じく怩じたるものがあるが、千年の研究も一瞬の発見には及ばないものだ。持って生まれた力を誇るがいい」

「ありがとうございます」

　ロータスの感覚を松田はよく知っている。

　努力は報われる確率をあげてくれるが、必ずしも報われるという保証では決してない。

　それよりも単なる偶然、運の要素のほうが、努力よりも容易く人生を左右する。

　こうして松田が転生していること自体、運以外のなにものでもないのだ。

　しかし、それをあっさりと認めてしまえるロータスが、松田には驚きだった。

　なかなかこの境地には至れない。

　世の中は不公平だ、と理不尽を呪うか、あるいはかつての松田のように、世の中そんなもんさと諦めてしまう。

　その一事だけでロータスは尊敬に値する、と松田は思った。

「それでだな。いったいどうやって意思ある秘宝を生み出したのだ？　なぜ人間のように動ける？　あの人形ドールマスター、ハーレプストでも、これほどの人形は作れぬはずだ」

　充血した目を爛々と見開いて、鼻息も荒く迫るロータスに、再び評価を改める松田であった。

　ただし、尊敬に値するといっても、お付き合いしたくない人というのはいるものなのだ。

「生憎あいにくと、ほとんどわからないんです。ディアナの身体は未発見迷宮で会った意思ある人形ゴーレムを使用していますので」

「…………あの女さえいなければ……私のＤカップは……」

「ディアナは小さいほうが可愛いですよ？　わふ」

「私がステラに小さいと言われるなんて……この屈辱、絶対に晴らしてみせます！」

「わふ？」

　まだ根に持っていたのか、と松田は苦笑する。

　ディアナにとってもそこは譲れぬところなのだろう。

「こんなところで立ち話でもあるまい。マツダ殿の伝説級探索者就任式も執り行わなければならないしな」

「それ、やっぱりやるんですね……」

　目立つことが嫌いな松田は観念したように肩をすくめた。




「お初にお目にかかります。私が当ギルドのギルド長、シニガンです」

　傍目にも明らかにシニガンは緊張していた。

　本人が意図したことでは決してないが、パズルの街に追いやったクロードがなにをしたかを、シニガンは知っていた。

　松田が怒っていても仕方のないこと、いや、確実に処刑に値するレベルのことを、クロードはやらかしている。

　そのクロードの雇用者であり、パズルへ派遣した張本人こそがシニガンなのだから、彼が緊張するのは至極当然のことであった。

「そう緊張するでない。マツダ殿はいたって鷹揚な方だ」

「ははっ、この度の我がギルドの不始末、心よりお詫びを申し上げます！」

「気にしないでください。あれは止めようとして止められるものではありません」

　パズルの迷宮の解放、という奇跡のような偶然が、クロードの目の前に転がりこんだ。

　二度とないぼろもうけの機会を与えられて、職務に忠実であることを期待するのは無理であろう。閑職に追いやられて不遇をかこっていたものならば特に。

「感謝申し上げます。我がギルドの力が必要であればいつなりと」

「それでは式典会場のほうに来てもらえるか？　略式にはしたつもりだが、伝説級探索者が誕生するのにあまり粗略にはできなくてな」

　デアフリンガー王国にとっては一世紀以上前にロータスを指名して以来のことである。

　むしろ一度も誕生したことのない国のほうが圧倒的に多い。

　伝説級の探索者とはそうした存在であった。

　しかし松田ほど短期間の間に伝説級まで駆け上がった例は皆無であろう。

　エルフだから年齢についてはあやふやにされているが、本来伝説級の探索者になるとすれば四半世紀は研鑽を積んだうえでなるのが普通だ。

　才能だけではたどり着けない領域にあるからこそ、あのライドッグすら不老不死に憧れた。

　転生の特典と、ディアナやステラとの奇跡的な出会いがなければ、松田はまだ底辺で、そもそもこの世界で生きていられたかどうかも怪しい。

　それを自覚しているだけに、松田は伝説級と持ち上げられても、どうにも過大評価に思えてならなかった。




　そんな松田の自己評価とは別に、式典会場は今代の英雄を一目見ようとする上流階層の人間で満ち溢れていた。

　その数およそ五百名。これでもシニガンとフェッターケアンが削りに削った数である。

　人間は社会的な動物であり、一人ひとりの個人は弱くて脆い。だからこそ人は組織に所属することで自らの安全を図るのだ。

　いかに強力な個人の力でも組織の力を上回ることは難しい。

　しかし、伝説級の探索者はその限りではない。

　国王であるフェッターケアンといえども個人の力としては松田に遠く及ばないであろう。

　個人の力が組織をも凌駕する。

　伝説級というのはそうした突出した個人の力の象徴であり、人が一度は憧れる自由そのものと言えた。

「伝説級探索者タケシ・マツダ殿、前へ」

　司会に促されて、大きなステージまで延ばされた赤い絨じゆう毯たんの上を松田は歩いていく。

　一斉に万雷のように鳴り響く拍手。

　気恥ずかしさはあるが、それより不思議と喜びがある。

「さすがです。お父様」

「ステラのご主人様はすごいです！　わふ」

「ぶれないな。お前たちは……」

　松田は困ったように苦笑した。

　ドルロイが、リンダが、ハーレプストが、ラクシュミーがうれしそうに拍手している。

（そうか、認められたことがうれしいのか）

　社畜であったころには努力が報われなかった。

　たまたま上にいた人間が次々と退職した結果、地位だけはそれなりに上がったが、責任と義務に見合うものではなく、扱いもひどいものだった。

　この世界は決して優しくはない。

　貧しく不便で、殺し合いや裏切りも日常茶飯事で、間違いなく現代日本よりも生きづらい場所であろう。

　それでも――報われ、認められる出会いがあった。

　伝説級の称号は、松田にとって、その証のように思われたのである。

「ワーゲンブルグ王国の手より我がギルドの迷宮パズルを守り、また過去数百年以上にわたり封印されていたパズルを解放した功績は、まことに甚大で比類ない。その実力を認め、ここに伝説級探索者の称号を授与する」

　声を張り上げシニガンは恭しく松田に特注の魔法付与された勲章を差し出した。

「ご厚情ありがたく」

　歩く頭を下げ、松田は自らのその勲章を胸につける。

　同時に爆発的な歓呼の声が会場の空に響き渡った。

「伝説級探索者、タケシ・マツダ万歳！」

「デアフリンガー王国万歳！」

「ざまあみろ、ワーゲンブルグ王国め！」

　……どうも火事場泥棒を働こうとしたワーゲンブルグ王国に対する敵てき愾がい心しんも大きく作用しているようだ。

　いずれにしろ松田に対する好意的な反応であることは確かであった。

　だがその喧けん騒そうのなかにも、不穏の目はある。

「――――やれやれ、タケシ・マツダがデアフリンガー王国に取り込まれるのは避けられんか」

　もちろんフェッターケアンは、そのデモンストレーションを兼ねて、この式典を企画していた。

　松田の後ろ盾としてデアフリンガー王国がついていることを知らしめると同時に、デアフリンガー王国と敵対しようとしている国々に対し、伝説級探索者を相手にする可能性があるぞと脅しているのである。

　たとえ松田にその気がないとしても、他国は決してそうは受け取らない。

　そもそも安全保障とは、可能性に対する対処要領である。

　制御不能な松田という可能性を安全保障から排除できないのは当然であった。

「ロータスのように迷宮にこもっていれば世話はないのだが、な」

　生憎と松田はまだ表の世界との接触を断つつもりはない。

　その結果、意図せずして政治的な天秤が揺れるのは松田のせいではないが、それを座視できない勢力がいることもまた確かであった。










第百五十二話　もう一人の伝説級探索者




　式典が終わり、晩餐会が盛況のうちに終了するまで四時間以上の時間を必要とした。

　気疲れでどっかりとソファにもたれかかった松田に、空気を全く読もうとしないロータスが、ここぞとばかりに話しかけた。

「マツダ殿はいったいどんなスキルをお持ちなのかな？　本来ライドッグのものである絢爛たる七つの秘宝を使える理由は、そのスキルのせいなのだろう？」

「――――少し席を変えましょうか？」

「心配はいらない。我々の会話は誰にも認識できぬようにした」

　人前で秘密のスキルを話すことなどできない、と思ったが、ロータスはいつの間にか自分の秘宝あるいはスキルによって会話の流出を遮断したようであった。

（さすがは伝説級探索者。格が違う）

　背筋をザワリ、と冷たいものが走る。

　正面からの戦闘ならばともかく、今この瞬間、ロータスに松田を殺す意思があれば、きっと松田は勝てないだろうと思われた。

「私がホムンクルスを研究しているのは聞いたと思うが」

「はい。人造生命ホムンクルスは錬金術師にとっては究極の夢のようなもの。私も興味があります」

「……ホムンクルス研究は、もともとは不老不死の研究から派生したひとつの学問でな」

　不老不死に対するアプローチはなにも時間制御や転生ばかりではなかった。

　老いることが問題なら若い身体と交換できればよい。自分の分身である若い身体を人工的に造り出す。

　それがホムンクルス研究の始まりだった。

「今でこそ生命の創造、神に対する挑戦などと言われているがな。もとはといえば生に対する執着の産物だよ」

　自分はそうではないがね、と目だけで語ってロータスは続けた。

「――――我々錬金術師の間で語り継がれている伝承がある」

　そのあとに続く言葉に松田は驚くとともに絶句した。

「人造身体に乗り移るための予備的な実験だがね。秘宝アーテイフアクトに意識を転写するという研究をしていた人狼族の女性がいたというのだよ。聞き覚えがあるのではないかね？」

「――――その女性の名は？」

「伝承が歪ゆがんでいなければ、ステラというそうだ」

　やはりそうか、と松田は首肯する。

　同時にそれはロータスの予想通りでもあったらしい。

「絢爛たる七つの秘宝は、そのステラの人格が付与されている可能性が高いだろうね」

　ディアナとフォウが同じ人格の転写というのは、にわかには信じがたい。

　苦笑しながら松田は答えた。

「しかし彼女たちはライドッグを造物主として認識していますよ？」

「人格といえど、それを意図的に編集すれば歪みが現われる。所詮、転写は経験ではなく記憶にすぎないから、なおさらだ」

「なるほど」

　オリジナルのステラの人格――記憶を転写したとしても、そこに様々な能力を付与する過程でどうしても歪みが生じる。

　うすっぺらな記憶だけの人格が生なまの経験を積めば、さらに歪みは大きくなるというわけだ。

　もしかすると転写そのものの技術になんらかの不備があるのかもしれない。

　絢爛たる七つの秘宝がそれぞれ違った能力と性格を持つのは、そのあたりが理由であろう。

「およそ秘宝を扱わせることでステラを超える人材はこの千年現われていない。と、思っていたが、世に知られぬ天才がいるものだな」

「まったくです」

　あの００６や００５を製造した錬金術師がまったく世に知られていないことは驚きである。

　死んだ娘と再会するためという動機とはいえ、その技術を誰かに伝えてくれていれば、世界が変わった可能性があった。

　いや、あのゴーレム技術と絢爛たる七つの秘宝が備える特殊技能が組み合わされば、間違いなく世界は変わっていただろう。

　――――もしかするとゴーレムに世界が支配されるターミネーターの未来のような展開さえ考えられたかもしれない。

「最近つくづく思うのだが」

　ロータスは自じ嘲ちようするかのように薄く嗤わらう。

「伝説級などと呼ばれてはいるが、私のような男は、言ってはなんだが凡人だよ」

　ひとくくりに伝説級探索者といっても、その格差は大きく、決して同レベルではない。

　ロータスは、はっきりとその事実を認めた。

　努力だけでは絶対にたどり着くことのできない伝説級の頂にいるロータスもまた、才能の格差に悩む男の一人なのだった。

「――君の持っている秘宝は終末の杖と不可視の盾だったか。オリジナルに近い人格を持っているとすれば、おそらく終末の杖だと思っていたが違っていたようだな」

「そういえば秘宝が秘宝を作ったという話は聞きませんね」

「絢爛たる七つの秘宝には身体がなかった。思考することはできても、動かすべき手や足を持たなかった。ふむ、そのあたりもオリジナルの人格をトレースできなかった原因であるかもしれないな」

　言われてみれば、声を出して泣くことも、手も足も身体を何一つ動かせない子供は、まともに成長するかと問われると松田にも疑問であった。

「……ライドッグが転生したと聞いたが」

「間違いありません。今はリアゴッドと名乗り、宝冠コリンを持っております」

「一刻も早く倒せ。万物を見通す眼イリスを手に入れればそれも能あたうだろう」

　松田は唐突なロータスの言葉に首を傾げた。

　ロータスは伝説級探索者とはいえ、まだ百有余歳にすぎない。

　ライドッグが生きていた世代とは遠くかけ離れているはずであった。

「我々錬金術師の間では、ライドッグという男は無視できない存在でな」

　歴史上、ライドッグを上回る魔法士はいないと言われる。

　それは、彼が人類最後の究極の望み、不老不死へあと一歩のところまで到達していたと言われているからだ。

「ライドッグの死が暗殺であるというのは我々の間では常識だ。並みの毒ではすぐに対処される。一説に、その手段は呪いであったのではないかと思われる」

「呪い――――ですか」

　そういえばエレノアがそんなことを言っていたような気がする。

　ライドッグ様にかけられた呪いを解き、あの方と添い遂げるとかなんとか。

「もし呪いだとすると、ライドッグが無事転生できたのはおかしいんだな」

「どういうことですか？」

「呪いというのはね、身体ではなく魂たましいにかけられるものだからだよ。しかも呪いというのは決して代償なしには発生しない。逆に言えば、代償さえあれば格下が格上よりも大きな力を行使することもできる」

　ようやく、ライドッグほどの魔法士が、なぜ死ななくてはならなかったかわかってきた。

「何者かがライドッグの魂が呪いによって衰弱死する前に解放した。という可能性もなくはない。そもそも呪いを解呪することは珍しいことじゃないからね」

　ものすごく嫌な予感がしてきた。

　まさかそれって……。

「呪いが解呪できなかったとすれば、転生したライドッグ――今はリアゴッドというんだっけ？　それは転写された人格である可能性があると思うんだよ」

　ここでロータスは困ったように腕を組んで俯きながら唸った。

「でも、だからといって秘宝に転写された人格が、魂として転生するなんてことが可能なのかな？」

　あくまでも秘宝は秘宝であり、そこに魂はない。いや、ないはずだ。

　しかし今のディアナやフォウを見ていると、本当に秘宝に魂がないのかわからなくなることも確かであった。

「わけがわからなくなってきた……」

「すまんな。私もだ。だがこの謎が解ける人物はおそらく一人しかいない」

「〝覆面ステラ〟ですね」

「そうだ。もしライドッグを転生させたとすればそれは彼女であり、まず間違いなく彼女も転生していると考えるべきだろう」

「…………そうですね」

　名無しのゼロが、もっともオリジナルに近い人格の秘宝であるかどうかは別として、覆面ステラが転生していないはずがなかった。

　それはエレノアも言っていた。

　転生するためにこそ、覆面ステラはパズルの迷宮を訪れたのだと。

「ところが彼女が転生したという話は噂にも聞かない。表には出なかっただけで、ライドッグを上回る天才魔法士である可能性がある彼女が、だ」

「失敗したということは？」

「もちろん、天才にも失敗はある。しかし天才が失敗する確率を考えれば、それを前提として想定するのはあまりにも危険だ」

「…………はい」

　それはつまり、今松田の元にいるステラが覆面ステラの転生体である可能性を疑え、ということなのだろう。

　この老伝説級探索者は、自らの好奇心のためだけでなく、松田に忠告するために、この機会を設けたに違いなかった。

　わかっている。

　エレノアの証言だけでなく、あのパズルの迷宮のアンデッドやサーシャの話を聞いただけでも、ステラはあまりに怪しすぎる。

　しかし信じたい気持ちが、疑う気持ちよりも大きくなりつつあることを、松田は自覚していた。

　まだこの世界に来たばかりのころは、決して抱かなかった感情である。

「納得しがたいようだな」

「理解しているつもりではありましたが」

「あくまでも可能性の話だ。心のどこかに留め置いてくれればそれでよい。現にライドッグの転生体とやらが、不覚をとったというのであれば、結局ステラが目指した転生は不完全なものだったのだ」

　もしライドッグが完全な形で蘇っていれば、まだ魔法士として未熟な松田が撃退することなどありえない。

　それほどライドッグとは圧倒的な存在だった。

　ロータスは直接会ったことはないが、文献や遺産からライドッグの偉大さは痛いほどよくわかっていた。

　ライドッグが完全でないということは、ステラもまた完全ではない可能性が高い。

「――――気休めだが、これを渡しておこう」

「これは？」

　ロータスが松田に手渡したのは、濃い紫水晶の指輪であった。

「私がホムンクルスと意思疎通を図るために作った試作品でね。言葉ではなく精神でつながることができる」

　ステラになにか起きたときに、使えということか。

　覆面ステラが蘇ったとすれば、今のステラの人格はリアゴッドのように膨大な情報の海に飲み込まれてしまうだろう。

　そんな圧倒的な情報の一部となったステラと意識をつなぐことができるか、といえば確かに気休めかもしれない。

「ご好誼ありがたく」

　それでも松田にとっては例えようもなくありがたい保険であった。

　きっかけさえあれば、今のステラであれば、裏切られることもないと思う程度には、いつの間にか松田もステラにほだされていたのである。

「――――無事に生きて戻ってくれ。人格と魂は別ものなのか。環境と経験は魂を変質させるのか。ホムンクルスを創造するにあたって難問は山積だからね」

「ははは…………善処します」

　人格と魂は別ものなのか？

　「我思う、ゆえに我ありコギトエルゴスム」とデカルトは言った。

　もはやディアナをただのプログラムされたＡＩだと松田は考えることはできない。

　しかし秘宝である以上、ディアナは松田の命令に逆らうことはできないだろう。

　もとはといえばそれを望んでいたはずなのに、どこか釈然としないのは――――

（俺も、この世界で変質した……ということなのか？）

　だとすれば、リアゴッドの変質と自分の違いは？

　クスコはリアゴッドとライドッグとは異なる存在だと言っていたが、今の自分と転生する前の松まつ田だ毅たけしは、はたして同じ存在といえるのだろうか？

「お父様！」

「ご主人様！」

　ディアナとステラが天真爛漫な笑みを浮かべて左右から松田の腕に抱きついてきた。

　いつの間にかロータスの張っていた結界は解けていた。

「話というのはそれだけだ。マツダ殿の未来に幸多からんことを」

「ありがとうございます」

　伝説級探索者は、ほとんどの場合孤独である。

　それは彼らの持つ力が強すぎることと、なによりその力を得る過程でなんらかの権力との闘争を余儀なくされるからだ。

　松田のように突如として規格外の力を与えられた伝説級探索者はほとんどいないと言ってよい。

　長い年月と経験を経て、凡人がたどり着けぬ領域にまで己を昇華したのが彼らである。

　幸運なことに、松田は孤独ではなく同等に近い仲間に恵まれている。

　それがどれほど貴重なことかロータスは身に染みて知っていた。

　おそらくディアナもステラも、その戦闘力は宝石級の中でも上位に入るだろう。

　直に伝説級の領域へ足を踏み入れる日も近い。

　では宝石級の探索者の数がどれほどいるか。王都のような巨大都市に精々五、六人いればよい程度ではないだろうか？

　松田の周りにこれほど実力者が集っていることが異常なのだ。

　信じられる仲間がいれば、ロータスのように迷宮に隠棲するような人生を、松田は送らずに済むかもしれない。

　――――だがそれも、伝説の魔女ステラが復活しなければの話であった。










第百五十三話　狂騎士バリストン




　二日後、松田たちはデアフリンガー王国を出発する。

　万物を見通す眼イリスが封印された迷宮は、ゴルドヴィナ王国の東、あの始まりの町リジョンの南にあるという。

『イリスはガルーダの迷宮に封印されていると思われます。主様』

「リジョンの町か……なんだかずっと昔のことに感じるな」

　まだこの世界に来たばかりのころ。

　新たな力、新たな仲間、そしてこの世界でも変わらぬ人の醜さ。

　そんな思い出を松田は目を閉じて、しばし振り返った。

　ゴドハルトは元気でいるだろうか？

　願わくば、社畜のくびきを脱して、己の意思を貫けるようになっていてほしい。

　実はすでにゴドハルトは新リジョン領主のもとで、別人のようにのびのびと仕事をしているのだが、それは松田の知るべくもないことであった。

　しかし松田たちの活躍と思惑を快く思わない人間もまた、少なからず存在したのである。




◆　◆　◆




　リュッツォー王国国王、グリンゴ二世は苦虫を噛みつぶしたような渋面であった。

「よりにもよってデアフリンガー王国か」

「御意」

　部下からの報告は、松田が伝説級探索者に就任し、デアフリンガー王国と対等の協力関係を結んだというものであった。

　要塞都市マクンバを救った英雄、タケシ・マツダがスキャパフロー王国へ逃亡したという報告を受けた際には、ここまで大事になるとは予想もしなかった。

　逃した獲物はあまりにも大きい。

「今少し早く手を打つべきであったな」

「陛下の御心をお騒がせいたしましたこと、お詫びの申し上げようもございません」

　顔から脂汗を流しながら平身低頭しているのは、マクンバ伯爵である。

　彼は氾濫からマクンバを救った松田を、なんとか手の内に引きこもうとはしたものの、スキャパフロー王国が松田を庇ったことで、止む無く手を引いていた。

　スキャパフロー国王と一介の伯爵にすぎない自分では格が違いすぎる。

　そこまでの格の違いを無視してまで、あのとき行動する気にはなれなかった。

　その時点では、松田という存在は、まだ将来有望な探索者にすぎなかったのだ。

　もちろん氾濫での活躍を考えれば、宝石級の探索者に匹敵するとは思っていた。

　しかし宝石級の探索者ならリュッツォー国内にも十人弱はいるはずであり、危険を冒してまでスキャパフロー王国と敵対する必要もないと思われたのである。

　ところが松田の活躍は伯爵の予想を遥かに上回っていく。

　フェイドルの迷宮の攻略を皮切りに、ヴィッテルスバッハ公国軍を一方的に打ち破り、ついにはパズルの迷宮を復活させ、その迷宮を奪おうとしたワーゲンブルグ王国軍を撃退した。

　あれよあれよという間の出来事だった。

　もはや大陸のいかなる国も、松田という伝説級探索者の存在を無視できない。

　それどころか、松田という存在を味方にすることができたなら、国際秩序が変わることもありえた。

　ほとんどの伝説級探索者は迷宮にこもっているし、ごくごくわずかな国付きの伝説級はなんらかの制約を己に課しているものであった。

　松田のようにフリーな状態の伝説級探索者は、この大陸に一人もいない。

「――――中立誓約だけでも交わせればよいのだが」

　目下のグリンゴ二世の悩みは、松田がデアフリンガー王国と共闘してリュッツォー王国に牙を剥かないかということである。

　松田にはその気はないのだが、そうとは受け取れない事情があった。

　結果的にとはいえ、松田はデアフリンガー王国の領土を守るためにワーゲンブルグ王国と戦ったのである。

　勝手にワーゲンブルグ王国がドル箱になるであろうパズルを奪いに来ただけだとはいえ、各国はそう素直には受け取れなかった。

　国を敵に回すという決断は、何か理由がないかぎりありえない、というのが通常の人間の思考であった。

　もっともその通常からほど遠いのが、伝説級の探索者というものであったが。

　最低限デアフリンガー王国と戦争になっても、リュッツォー王国とは敵対しないという誓約が欲しい。

　可能ならばこちらの味方として引き込みたいが、欲をかけば逆にデアフリンガー王国を利するだけだろう。

「それで、接触は図れんのか？」

　リュッツォー王国の強みとしては、なんといっても松田の師匠にあたるドルロイがマクンバで工房を営んでいるということだ。

　最悪ドルロイを人質にとるという選択もある。

「……それがスキャパフロー王国で五槌の大幅な改選があるらしく、しばらくは戻れないようでして」

「どこまでも間の悪い！」

　ハーレプストの結婚後まもなく、ドルロイとリンダは故郷スキャパフロー王国へと帰還していた。

　ドワーフ評議会が松田と敵対し、国王ジョージの不興を買ったマニッシュとゲノックを五槌から解任したのである。

　そのため新たな五槌の選任と、ほぼ追放同然だったドルロイとの関係改善のために、ドルロイを招しよう聘へいしたというわけであった。

　絢爛たる七つの秘宝は、ドワーフにとって垂涎ともいえる秘宝であり、松田の師匠であるドルロイの価値はこれまで以上に高まっていた。

　それに鼻の利く者は、ドルロイが松田を弟子にする過程で、緋緋色鉄の秘密に迫ったという事実に感づいている。

　逆にドルロイからすれば、煩わしい五槌から離れ一介の鍛冶師として専念したいという思いもあった。

　お互いの思惑が異なっているため、新たな五槌の選任は最初から困難が予想されていた。

　リンダがわざわざ同行したのもそのためだろう。

　万年ラブラブな二人が、長期間離れ離れになることを承知するはずがなかったのだ。

　もっともリンダは決して認めないだろうが。

　そのため今、リュッツォー王国には、松田との交渉の材料となりそうな、ドルロイがいない。

　下手をすれば、このまま戻らない可能性すらあったのである。

「放置しておくわけにはいかん……聞けば絢爛たる七つの秘宝を二つも所有しているというではないか。大人しく迷宮にこもるならまだしも、大陸を自由に動き回るなど冗談ではないぞ」

　伝説級探索者はいわば核兵器だ。

　しかも感情を持つ核兵器である。

　感情は理論では動かない。たとえば宿場町で意気投合した個人的な友人――知り合い程度かもしれない――そんな相手のために国家権力を容易く凌駕することのできる圧倒的な力を使う可能性すらある。

　彼らの行くところ、既存の秩序がいつ破綻するかしれないという危機にさらされるのだ。

　そして愚かにも、民衆というのはそうした隔絶した個こそ英雄たると考え、憧れを寄せるのだ。

　グリンゴ二世は決して非道な王ではない。

　だからといって民衆に慕われる良王というわけでもなかった。

　むしろスキャパフロー王国やデアフリンガー王国に比べれば、多少ながら税が重く民衆の負担は大きかった。

　それもいずれは再び始まるであろう戦争において、リュッツォー王国を勝利に導かんと軍を整えてきたからだ。

　少なくとも一対一であれば、リュッツォー王国は周辺諸国の間では頭一つ抜けた軍事大国であった。

　その軍事バランスが崩れる。

　国王に即位して以来、生涯を懸けて準備してきたグリンゴ二世にとって、それは耐えられることではなかった。

　制御できないならば、躾しつけるか殺すか、隔離するかしかない。

　その思考をグリンゴ二世はなんら疑問に思わなかった。

　ワーゲンブルグ王国のムラト一世と同様、グリンゴ二世も松田は排除すべき異物であると判断したのである。

「ですが、あのワーゲンブルグの先鋒を一人で打ち破るような男ですぞ？　下手をすれば我が軍の損害も馬鹿にできぬものに……」

「わかっておる」

　せっかく優位にたった軍事力を松田にぶつけて消耗させるなど愚の骨頂。

「化け物には化け物をぶつければよいではないか。うまく両方潰れてくれれば手間が省ける」

「そ、それでは……あのバッフェルの狂騎士を？」

「あの男はライドッグにかかわりがあったはずだ。唆そそのかすには十分な理由だろう？」

　リュッツォー王国にはギルドが管理できない伝説級探索者所有の迷宮がある。

　その名をバッフェルの迷宮といい、その主がバリストン・バッフェルである。

　史上最強の魔法士といえば、一番にライドッグの名があがるであろう。

　しかし現代最強の魔法士というと、おそらくはバリストンの名は上位三位には入る。

　彼は亡国の騎士と呼ばれていた。

　千年以上前、ライドッグと敵対し国力を疲弊して衰亡していったガンフェルト王国にバリストンは生まれた。

　若くして頭角を現わしていったバリストンは、王国騎士団長として傾いていく故国を守ることに全力を尽くした。

　そのおかげか一時的には王国は息を吹き返したように復興した。

　ところが好事魔多しという。

　バリストンの武力に目がくらんだ国王は隣国へ食指を伸ばし、その侵攻を命じた。

　止む無く出撃したバリストンは見事敵国との戦闘に勝利を収める。

　しかし戦争はバリストン一人で行えるものではない。

　もともと疲弊していた王国において、バリストンの武力が突出していただけで、それ以外の戦力はお寒い限りであった。

　つまりバリストンが国外に出撃した王国は無防備同然であり、肉食獣の前に投げ出された餌にすぎなかったのだ。

　たちまちもうひとつの隣国に強襲されて王都は陥落。

　帰るべき故国を失ったバリストンの軍は蜘蛛の子を散らすように消え去った。

　ここでバリストンにその気があれば、彼ほどの武を召し抱えようとする国はいくらでもあった。

　欲に目がくらんだ亡国の王など見捨てて新たな主を戴いたとしても、誰もバリストンを責める人間などいなかったろう。

　ところがバリストンはそれを拒否した。

　あろうことかライドッグが不老不死の研究の副産物として生み出していた不死の鎧よろいを迷宮から解放するや、単身故国へ赴いたのである。

　鎧そのものに強制的に肉体の維持修復を行わせる不死の鎧を得たバリストンは無敵だった。

　失われた血液はたちまち補充され、斬り飛ばされた腕はたちまち再生する。

　昼夜を問わず一週間戦い続けても、一睡もする必要はない。

　この規格外の化け物を相手に、しぶとく抗戦を続けた王国もついに命運が尽きた。

　王都が陥落し、他国へ逃げ延びた王族すら、バリストンは決して許そうとはしなかった。

　さらに二つほどの国が滅びかけ、初めは亡命を受け入れていた国も、自らの安全と引き換えに逃げてきた王族をバリストンに差し出すに及び、王国は完全に滅亡する。

　――――ところがバリストンの苦難はまだ始まったばかりだった。

　目的を果たし、復讐を遂げたバリストンはもう思い残すこともない、と自害しようとしたのだが、不死の鎧に守られたその体は不死身だった。

　死ねない。

　死ねない。

　死ねない。

　火山のマグマに飛びこんでも、絶壁から飛び降りても――それ以外のなにをしてもバリストンは死ぬことができなかった。

　探索者として数々の迷宮をめぐり、己が死ぬ方法を解き明かそうと試みるも、全ては失敗に終わる。

　いつしか彼は自ら製作した迷宮で、死ぬための実験を行いながら狂気に身を浸すようになっていった。

　もはやバリストンが正気である時間は一日の半分もない。

　しかしなんとか死にたいという渇かつ望ぼうが、かろうじて残り半分の正気を維持させているのだった。

　そんなリスクの高すぎる男すら利用しようとする。

　心のどこかで全ての人間を自分より下に見るという君主の悪癖が出たと忠告できる者は、一人もいなかった。

　ただちに使者がバッフェルの迷宮へと送られた。




◆　◆　◆




「――国王が我に何の用だ？」

　バッフェルの迷宮に送られた使者にとって幸運なことに、漆黒の鎧にマント、顔をフードで隠した狂騎士バリストンは正気でいる時間であった。
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「じ、実はある魔法士があのライドッグの絢爛たる七つの秘宝を支配下に置いたと聞き、お知らせに参った次第！」

「なんだと？」

　絢爛たる七つの秘宝はライドッグ以外の誰にも制御できない。

　そう結論は出ているはずだった。

　大陸中全ての国家がそう結論したからこそ、当時の技術の粋を集めて絢爛たる七つの秘宝は封印されたのではなかったか。

　同じくライドッグが作りあげた秘宝にその体を支配されているバリストンも、絢爛たる七つの秘宝に興味を抱かなかったわけではなかった。

　しかしいくら探しても手掛かりひとつも得ることができなかったのである。

　まさか封印を解いたばかりか、あの秘宝を支配したとなれば、それは恐るべき術者だ。

「いったい何者だ？」

「それがエルフのタケシ・マツダという名以外は、出自ももともとの師匠も皆目見当がつかぬ謎の男でして」

「――エルフ？」

　もしやライドッグの血に連なる者かと思ったが、それはバリストンの勘違いであったらしい。

「まあよい。そのマツダという男、絢爛たる七つの秘宝を支配したというのは真であろうな？」

「我が国の掴んだところでは、終末の杖と不可視の盾を所有しているとか」

「…………面白い」

　ここ百年以上はなかったほどに、バリストンは興奮していた。

　もはや狂気に身を浸す以外に逃れる術はないと思っていた呪わしい生から解き放たれる可能性がそこにあった。

　あのライドッグの最高作品、絢爛たる七つの秘宝をも支配できる魔法士であれば、この呪われた不死の鎧の呪縛を解き放ってくれる。いや、自分を殺してくれるはずであった。

「その男、マツダはどこにいる？」

「我々が掴んだ情報によれば、デアフリンガー王国を出立し、ゴルドヴィナ王国の迷宮に向かうものと」

「よかろう。貴様らの思惑など知ったことではないが、貴重な情報には礼を言っておこう」

　決してリュッツォー王国国王グリンゴ二世が善意で教えてくれたわけではないことなどバリストンは重々承知していた。

　だがそんなことはどうでもいい。

　いつ果てるともわからぬこの呪われた生から解放してくれるのであれば。










第百五十四話　再びリジョンの町へ




　――ゴルドヴィナ王国、あの傍迷惑な神によって転生させられ初めて訪れた地。

　ディアナと出会い、偶然ステラを助けた。

　今にして思えば、それははたして偶然であったのかどうか？

「まさか、あの野郎かみの仕業だったりしないだろうな……」

　思わずそんな疑惑を抱いてしまう松田である。

「どうしました、お父様？」

「わふ？」

　無邪気なディアナとステラを見ると、たとえそうでも悪いことばかりではないと思ってしまう自分がいる。

「甘くなったもんだ」




◆　◆　◆




「いやあ、いいね！　甘くなったもんだ……だって！　いつから君はフィリップ・マーロウになったんだい？」

　大口を開けてわはは、と笑う神がいた。

　面白い男である。

　これだから人間は面白い。

　神のように不変であることを強いられている存在などより、よほど生きる価値がある。

　神はこれまで幾度も人間を転生させてきたが、どの人間も興味深かった。

　なにが起こったのかわからずにすぐ死ぬ者、与えられた力に酔い栄華を極める者、裏切られ憤死する者。

　なかでも松田の心の在り方は面白い。

　深い絶望と諦念――そんななかの、ささやかな希望。

　しかし今では溢れる希望を絶望と諦念が抑えきれずにいる。

　はたして松田は再び絶望することになるのか、あるいは新たな希望を手に入れるのか。

「期待しているよ、松田君。人間はよく運命という言葉を使うけど、そんな退屈なこと、神がするわけないのにね」

　そう言ってショーン・コネリー似の神は、まるで映画のように皮肉に満ちた笑みを浮かべるのだった。

　そしてジェームズ・ボンドの有名なセリフを謳うように口にした。

「生き残るコツは美しいものを愛することらしいね。もっとも私は醜いものが羽化する瞬間こそ、もっとも美しいと思ってしまうのだが」




◆　◆　◆




　なぜか背筋に悪寒を感じて、松田は眉を顰めた。

「なんだろう？　理不尽に対する怒りを、とても強く感じる」

「大丈夫ですか？　お父様」

「まあ気のせいだろう」

　伝説級探索者、その雷名の効果は凄まじかった。

　関所どころか、あらゆる宿泊、交通、情報の便宜が図られ、各地のギルドが最敬礼で対応してくれる。

　ただでさえ国家に匹敵すると言われる伝説級探索者である。

　そのうえ探索者ギルドという巨大組織を敵に回そうという国家は、まずないと言ってよい。

　もちろん、なんとか松田と縁を繋ぎたいという国や貴族から山のようなアプローチがあったが、松田は無視した。

　不気味なのは、もっとも強力にアピールすると思われたリュッツォー王国が、大人しかったことだ。

　かといって、妨害されるようなこともなかった。

　デアフリンガー王国と誼を通じてしまった以上、なんらかの妨害、言いがかりをつけられるのではないかと危き惧ぐしていたが杞憂に終わった。

　そのおかげで予定よりもかなり早く、松田はリジョンの町へと到着した。

「ここに来たころは、まさかこんなことになるとはなあ……」

　ディアナはまだ杖だったし、松田は社畜であったころをずっと引きずっていた。

　思えば転生して姿かたちは変わっても、価値観は何一つ変わっていなかったと思う。

　心が死んだままだからこそ、人を殺すということも受け入れるのは楽だった。

　郷に入れば郷に従えという言葉の通り、それがこの世界の常識だと思えば、それでよかったからだ。

（リアゴッドもそうなのだろうか……）

　前世の記憶のままに、世界が個人の力ではどうにもならないものと諦めていたあのころ。

　しかし世界は変わる。

　日本で暮らしていた社畜松田毅と、この世界のタケシ・マツダは異なる存在だと考えるようになった。

　はたして記憶がその人間を人間たらしめているのか。それとも肉体なのか魂なのか。

　松田に、その答えをまだ出すことはできない。

　それでも、社畜であったあのころにはできなかった人生を生きたいということだけは、まぎれもない事実であった。

　そんなとりとめのないことを考えているうちに、いつの間にか騎馬の一隊が松田たちに迫っていた。

　その先頭で白馬を駆る男の顔には見覚えがある。

　どうやら使いつぶされずに済んでいたようだ。

「やれやれ、我が町始まって以来の伝説級探索者のご訪問と思いましたが、まさか貴方様とは」

「ご無沙汰をしております。貴方も息災そうでなによりだ」

　始まりの町リジョンでいろいろとやりあった守備隊長ゴドハルトの姿がそこにいた。




◆　◆　◆




「すると今は出世したんですね？」

「領主様が引きこもってしまわれまして、今は代行の側近として仕えさせていただいております」

　そう、今やゴドハルトはリジョンの町になくてはならぬ重鎮であった。

　松田に脅迫され、引きこもってしまった領主バドムントに代わり、隠し子ラバートが領内を実際に統治している。

　隠し子として日陰で下々の人間と同じような生活をしていたラバートは、ゴドハルトのような実直な人間の意見をよく聞いた。

　松田の目から見ても、以前より確実にリジョンの町は活気が増して栄えているように思えた。

「変わったんだね。たぶん良い方向に」

「私一人では変えられませんでしたでしょう」

　領主バドムントの引きこもりに、おそらく松田が一枚かんでいることを、ゴドハルトは確信している。

　騎士として、主君の命令を、命を懸けて達成するのが使命であると考えていた。

　そのためにはいかなる理不尽な命令でも実行しないと。

　それが全く罪のない松田の命を奪うということだとしても。

　内心では嫌だと思っていても、それを変える勇気がなかった。

　変えてくれたのは松田だ。

　――――とはいえ、与えられたチャンスを逃そうとは、ゴドハルトは微み塵じんも考えなかった。

　手垢のついていない新たな領主代行という存在は、これまでゴドハルトが抱いてきた統治の矛盾を是正する、唯一といっていい好機であった。

　以来、公平公正を守備隊だけでなく官吏の全てに課して、リジョンの町の一新に努めてきた。

　ほんの少し得意気に、ゴドハルトは松田の前に立ってリジョンの町へと先導した。

「ようこそリジョンの町へ。私が父に代わり領主代行を務めております、ラバートです」

「ご領主代行自らのお出迎え、恐れ入ります」

　まだ年の頃は二十代になったばかりであろうか。あるいはまだ十代であるかもしれない。

　明るく未来へ希望を持ったよい瞳をしている。

　あの強欲を絵にかいたようなバドムントの息子には思えぬほどだ。

「とんでもない。伝説級探索者様と縁を持てただけで、望外の幸せです」

　おそらく野心も強くはないのだろう。

　ラバートは心から松田の訪問を喜んでいるように見えた。

　もっとも彼からすれば、日陰者として一生を終えるかもしれなかった自分を、間接的に領主代行の表舞台に立たせてくれた恩人なのである。

　たとえ伝説級探索者でなくとも、松田は歓迎すべき男だった。

　松田自身も、この街の変化に確かに自分が関わっていることを自覚して、うれしいような面はゆいような複雑な気持ちであった。

「――我がままを言わせてもらえば、今日は青い燐りん光こう亭に泊まらせてもらっても？」

「我が家に泊まっていただけないのは残念ですが、それがマツダ殿のお望みなら。どうかせめて夕食だけはご一緒に」

「それは喜んで」




　ラバートの用意した晩餐は、デアフリンガー宮廷で用意されたような豪華なものではなかった。

　豪華ではない代わりに新鮮な牛肉や魚、味付けは単純ながらジューシーな葉野菜のサラダ、渋みが強くて肉料理によく合うワインに松田は舌鼓を打つ。

　ブドウの品種はフランスのシラーに近いのではないだろうか？

　野性味の強い酸とタンニンが特徴だが、この癖の強さが嵌はまる人間には嵌る。

「我がリジョンの産物ですが、お口に合いましたか？」

「もちろんです」

「お肉です！　わふ」

「お父様、私はもう少し甘いワインのほうが……」

「ははは……これは失礼を。これ、お嬢様たちにはリンゴ水をお持ちしなさい」

　どうやらディアナにワインはまだ早かったようであった。

　それにしてもディアナの舌もその体と合わせてまた子供ということなのか？

　ディアナの身体の大部分は００６の構造を吸収しているが、もし味覚まで子供として再現しているとすれば、とんでもないことだ。

　今の松田の技術では、食べること自体はできても複雑な味覚を感じさせることまでは不可能である。

　そのためフォウは、あくまでもみんなの仲間外れにならないよう食事はしているが、味を理解しているわけではない。

「それにしてもとんでもない活躍ですな」

　呆れたように、ゴドハルトは笑いながらワインを喉に流し込んだ。

　リジョンの町にいたころは、まだ将来有望な鉄級探索者にすぎなかった。

　キメラを倒すのだって、それなりに苦戦していたし、あの時点では金級探索者相手ですら負けただろう。

　それがいつの間にかマクンバで迷宮の氾濫を阻止し、スキャパフロー王国でフェイドルの迷宮を数百年ぶりに攻略したかと思えば、ヴィッテルスバッハ公国とワーゲンブルグ王国という国家を相手に二連勝ときた。

　それこそリジョンのような辺境の小さな町など息を吐くように潰してしまうことが可能だ。

　いったい誰が予想できただろう。

　ゴドハルトが世間知らずな松田と、わずかな時間を過ごしたのは、まだ一年余ほど前のことなのである。

「成り行きですよ。しかも望んだわけでもありません」

　望みはしなかったが、結果的に松田はクスコとフォウを手に入れ、ドルロイやハーレプストを通じて人に対する信頼を取り戻した。

　いや、正確に言えば取り戻しつつある。

　だが成り行きは望んでいなくても、人としての在り方を取り戻すことを、松田は無意識で渇望していた。

　今だから、それがわかる。

　諦めというのは、期待して裏切られた哀しさの大きさと裏表であって、あまりに深い松田の絶望は、それほどに松田が求めているということの裏返しでもあったのだ。

「私は常々思うのですが……」

　ゴドハルトは憑き物が落ちたような明るい笑顔を零しながら言った。

「人の人生とは全て成り行きでありましょう。しかしその成り行きというのは、実は無限の選択肢からひとつを選ぶ勇気の結果なのではないかと」

　道をひとつ間違えただけで人生は変わる。

　そんな、ある意味理不尽な偶然に、人生は支配されている。

　しかし誰の目にも危険な道を選択するには、その人間に理想と勇気がなければならない。

　それがない人間は能動的に道を選ぶ自由すらないとゴドハルトは言っているのである。

　あの日リジョンの町で、松田が我がままに生きる、と選択したのも、間違いなくそうした選択肢の決断であった。

　もっとも我がままに生きているとは、いまだ言い難くはあるのだが。

「それを教えてくれたのはマツダ様、貴方です」

「すいません、自分でもできていないことを、えらそうに言いました」

　ゴドハルトのような実直な男に頭を下げられると松田は照れるしかない。

　とはいえ、悪い気分ではなかった。

「ご主人様はすごいのです！　わふ」

「お父様は最高ですわ！」

　鼻息も荒く、左右からディアナとステラが抱きついてきた。
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　その様子と匂いに、途と轍てつもなく嫌な予感がして、松田は念のために尋ねた。

「まさか……お前たち、酔っ払っているのか？」

「ステラ、酔っ払ってないですぅ……わふわふ」

「この私がワイン一杯程度で酔うとでも？」

「なら今すぐそこでまっすぐに歩いて見せろ！」

「わふう……このくらいなんでもないのです！」

「言ったはしから横滑りしていて、なにを言う！」

「お父様ぁ……ふらふらします！」

　わざとらしくふらついたディアナが松田の膝の上に尻もちをつくように乗ると、それを見たステラは頬を膨らませて自らもダイブした。

「ずるいです！　ディアナ！」

「早い者勝ちです！」

「お前ら、食事ができないからどけ！」

　ラバートは腹を抱えて笑い、ゴドハルトはうれしそうに目を細めた。

　どこか世界を見ているようで見ていない、そんな松田の雰囲気が変わっていた。

　こんな人間味あふれた伝説級探索者は、大陸中を捜し歩いてもいないだろう。

「おい、こらステラ。本気で寝るな!!」

「わふぅ…………」

　ディアナを押しのけ、コアラのように松田の胸に抱きついたステラは、そのまま満足そうに瞳を閉じる。

　困ったようにステラを抱き上げ、嫌がるディアナを床に下ろす松田の表情は、ゴドハルトの知るかつての松田より、遥かに生き生きとしていた。

「ディアナ、フォウを巻きこむな！　ストッパーは俺以外にいないのか！」

　――――大変さも遥かに増しているようだが。

　夕食会はぐだぐだのうちに終わり、胸にステラを、背中にディアナを乗せた松田は、重そうに青い燐光亭へと向かう。

　レベルも上がって体力的に問題はないが、いかんせん見た目の重さが違う。

　それにステラはもうこのリジョンの町で出会ったころのステラではなかった。

　普段の子供っぽさで忘れてしまうが、すでに現代なら女子高生と女子中学生の中間くらいには成長している。

　日に日に成長していくステラの体形を、ディアナが悔しそうに睨んでいるのは伊達ではなかった。

　胸元から少女特有の甘い香りが鼻をくすぐり、最近自己主張の激しい柔らかなものが圧しつけられる。

　松田も男だ。気にならぬはずがなかった。

「ちょいと、ステラ」

　それまで大人しく見守っていたノーラがステラの耳元に口を寄せた。

「そろそろ起きないと……（寝たふりしているのをばらすよ？）」

「わふ？」

　ノーラが何かぼそぼそと呟いたと思うと、パチリとステラが目を開けた。

「起きたのかステラ。それじゃ悪いけど下りてくれ」

「わふぅ…………」

　未練気に俯いてステラは松田の胸から手を離した。

　その様子を眺めていたノーラは、やれやれ、と頭を掻いて天を仰いだ。

「お子様だと思っていたけど、しっかり女じゃないか……私もおちおちしちゃいらんないね」




　――いつものようにベッドに潜りこみ、ディアナといっしょに松田の左右に陣取ったステラは眠れずにいた。

　どうしてノーラは私が寝たふりをしているのがわかったのだろう？

　それ以上に、どうして私は寝たふりをしようなどと思ったのだろう？

　すん、と松田の体臭を嗅ぐと心のどこかが暖かくなる。

　その暖かい感情に身を委ねたいという欲求をステラは本能的に無視していた。

　暗い暗いステラの知らない感情が、マグマのように噴出しそうになるからだ。

「ご主人様…………」

　松田がステラの知らないなにかに気づいていることはわかっている。

　その結果がどうなろうとも、松田を信じてついていく。

　ステラは再び大きく息を吸い込むと、松田の胸に頭をこすりつけるのだった。










第百五十五話　運命の迷宮




　松田が目指す迷宮は、リジョンの町から数百キロ南下したホピバルの町にある。

　フェッターケアンから与えられた馬に乗り、およそ四日ほどかけて到着したそこは、スキャパフロー王国に比べかなり温暖で色彩に満ちていた。

　大きな湖に面した町並みは、赤や青の原色を輝かせた屋根が並んでおり、さながら油絵のようである。

「南国風だな」

　湿度はそれほどではないが、日差しの強さが段違いに強い。

　日焼けした人々が通りを忙しげに歩いていて、その喧騒はリジョンの町を遥かに超えている。

「兄さん、兄さん、果物水はいらんかね？」

「ああ、いただこうか」

　露店商に声をかけられ、松田はにじみ始めた額の汗をぬぐって答えた。

「探索者ギルドがどこかわかるかい？」

「ああ、あんた探索者かい。ギルドならもう少し進んでいったところを左に曲がってしばらくのところさ」

「ありがとう」

　そういって松田は露天商から果実水を受け取った。

「おいしいです。お父様」

「甘いです。わふ」

「ディアナお姉さまがうらやましい……」

　味覚のないフォウがうらめしげに松田を見つめるが、そこは松田にもどうしようもないことであった。

「ま、気長にいこうや」

　ノーラがポン、とフォウの頭を撫でるのを合図に松田たちは歩きだした。

　オーク製の大きな柱が、三階建てのギルドの門構えを非常に重厚なものにしている。

　三十分ほど歩いたところに、探索者ギルドはあった。

「すいません」

「ようこそ、ホピバルの探索者ギルドへ！　ご登録ですか？」

　見慣れぬエルフと女性陣を見て、受付のパーリアは不審な気持ちを抑えてにこやかにほほ笑んだ。

「迷宮に入る許可をいただきたいんですが」

「生憎と我がホピバルの迷宮は銀級……稼ぐつもりなら金級以上でないと厳しいですよ？」

「ああ、そういう……これ、デアフリンガー王国のギルドでもらったもんですけど……」

「なんですか？　賄わい賂ろならお断わりいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　パーリアは松田の差し出した徽章を胡う散さん臭くさそうに見たかと思うと、奇声を発して立ち上がった。

　まごうことなき伝説級探索者の徽章である。

　真理を表すひとつの目、そして財宝を表す金貨の山を刻印したその徽章は、探索者ギルドにいるものなら憧れとともに誰もが知るものだ。

　このホピバルの迷宮を伝説級探索者が訪れたことはここ数十年はなかったとはいえ、パーリアも当然その存在を知っていた。

　万が一にも偽物であってはならない、とパーリアは食い入るように徽章を凝視し、それが本物であると確信した、と思うと……。

「ギ、ギルド長様あああああ！」

　突然脱兎のように二階への階段を駆け上がっていった。

「どうしたんだ？」

「あんたはもう少し伝説級の重さを感じるべきだと思うわ」

　呆れたようにノーラが笑う。

　伝説級探索者とは個人が一国に匹敵する力を持つと公認されたようなものだ。

　いきなりふらりと国王が目の前に現われたら、取り乱すのは当然であろう。

　松田がしているのはそれと同じだというのである。

「おいおい、いくらホピバルでも伝説級探索者がほいほい来るはずが……」

　四十代も半ばの大男が、面倒くさそうに二階から下りてきた。

　おそらくは若いころには優秀な探索者であったろう、研鑽の痕が見て取れる。

　今でも金級探索者程度の腕はありそうであった。

「ああ、あんたか？　伝説級の探索者っていうのは？」

「はあ、一応はそういうことになっています」

「おかしいなあ……現存の伝説級の探索者なら、俺が知らないはずがないんだが……」

「伝説級に認定されたのはつい先日のことですので」

「ん？」

　首を傾げるギルド長の横で、パーリアがひどく取り乱した様子でギルド長の上着の裾を引っ張っていた。

「ギルド長！　ギルド長！」

「あんまり引っ張るな、パーリア。伸びるだろう？」

「あれだけ言っておいたのに、回状を見てなかったんですね！　先日デアフリンガー王国でワーゲンブルグ王国軍を個人で撃退した探索者が伝説級に認定されたと書いてあったでしょう！」

「…………いつの話だ？」

「確か三日前にはお渡ししたはずですよ？」

　心当たりがあったのであろう。ギルド長の顔色がみるみるうちに青くなっていった。

『溜りゆう飲いんが下がるとはこのことですわ。主様』

『性格が悪いぞ？　クスコ』

　楽しそうに嗤うクスコ。それに、ノーラとディアナも少なからず同じ反応をしている。

　普段と全く変わらないのはステラくらいだ。

「ここここ、これは失礼した。当ギルドに御用ですかな？　マツダ殿」

　態度を一変させて笑顔を作るギルド長。

　正直言って似合わない。

　ある意味、腹芸をせずに生きてきた人なのだろうと思えば悪い人ではないと思うが。

「こちらで封印指定の迷宮があったと思いますが」

「――――我がホピバルには三つの迷宮がありますが、ひとつは封印指定がされております。どうしてそのことをご存知なのか――と聞くのは野暮ですな。伝説級探索者はギルドの機密事項が開示されますから」

　ギルド長は勝手に納得してしまったが、松田がこのホピバルの迷宮を知ったのは探索者ギルドからの情報ではない。

「もちろん、どれだけ危険なのかは承知の上ですな？」

「時に流れを狂わせるパズルの迷宮ほどではないんじゃないですかね？」

「ああ、そういえばパズルを攻略されたのでしたか。かといって、ホピバルの迷宮がパズルより危険でないという保証はありません」

　生半可な程度の迷宮であれば、最初から封印などしない。

「封印された迷宮を、我々は運命の迷宮デステイニーと呼んでいます。探索者の技量とは関係ない、なんらかの別の力が働いている。ゆえに封印が決定された、いわくつきの迷宮なのです」

「探索者の技量とは関係ない別の力、ですか？」

『主様、万物を見通す眼イリスの力を封印に利用しているからですわ。迷宮内では常時監視中のようなものです』

『なるほど、それはきつい』

　いくら熟練の宝石級探索者であっても、迷宮内で常時緊張状態を維持するのは難しい。

　休憩をするときもあれば、治療や食事をとるときもあるだろう。

　それを正確に敵が熟知していれば、効果的な攻撃ができる。

　どの道を通り、いつ角を曲がるか。隊列がどうなっているか。誰と話しているか。

　そんな状態が全て筒抜けであるとすると、いくら探索者の技量が高くとも、どこかの時点で敗北してしまう。

　そしてついた綽あだ名なが運命の迷宮デステイニーというわけだ。

　なるほど理にかなっている。

「なかなか難しい迷宮ですが、相性が悪かったと諦めてもらいましょう」

　傲然と松田は意地の悪い笑みを浮かべた。

「やはり行くのですか？」

「私にも行かねばならない理由があるのです」

　実際のところ、松田は今まで以上に力をつける必要がある。

　リアゴッドに狙われているということもあるが、もっとも大きな問題になりそうな覆面マスクとステラの本当のかかわりを知らなければ気が休まらない。

　前向きに問題を解決しようとしていることも、松田にとっては大きな変化であろう。

「伝説級探索者様に閉ざす扉はございません。運命の迷宮デステイニーはこの町にはありません。我がギルドが管理するバースクリフ山の中腹に入り口がございます」

　心の底から心配そうに、ギルド長は松田に対して頭を下げた。

「今、許可証を発行いたしましょう。どうかご無事にお戻りくださいますよう。私などが心配するのもおこがましいですが」

　どうやら本気で松田を心配してくれているようである。

　もともと人の好い男なのだろう。それ以上に、ギルドに伝わる運命の迷宮の情報がよほど恐ろしいものなのか。

「ありがとうございます」

「お父様なら、なにも問題なんてありません！」

「わふ！」

　そのとき松田も、ギルド長も誰もわからなかった。

　運命の迷宮に向かって、途轍もなく恐ろしい存在が迫っているということを。




　ホピバルの町からバースクリフ山までは、およそ一時間の道のりである。

　バースクリフ山は標高五百メートルほどの山にすぎないが、山裾は長く中腹までにはそれなりの時間を必要とした。

「あれがギルドの警護かな？」

　大きく口を開いた洞窟の入り口に、大柄な二人の兵士が槍を手に立ち塞がっている。

　腕のほうは銀級というところだが、まあ、あまり精鋭を暇な場所に張り付けておくこともできまい。

「ギルドから許可を得て参りました。伝説級探索者タケシ・マツダです」

「――――まずは許可証を」

　門番の兵士は胡乱な目で松田を見ると、右手を差し出した。

　いきなり伝説級探索者と言われても、実際に目の前にいるのが松田のような優男では、簡単には納得できないのだろう。

　しかし、そのあたりの反応もギルド長はわかっていたようで、許可証には「ワーゲンブルグ王国軍を一人で撃退した間違いなく伝説級探索者だ。くれぐれも失礼のないように対応せよ」と書かれていた。

「ど、どうぞお通りください！」

　慌てて門番は背筋を伸ばして敬礼する。

「それじゃ失礼します。ご苦労様」

　門番が門柱の穴を操作している。おそらくは迷宮封印の結界を操作しているのだろう。

「さて、行くか」

　万物を見通す眼イリスの権能スキルは脅威だが、ゴーレムマスターとの相性は最悪だ。

　意気揚々と松田たちは運命の迷宮に足を踏み入れた。










第百五十六話　万物を見通す眼イリス




　――それからしばらく後のこと。

「バースクリフ山の結界が壊れた？　マツダ殿が行ったから停止しただけだろう？」

「停止ではなく破壊です！　時間的に微妙だったので報告が遅れました。何者かがバースクリフ山に侵入しています。おそらく宝石級以上の実力者が！」

　あるいは伝説級かもしれないという言葉を、かろうじてパーリアは飲みこむ。

　そんなことは想像もしたくなかった。

　パーリアが飲みこんだものを、ギルド長も正しく洞察していた。

「……だとすると我々の手には負えん！　領軍に出動を要請しろ！　宝石級探索者も緊急招集だ！」

　伝説級探索者というのは、過大でなく一国の戦力に匹敵するのだ。その伝説級と伝説級が戦えば、どんな被害が生じるかわかったものではない。

　最悪の場合、その被害によって運命の迷宮が氾濫するという事態も考えられた。

　いずれにせよ、もはやホピバルの探索者ギルド程度で収まる話ではなかった。

（――マツダ殿、勝手な望みとはわかっていますが、どうかお力をお貸しください！）




◆　◆　◆




　運命の迷宮はダンジョン型のオーソドックスな迷宮だった。

「さて、てっとり早く行こうかな」

「ご主人様！　ステラは？　ステラは？」

「ステラ、ステイ！」

「わふぅ……」

　敵が万物を見通す眼イリスの権能スキルを使っているとするなら、下手にステラに暴走されると困る。

　松田はこの迷宮では徹頭徹尾、攻略をゴーレムに任せるつもりだった。

「――――召喚サモン、軍団レギオン」

　ただちに召喚される巨大な重戦士ゴーレム、長弓兵ゴーレム、そしてグリフォンゴーレム。

　前後左右ばかりか上空までゴーレムで護衛し、休憩中だろうと無意識に油断していようと完全防御。

　しかも万が一防御を突破されても、不可視の盾フォウが文字通り最後の盾となる。

　罠わながあろうと、やられたゴーレムは再召喚すればよいだけ。

　数の暴力で迷宮の罠をねじ伏せる。

　おそらくは松田だけに許された攻略方法であった。

　これでは松田たち一行を常時監視できるメリットは、ほぼないと言っていいだろう。

　奇襲、バックアタック、飽和攻撃のどれも松田には通用しない。

　本来、迷宮という場所は軍隊には向かないとされる。

　だからこそ探索者たちは、パーティーを組むことはあっても、基本的には少数で迷宮を攻略してきた。

　軍隊を投入しても損害が大きくなりすぎるからだ。

　特に戦闘正面が限られているダンジョン型の迷宮では、その傾向が顕著になる。

　かつて迷宮の独占を図り、軍を投入した国もないわけではないが、損害と利益が釣り合わない――国防が崩壊してしまうという観点から手を引くのが常であった。

　しかし松田は軍の消耗を気にする必要がない。

　魔力さえあれば、いくらでも召喚することができるからだ。

　となると数の力は俄然優位に働く。

　ましてレベルアップを経て、松田の召喚するゴーレムは一体一体が下手をすると銀級から金級並みに強いのである。

　疲れることもなく休憩の必要もなく食事もいらない。

　そんなゴーレム軍団に対処する方法があるとすれば、集団の力が全く通用しないほど圧倒的な個の力であろう。

　つまりボスでないと、ゴーレム軍団は止められない。

　しかし、ボスはおいそれと前線には出現できないし、仮にそこで負けてしまうと後がないのである。

　逆に松田はボス戦になれば大量のゴーレム軍団を送還し、新たにボス戦用の強力なゴーレムを召喚することができる。

　もし迷宮に意思があるとすれば、「なに、この理不尽な仕様！」と叫びたくなるはずであった。

　松田のパーティーには罠解除や索敵に特化したスカウトがいないのも、なんら問題にはならなかった。

　偵察ならば飛行型ゴーレムが数の力で迷宮内を偵察しまくっており、罠は前衛の重戦士が端から踏みつぶしてくれる。

　これほど罠にかけ甲斐のない敵があるだろうか。

「あ、落とし穴」

　迷宮の床が割れて、前衛のゴーレムが十体ほどまとめて落ちていく。

　穴の先には鋭利な槍が林立しており、落ちたら最後なのは確実だが、ゴーレムたちは落ちるより早く送還されてしまう。

「はい、送還アンサモン」

　間髪入れずサンダーウルフの一団が前方から突入してくるが、後方から長弓兵が射撃、討ち漏らしをフォウが弾き返す。

　そして再び召喚される重戦士ゴーレム。

　進退窮まったサンダーウルフは挟撃されてあっさりと殲せん滅めつされる。

　そんな光景が繰り返された。

「なんだか相手が可哀そうになってくるわ」

　ノーラは松田の隣で見物に回ったまま呆れていた。

　汎用性や即応性で松田の指揮するゴーレム軍団は、鍛え上げた軍隊のそれを遥かに上回る。

　反則と言ってよいほどだ。

　埒らちが明かないと思ったのか、物量で攻勢に出てきても鉄壁の守備を抜くことは容易ではない。

　ゴーレムを突破してもそこには不可視の盾フォウがおり、その先には手持ち無沙汰で手ぐすね引いているステラとディアナにノーラが待っている。

　松田自身も土魔法に限って言えば優秀な魔法士なので、この何重もの障害を越えることはほぼ不可能に近かった。

　蹂じゆう躙りんに近い全く危なげない形で、松田たちは運命の迷宮デステイニーをどんどん地下へと進んでいった。




「ここが最下層か？」

「そうでしょう。この先へ降りる階段が見当たりません」

　薄暗い地下ダンジョンに、不似合いなほど高い天井。

　そして厳かな祭壇と魔力に満ちたオベリスク。

　思ったよりも早く最下層に到着したことに、松田は当惑していた。

　だが本当は違う。

　それだけ松田が反則なのである。

　道を迷わせようとしても、飛行ゴーレムが数の暴力ですぐに道をみつけてしまう。

　毒のトラップはゴーレムには一切効き目がないし、不可視の盾フォウの盾は攻撃だけではなく毒物も通さない。

　それに松田も幾多の戦いを超えて、ゴーレムの運用に慣れ始めていた。

　たとえ軍隊相手であっても、戦術的な駆け引きを行えるほど自在にゴーレムを扱えるようになっていることに、当の松田が気づいていない。

　一人では限界があるからこそ、ライドッグほどの魔法士ですら、絢爛たる七つの秘宝を生み出した。

　意思のある道具の汎用性は、それほどに高い。

　絢爛たる七つの秘宝には遠く及ばなくとも、松田の操るゴーレムはそれと同じ理想を実現していた。

　こんなチートをどうやって止められるというのか。

　もし迷宮が擬人化したら「なんだ、この無理ゲー！」と絶叫しただろう。

『当たり、のようですわ、主様』

『すると絢爛たる七つの秘宝の？』

『ええ、この気配、万物を見通す眼イリスに間違いありません』

　クスコにとっては慣れ親しんだ気配である。

　それにしてもイリスの権能を迷宮の封印に取り込んだとすれば、この迷宮を構築した者も恐るべき術者であったろう。

　そうした術者をもってしても破壊できなかった絢爛たる七つの秘宝もまた、やはり絶世の神器であった。

「――――ガーディアンはドラゴン、か。定番だな」

「お父様、私がやってしまってもよろしいのでしょう？」

「ご主人様！　ステラも！　ステラも！」

「……やりすぎるなよ？　くれぐれも」

　まかり間違ってイリスが吹き飛ばされたりしたら目も当てられない。

「絢爛たる七つの秘宝さえ滅ぼすとっておきの禁呪を……あいたっ！」

「やりすぎるなって言ったよな？」

「お父様、いけずです……」

「いい加減早く攻撃してくれないと、そろそろ私の盾もやばいんだけど……」

　そんな漫才の間にも、ドラゴンの攻撃をフォウは障壁を展開して防いでいた。

　フォウが突破を懸念する程度には、ここのドラゴンの攻撃は強いらしい。

　もっともまともな探索者からすれば、常識を疑うのんきさであろう。

「溶け散れ！　霊紅炎マナプロミネンス！」

　ミスリルも一瞬で蒸発させる超高温の炎が奔流となってドラゴンに直撃した。

「ふふふ……これでステラの出番はありませ……あら？」

　渾こん身しんの一撃が直撃し、さすがのドラゴンも一撃か、と思われたが白熱化したドラゴンは微動だにせず健在であった。

「魔法が効かない？」

「なら私の出番なのです！　わふ」

　砲弾のように加速したステラが、ここぞとばかりに拳を振るう。

　ステラの身体能力は成長とともに幾何級的に向上している。

　なんのスキルも使わなくとも、素手で鋼鉄を砕き、大地を穿つほどの威力があった。

　その空恐ろしい拳が一呼吸の間に何十発とドラゴンへ打ち込まれた。

「わふ？」

　どうも手ごたえがおかしかったらしく、ステラは可愛く首を傾げた。

　案の定、ドラゴンは全くダメージを受けた様子もなく、大きく口を開けてブレスを吐く。

　ステラは間一髪これを躱かわす。しかし、その美しい銀の髪の一部がわずかにブレスに触れ、一瞬で燃え尽きてしまった。

　髪の焦げる嫌な臭いが松田たちの鼻をつく。

　しかし当のステラは一切気にしていない様子で、手ごたえが変だった拳を握ったり閉じたりしていた。

『主様、これは…………』

『おそらくは――依り代』

　本体はこことは違う別な場所にいて、魔力を供給されている限り、このドラゴンも滅びることはない。そんな仕掛けだろう。

「――――とはいえ相手が悪かったな」

　もし松田たちが普通の探索者なら、ドラゴンの攻撃を防ぎつつ本体を探し求めるしかない。

　いかに実力者といえど、戦闘を継続しながら、しかもガーディアンを相手にそれを遂行するのは至難の業だ。

　大量の犠牲者を出し、ギルドがこの運命の迷宮デステイニーを封印した理由がわかる気がした。

　残念なことに、松田たちはあらゆる意味で普通ではない。

「フォウ、障壁を一時的に最大出力」

「お任せ！」

「ステラ、合図があったら、全力でぶちかませ」

「わふぅっ！」

　心の底からうれしそうにステラは小躍りして足をばたつかせた。

「お父様！　お父様！　私は？」

「ディアナは止めを任せる。たぶん威力はいらないだろう」

「そんな……先ほど以上の出力の魔法もありますのに……」

「頼むから精度重視で派手な魔法は使うな」

「お父様のいけず……」

　自慢の魔法が全く効き目がなかったことは、ディアナのプライドに障ったようだが、この場合は関係がなかった。

「というわけで、ノーラ、接近して魔法を無効化してくれ。フォウの盾も無効化されてしまうから、すぐに離れるんだ」

「――――ああ、なるほど！」

　ノーラには絶対魔法無効化という切り札がある。

　どんなに無敵を誇る魔法であっても、無効化されてしまっては意味がない。

　ノーラの無効化スキルは魔法の強弱に関係なく作用するからだ。

　このスキルで本体と依り代の繋がりを断ち、無敵性を失った依り代を破壊してしまおうというのが松田の考えだった。

「行くわよ！　完全魔法無効マジツクキヤンセル！」

「行け！　ステラ！」

「はいです！　わふ」

　同時に飛び出したステラが拳の弾幕を張ってドラゴンを打ちのめす。

　本体との接続を断たれたドラゴンは拳の圧力で、粉々にちぎれ飛んだ。

　そして術式の核であろう心臓の宝玉だけが残される。

「最後の締めはいただきます！　凝縮光槍コンデンスレイスピア！」

　太陽の光を一本の槍に集めたような正視できない眩しい光を放ち、真っ赤な宝玉に槍が突き刺さった。

　ほんの一瞬だけ、槍の破壊力と宝玉の硬度が拮きつ抗こうするも、それはすぐに終わり、細かな罅ひびが入ったと思うと、すぐに宝玉は砂のように砕け散った。

　ガーディアンを倒され、祭壇の封印が解かれると、イリスが覚醒したであろうことを感覚として松田は理解した。

『……懐かしい気配』

『万物を見通す眼イリスか？』

『ん……不思議な感じ。貴方が新しいマスター？』

『そうだ。タケシ・マツダという』

『うん、わかった。貴方はタケちゃん』

「お父様に向かってタケちゃんとは何事ですかっ！」

『そこの幼女は誰？』

「幼女じゃありません！　終末の杖ディアスヴィクティナを忘れたとは言わせないわよ！」

『ディアスヴィクティナは貴女のような幼女ではない』

「これは一時の間違いなのよ！」

『そう……でも可愛らしくて私は好き』

「ですよね！　やっぱりディアナお姉さまはこの姿のままで！」

『でも貴女は可愛くない』

「なんでよ！　せっかくお姉さまそっくりに作ってもらったのに！」

『どうして？』

「私が聞いてるのよ!!」

　怒りのあまり肩で息をしながらフォウが怒鳴る。

　止めておけフォウ。怒れば怒るだけ損をするタイプだ、こいつは。

　地団太を踏むフォウを見て苦笑しつつ、松田は祭壇に鎮座する緋緋色鉄製の腕輪を手に取る。

　ドワーフの腕のいい鍛冶師あたりには緋緋色鉄だと見抜かれてしまいそうなので偽装が必要かもしれない。

　とりあえず長袖の上着の下に隠すようにして松田はイリスを装着した。

『タケちゃん？』

『どうしたイリス？』

『私にも可愛い身体』

『お前といいフォウといい、秘宝なのに身体は欲しがるんだな』

『身体はずっと欲しいと思っていた。でも造物主様が必要としていないこともわかっていた』

　ライドッグはあくまでも意思ある秘宝を求めていただけだった。

　そんなライドッグに身体が欲しいなどとは言い出せなかったということか。

『ちなみに私にディアスヴィクティナと同じような身体を持つ趣味はない』

「妹なんだからお姉さまに似せるのは当然でしょっ？」

『絢爛たる七つの秘宝は姉妹ではない』

「ぬががっ！」

　秘宝は人間のように遺伝子を引き継いで生まれるわけではない。

　そうした意味で秘宝に血縁関係はないのも事実である。

　しかしフォウもディアナも、血縁とは異なる絆が自分たちにはあると信じていた。

　あるいはそうしたものがあるのかもしれないと気づいた。

　自分では気づいていないだけで、ちゃんと身体が欲しいと言うあたり、イリスにもそうした感情はあるのかもしれない。

「と言ってもなあ……素体がないからしばらく先のことになると思うけど。いや、イリスの力を借りれば材料を揃えるのは早いのか？」

　時間が許せばマクンバに戻って００５の素体を掘り出せるか試してみるのもいいかもしれない。

　しかし天は松田にそんな悠長な時間を与えるつもりはないらしかった。




「――――その腕輪、絢爛たる七つの秘宝のひとつ、万物を見通す眼イリスと特徴が一致する。ライドッグの秘宝を操る探索者がいると聞いたときには半信半疑であったが――」




「誰だ??」










第百五十七話　死を望む狂騎士




　背後に立つ幽鬼のような騎士。

　人の気配がしない。

　接近に気づかなかったのは、この騎士の技量もあるだろうが、一切人の気配がしなかったからだ。

　隠すのを止めたのか、今では相対しているだけで冷や汗が噴き出るような重圧感がある。

　暗いフルフェイスのヘルメットの奥に、紫色の瞳だけが爛々と輝いていた。

「――――狂騎士バリストンと人はいう」

「狂騎士バリストンだって？」

　顔を青ざめさせてノーラが叫んだ。

「知ってるのか？」

「不死の鎧を装備した伝説級探索者さ。もう何十年も誰も見たことがないって話だが……」

「不死の鎧ではない。不死の呪いだ」

　吐き捨てるようにバリストンは嗤う。

「マツダといったか？　どうだこの鎧は。この鎧もまた絢爛たる七つ秘宝と同じくかのライドッグが作りし秘宝ぞ」

「ライドッグが？」

　確認のためディアナに視線を送ると、ディアナが頷く。

「そういえば体細胞の再生による不老不死の実験をしておられたときに、そんな話をされていたことが」

「そうだ！　この鎧あるかぎり身を焼いても、剣で刺しても、断崖から飛び降りてトマトのように潰れても、すぐに再生されてしまうのだ。マツダよ。お主に問う。この鎧、お主に制御すること能あたうか？」

　松田は渋面を作って首を振った。

「残念ながら私の力では、他者が所有している秘宝の所有権を奪うことまではできません」

「所有？　もはや人であって人でなくなったこの私でも所有者なのか。捨てることも叶わぬ不自由な身ではあるが、な」

　くつくつとバリストンは肩を揺らして狂ったように大声で嗤った。

「ではこの鎧の呪いをなんとする？」

　松田はバリストンが不死に至った詳しい事情はわからない。

　仕組みはわからないながらも、バリストンの纏まとう鎧が強制的に身体を修復する機能を有していることを理解する。

　その機能がもたらすであろう結果も。

「脱がす――ことは無理そうですね。壊すことも不可能なのでしょう。スキルを封印することが可能かどうか……」

「そんなことを求めているのではない！」

　しばし思考に沈む松田の独り言をバリストンは絶叫で遮った。

「どうやったら私は死ねる？　いつになったら死ねるのだ？　お主がこの秘宝をどうにもできないというのなら！」

　藁にもすがる思いでやってきた。

　絢爛たる七つの秘宝を従えるという新たな伝説級探索者、彼ならばこの鎧の呪いも解いてくれるのではないか、と。

　もうバリストンの心は限界を迎えていた。

　人の心というものは永遠という時間に耐えられるようにはできていない。

　ライドッグの思惑はどうあれ、バリストンが生きてきた、人間の人生には長すぎる時間がとっくに答えを出していた。

（こんな鎧に頼るのではなかった――！）

　もちろん不死の鎧がなければ、バリストンが復讐を遂げることはできなかっただろう。

　しかしバリストンが手を下さずとも、いずれにしろあの国に未来はなかった。

　バリストンが望まぬ生を生きている間にも、どれだけの国が滅び消えていったことか。

　国ごと亡ぼすのではなく、敵の国王と王子を暗殺するくらいなら、バリストンの技量をもってすれば鎧の力を借りなくとも不可能ではなかった。

「責任を持ってお主が私を殺すのだ！　できないのなら、私がお前たちを殺す！」

　今にして思えば、無念とはいえ死んでいった家族や仲間たちは幸運だった。

　死のうとしても死ねない時間の牢獄に捕らわれることに比べれば。

　鎧の呪いを解いてくれないのなら、絢爛たる七つの秘宝の禁忌の力を以って殺してくれ。

　来る日も来る日も死ぬことだけを考えてきた。

　もう待てない。

　バリストンは最後の希望に縋るように剣を抜いた。

　松田が自分を殺してくれる可能性を信じて。




　松田にとっては、とんだとばっちりもいいところである。

　バリストンが死ねなくなったことと、松田は一切関係がないのだから。

　とはいえ、バリストンが戦う気になっている以上、降りかかる火の粉は払わねばならない。

「くそっ！　割に合わねえ」

　理不尽な戦いを強制されて松田は神を呪う。

　もっとも呪われた神は逆に喜んだろうが。

「お父様！　来ます！」

　不世出の騎士と呼ばれたバリストンが、大剣を肩に背負うようにして突貫してきた。

「密集陣フアランクス！」

　盾騎士を中心に密集隊形をとらせ、バリストンを抑えさせるが、さすがは伝説級の力は圧倒的であった。

「この程度で何ができる！」

　ドラゴンの突進すら耐えることのできる盾騎士の密集陣が一瞬で蹴散らされた。

「くっ！　障壁多重展開！」

　かろうじてフォウの盾がバリストンの突撃を食い止める。

　そのわずかな時間を利用して、松田は新たなゴーレムを召喚した。

　防御力を強化した重装歩兵と強弩バリスタ、そして円卓騎士ナイトオブラウンズ。

　あえて巨大なサイクロプスやロックジャイアントを召喚しないのは、バリストンの速さに対応できる反応性を優先したからだ。

　敵が馬鹿正直にゴーレムと戦ってくれるならともかく、松田という頭を潰しに来た場合、大型ゴーレムでは都合が悪い。

　敵との間にある空間を埋め、集団として敵の消耗を強いるのが、松田のゴーレム軍団の真骨頂である。

　伝説級探索者バリストンの腕をもってしても、防御に徹したゴーレムを突破して松田まで迫るのは容易なことではなかった。

「こんなものか！　お主もこの程度の男なのか！」

　失望も露わにバリストンは大剣を無造作に振り下ろした。

「迫撃モーター」

　互いに肩を寄せ合い重心を低くして連携していた重装歩兵が吹き飛ぶ一撃だった。

「なんつう威力だ！」

　しかしその一撃は松田まで届いたわけではない。

　弓騎士の射撃をものともせずバリストンは突き進んでくるが、その前に円卓騎士ナイトオブラウンズが立ち塞がる。

　攻守が高次元でまとまった円卓騎士を一撃で蹴散らすことは、バリストンにもできなかったようである。

　そのすきに松田は再び重装歩兵に大盾をもたせて召喚した。

「マツダ、私が完全魔法無効マジツクキヤンセルを使えば――――」

　ノーラの言葉を松田は首を振って否定した。

「魔法なら可能性はある。しかしスキルであった場合、完全魔法無効は効かないよ」

　魔法であれば、わずかなりとも魔力を消費するはずだ。

　であれば魔力が尽きればバリストンも死ぬことができたはず。

　それができなかったということは、鎧の修復力は魔法ではなくスキルの結果だと考えるべきだった。

「……せっかくいいところを見せられると思ったのに……」

「えっ？　なにか言った？」

「なんでもない！」

　戦況は千せん日にち手てのように思われた。

　松田の数の暴力をバリストンは突破することができない。

　しかし松田もまたバリストンを殺しきることができなかった。

「…………期待したが、やはり虚しかったか」

　失望も露わにバリストンは一旦距離を取る。

　バリストンの体力は無限だ。

　不眠不休でどれほど重傷を負っても、ひたすら戦い続けることができる。

　千日手に陥るなど敗北となんら変わるところがない。

　それがわかっていない、と松田たちの悠長な会話からバリストンは感じ取ったのだった。

　だがそれは、バリストンの完全な勘違いであった。

『狐火、白光』

　クスコが八つの狐火を生み出したかと思うと、そのひとつひとつがまるで太陽のように輝く。

　熱量そのものはバリストンに効き目はないが、視界は完全に奪われてしまう。

「死ねないという恐怖と孤独、私にはわかります」

　松田に救われるまで千年の孤独のなかにディアナはいた。

　しかも動かすべき肉体も持たず、語るべき他人もいなかった。

　作られた秘宝であるがゆえに狂うこともできなかった。

　それでも誰か解放してほしいと魂の底から渇望していた。

「――――だから、終わらせます。星を砕くものスターブレイカー！」

　ディアナが閉じこめられていたあの迷宮で、決別のために使った禁呪のひとつ。

　なによりこの禁呪は、他のいかなる属性にも属さないディアナだけが持つ属性の魔法なのだ。

　はたして、バリストンの突進が止まり、耐え難い圧力に押しつぶされるように、前のめりにばたりと倒れた。

「こ、これは…………」

　再生能力だけが鎧の効果ではない。

　物理防御力、魔法防御力も高いレベルで整備され、それをバリストン自身の規格外の身体能力が補強している。

　ただし鎧を身に着けた時点に状態が固定され、成長することも老化することもできないのがデメリットだった。

　鎧を纏う以前から王国の守護神と称されたバリストンとはいえ、たった一人で王国を壊滅させることができたのは、そうした鎧の補正があったからこそだ。

　しかしその補正をもってしても抗うことのできない力に、バリストンは初めて出会った。

「見事……だがそれだけでは意味がないぞ？」

　人の力という意味ではディアナが初めてかもしれない。

　だがバリストンは火山の火口や、深いみな底という人知を超えた力というものを経験している。

　そのいずれもが、ついにバリストンを絶命させてはくれなかったのである。

「呆れたわね。星を砕くものの重圧をもってしても再生力を捻じ曲げられないなんて……」

　鎧が持つ再生能力は防ぐことはできない。

　しかし星を砕くものの超重力ならば、再生する方向すら捻じ曲げてしまえるはず、というのがディアナの思惑だった。

　そしてうまく方向を捻じ曲げることができれば、鎧とバリストンを切り離すことも可能かと思われたのだが。

「――やっぱり一部でも鎧を破壊しないとだめか」

　鎧を破壊することができれば、その修復の方向を操作して本体と鎧を分離できる。

　本体を失ってしまえば、鎧はただ再生の機能を持つただの秘宝にすぎない。

「私の出番なのです！　わふ」

　得意気に胸を張るステラに、ディアナは軽く眉を顰めた。

「どうするつもりなの？」

「我が人狼族は月の加護を受ける者。月は古より夜の世界と死を司る者なのです。わふ」

　その月から得た加護を最大限に引き出す技が月つく盃ばい。

　いまだ未熟なステラが操れるのはその前段階である月つく酔よいであるが、その力はかつてフェイドルの迷宮で不定形ゴーレムの再生を許さなかった。

　そのもっとも恐るべきは月の魔力による干渉で、他者の魔法をも打ち消してしまうこと。

　もとより月に愛された人狼族は、生と死にもっとも身近な種族と呼ばれていた。

「くっ！　ステラのくせに……」

「うぃぃ、ひっく！　ご主人様見ててください！」

　月の魔力が不死の鎧を侵食していく。

（ああ、これは――――）

　ほとんど無意識の感覚で、ステラは不死の鎧が月の、否、人狼のスキルがなんらかの形で応用されていることを悟った。

　どこか懐かしいような、哀しいような、親に守られている胎児のような感覚。

（どうして私はそんなことを知ってるです？）

　ステラの父は、なにも教えてはくれなかった。母親の記憶は、いまだになに一つ思い出せない。

　にもかかわらず、こうして人狼の力を少なからず理解している自分が、ステラにはよくわからなかった。

　再生の速度が遅くなったことに、バリストンは驚愕した。

　こんなことは鎧を身にまとって以来、一度もなかったことだからだ。

「面白い！　小娘め、いったいなにをした？」

　もしかしたら今度こそ本当に死ねるかもしれない。

　歓喜に肩を震わせてバリストンは唇を歪ませた。

　兜かぶとのせいで松田たちからは見えないが、もし素顔を曝していれば、バリストンが涙を流していたことがわかっただろう。

　死ぬことができない永遠という孤独は、それほどにバリストンの心をむしばんでいたのである。

「さあ！　まだ私の命にまで届いてはいないぞ？　それとも、主人を殺されるまで力を出し惜しむか？」

「勝手に俺を殺す前提で話さないでくれ！」

　バリストンの明確な殺気を松田は感じ取ったが、それで怯むほど松田は初心ではない。

　リアゴッドを筆頭に強敵との命がけの戦いを生き抜いてきた松田の精神は、もう現代社会の社畜であったころとは異なっていた。

　人の死に、自らの危険に、なにより他者より自分の意思を優先するという、社畜であったころには考えられなかったことに慣れ始めていた。

　バリストンという当代一級の伝説級探索者を前にしても、松田は全く臆するところはなかった。

　淡々とゴーレムを操り、数の暴力をふるってバリストンの侵攻を抑え続けている。

　――――とはいえ、松田を殺すという宣言をステラとディアナがどう受け取るかということは、また別の問題であった。

「ご主人様はステラが守るのです！　わふ」

「そもそも私がお父様には指一本触れさせないわ！」

　確かに、バリストンはディアナの星を砕くものによって、つぶれたカエルのように大地に這っている。

　とても松田を殺せるような状態ではなかった。

「このまま私を殺すことができなければ、たとえ時間がどれだけ先になっても結果は変わらん。お前たちも、お前たちの主も、一人残さず私より先に死ぬことになるのだ」

　事実、ディアナの魔力は松田から供給を受けつつもすでに半分近くまで減っている。

　バリストンの拘束が解けてしまえば、遅かれ早かれ松田のゴーレム軍団も突破されてしまうだろう。

　それでも今のディアナには余裕がある。

「それはどうかしら？　ご自慢の再生も、思うようにいっていないようだけれど？」

「ふん」

　悔しがるどころかうれしそうにバリストンは嗤った。

　確かにあの呪いのような鎧の再生能力が落ちているのだ。

　ステラの月酔の、月の魔力の侵食によるものであるのは明らかだった。

「……ふむ、人狼か。人狼にこんな力があるのなら、もっと早くに試すべきだった」

　バリストンがこの不死の呪いを受けたときには、すでに人狼は大陸中から姿を消していた。

　特殊な魔力――月の魔力がこんな効果があるとはバリストンにとっても思ってもみないことだったのである。

「だがまだ足りぬ」

　ディアナの魔法で全身の骨は砕け、いつもならすぐに止まる出血は一向に止まる気配はない。

　それでもなお、バリストンの息の根を止めるまでは届かなかった。

「うぃい……しぶとい奴です。わふ」

　頬を赤くしたステラは、口調とは裏腹に焦っていた。

　もともとステラは本能で戦闘するタイプである。

　その本能が告げていた。

　このままでは鎧の核にまでは届かないと。

（だめ、このままじゃ……）

　普通の人間なら即死している重傷でも、バリストンにとってはおそらく数分で回復してしまう程度の怪我にすぎない。

　ディアナの拘束もそれほど長い時間は保たないだろう。

　そうなれば――――

（ご主人様が殺される！）

　それだけは認めることはできない。たとえ自分の命が無くなろうとも松田だけは。

（私は今度こそ守らなくてはならないのだから！）

　どうしてそう思うのかはわからなかった。

　深く考えずに、ステラはふと浮かんできた思いをすぐに忘れた。

　彼女にとって今大切なのは、目の前の敵を倒すことであるからだ。




　――――カチリ。




　今まで動いていなかった歯車が動き出して、回路が繋がったような感覚をステラは自覚する。

（これは…………）

　おそらくは月酔の上位互換、月盃。

　意識は冷めていながら、魔力は月酔の数倍以上に跳ね上がる。

「素晴らしい！　素晴らしいぞ！」

　拮抗していた月の魔力の侵食が再び加速した。

　再生の速度が追い付かなくなると、久しく感じていなかった激痛がバリストンを襲う。

「ふははは！　そうか！　まだ私にも痛みを感じることができたのか！」

　超速再生の副次的な作用なのか、バリストンの痛覚は停止していた。

　その痛覚停止がステラからの侵食を受けて、ようやく蘇ったのである。

　痛いということがこれほどうれしいことだと、バリストンは初めて知った。

　無駄だと思えること、苦痛だと思えること。

　しかしそれは失ってみれば、実はかけがえのないものであるとわかる。

　人は孤独のなかでは、比較のないところでは生きる価値を見出せない。

　狂気に身をゆだねていたバリストンは、ようやく人間らしさを取り戻した気がした。

　とはいえ、そんなことはステラの知るところではない。

　むしろ狂ったように嗤い続けるバリストンは一層危険な存在に見えた。

「絶対に……ご主人様は私だけのものなんだから！」

「あんですって？」

　聞き捨てならないステラのセリフに、ディアナは眉を吊り上げた。

　期せずしてノーラも顔を般若のように歪めている。

「わふ？」

　自分がなにを言ったのかわかっていないようで、ステラは軽く首を傾げた。

「自覚がないのか……わざとやってるのか……どうにも読めない娘だね」

「わざとに決まってます！　全部計算ずくで、いつもいつも私をちびっ子と馬鹿にして……！」

「それは計算ずくというより事実だろう」

「お父様！　早く新しい身体を作ってください！」

「ふははは！　愉快な奴らよ」

　もし人間が永遠というものに耐えられるとすれば、それは何気ないこんな日常なのかもしれない。

　いずれにせよ、人間という種に永遠は早すぎる。

　目の前が徐々に暗くなっていくのをバリストンは感じた。

　そのときが迫っている。

「…………感謝するぞ…………お前たちがこれからライドッグの生まれかわりと戦うなら、ひとつ面白いことを教えてやろう」

　意識が遠くなる。

　これまで死のうとして幾度も経験したことだが、今度ばかりは違った。

　再生によって無理やり意識を持ち上げようとする圧力のようなものを感じない。

「――――ライドッグを殺した呪いは人狼の秘儀にある。その記録は……なんといったか、カゲツ支族に残されていると伝え聞くぞ」

「なんですって？」

　ディアナも松田も目を剥いた。

　あれほどライドッグを助けようとしたエレノラや覆面ステラが呪ったとも思われない。

　いや、あるいは――――。

　松田が具体的な想像をめぐらすよりも早く、バリストンを繋ぎとめていた再生力は限界に達しようとしていた。

「ライドッグの神器を使うことのできるエルフよ。ひとつ頼まれてはくれぬか？」

「――――私にできることなら」

「この鎧、もし叶うことなら、もう二度と誰の手にも渡らないよう封印してほしい。永遠に捕らわれるのは、私一人でもう十分だ」

「永遠を求める人は多いようですよ？」

「そんなことを求めるのは経験をしたことがないゆえよ。人の心は自分が思うほど強くはない」

　バリストンは、復讐を終えて満たされてしまった。

　あのライドッグは、不老不死を得て魔法の研鑽を積み、魔法の力によって理想郷を築こうと試みた。

　しかしいかに時間が無限にあっても、いつかは上限に行きついてしまう。

　これ以上どれほど魔法の研鑽を積んでも無駄と知ったとき、ライドッグは――リアゴッドはなにを思うのだろう。

　有限な世界では望むものが多すぎ、そして無限な世界では望むことそのものがいつしか無価値となる。

　その無価値となった色のない世界を、バリストンは百年以上も流離さすらってきたのだった。

　だが、その旅ももうすぐ終わる。

「この秘宝が私の手におえるのなら」

「それでいい……それで十分だ」

　バリストンは瞳を閉じた。

　今まで思い出すとどうしても憎悪の燃料にしかならなかった妻と息子の姿が、穏やかな感情とともに瞼の裏に浮かんだ。

　今日だけは、嘆いても恨んでもいない。あのころのままの笑顔だった。

「ああ、今から……帰るよ」

　その言葉を最後に、不死の伝説級探索者、バリストンはその二つ名を返上した。

「どうか安らかに……うん？」

　眩い光に松田は目を細める。久しぶりのレベルアップだ。




松田毅　性別男　年齢十八歳　レベル９

　種族　エルフ

　称号　ゴーレムマスター

　属性　土

　スキル　ゴーレムマスター・表（ゴーレムを操る消費魔力が百分の一）　秘宝支配（あらゆる秘宝アーテイフアクトを使用可能）　並列思考レベル９（九百体のゴーレムを同時制御することができる）　ゴーレムマスター・裏（土魔法の習得速度三倍の代わりに土魔法以外の魔法が使用できなくなる）　錬金術レベル１（素材なしの錬金にかかる消費魔力十分の一　錬金位階中級まで）　錬金術レベル２（レシピ理解、レシピさえあればなんでも再現できる。ただし性能はワンランク落ちる。位階中級まで）

錬金術レベル３（錬金再現、一度見た錬金を理解し再現することができる）

錬金術レベル４（使い魔創造　触媒によって使い魔を創造することができる。使い魔の強さは触媒と魔力に依存する）　錬金術レベル５（使い魔掌握　触媒とした使い魔の記憶と人格を保存する）

秘宝支配レベル２（絆のできた秘宝に対する最上位優先権、他人の干渉の排除）

錬金術レベル６（ゴーレムに魔法を使用させることができる。ただし土魔法にかぎる）

隠しスキル　秘宝成長（秘宝の潜在的な特性を成長させる。ただしこの能力は本人の無意識によって発動し、制御できない）

封印解放　レベル制限のかけられていた秘宝の封印を解除する。ただしその解除は松田のレベルに依存する

秘宝支配レベル３　秘宝のスキルを改変、またはオンオフできる。←ＮＥＷ！




「こりゃまた……」

　都合のいいスキルがきたものだ。

　これならバリストンの遺言も守ることができる。

　松田からスキルの内容について説明を受けたディアナは、ふるふると小さな頭を振った。

「それはしばらくお父様が身に着けるべきだと思います」

「……私も賛成だね。ここで捨てるには惜しすぎるよ」

　不死の鎧の唯一の欠点である死ねないという呪い。

　それを松田の任意で解除できるのなら、松田はいつでも不死にもただの人間にもなることができる。

　そして松田が鎧のスキルをオフにしてしまえば、のちのち不死の鎧の呪いを受ける人間もいなくなるだろう。

「敵に宝冠コリンがいることを考えると、手放す手はないやね」

　ノーラもディアナの意見に賛成のようである。

　瞬間移動からのヒットエンドアウェイは、守るほうからすれば悪夢だ。

『タケちゃん？』

『どうした？』

　イリスが少し困ったような声で松田に告げた。

『造物主ライドツグ様の存在を感知した。これはどういうこと？』

「イリス、貴女まさか……造物主様の居場所がわかるの？」

『私の万物を見通す眼はある程度高度な魔法防御の壁の向こうまでは見通せない。でも……』

『万が一の場合、造物主様の危機を救うための保険として、造物主様だけはどこにいても居場所がわかるようになっている』

　なるほど、ライドッグが常に絢爛たる七つの秘宝といっしょにいられるとは限らない。

　人である以上、偶然や失敗によって一時的に不覚を取る可能性もあるだろう。

　イリスはそうした場合の予備装置であったわけだ。

『まだこの迷宮だとはっきりわかったわけではないみたい。コリンといろいろなところに飛んではいるけど、少しずつ近づいている』

「そりゃいかん」

　正直今すぐリアゴッドと正面から対決する気は松田にはなかった。

「すぐにここを出るとしようか」

『私の身体を早く作るのも忘れないで』

『お前もいい性格してるな』

『当然』










第百五十八話　誤解




　リュッツォー王国のグリンゴ二世は情緒不安定な状態が続いていた。

　バリストンを松田にけしかけたのはよい。

　そのままバリストンが松田を消し去ってくれれば、悩みも晴れるというものだ。

　だが万が一、松田が勝利してしまった場合。これが恐ろしかった。

「…………さすがに無傷ということはあるまい」

　バリストンは不死の呪いによって一国を滅ぼした伝説級探索者である。

　そのバリストンを倒したということは、松田が一国の軍事力を凌駕するということ。

　もしかすると、その虎の尾を踏んでしまったかもしれないと思うと、グリンゴはいてもたってもいられなくなるのであった。

　かといって放置するということもできなかった。

　本当ならば土下座でもなんでもして松田に敵対しないよう懇願するべきだった。

　松田のメンタリティーでは土下座無抵抗の相手を攻撃することは、ほぼありえない。

　しかし生まれながらの王族であり、一国の国王として君臨しているグリンゴには、そんな発想すら思いつくことは難しかった。

　それにデアフリンガー王国よりの立場をとってしまった松田は、すでにグリンゴにとって仮想敵以外の何物でもなかったのである。

「……さすがに不死のバリストンを倒すとは思えませぬが……」

　誰にも殺せないからこそ、バリストンは各国からあえて手を出されずに放置されていた。

　そんなことはありえないとばかりに、宰相は首を振る。

「殺せなくとも、あの迷宮からバリストンを出られなくするということもあろう。あえて倒さずに封じ込めるというのもゴーレムマスターならありえるのではないか？」

「それは――――」

　対バリストンとして王国が考えていた作戦のひとつではある。

　しかし実現性は微妙なのでお蔵入りしているものだ。

　そもそもそんなことを言ってしまっては、最初からバリストンをけしかけたりしなければよかったということになる。

　すでに賽さいは投げられた。

　ならば、それを利用するしかない。

　確かに伝説級探索者同士が戦うということは、この数百年一度もなかったことだ。

　それどころか、このところは伝説級探索者が誕生することすらなかった。

　グリンゴにしても、近隣で伝説級探索者が誕生するのは生まれて初めての経験なのである。

　だからこそ、その距離感を判断することが難しかった。

　伝説級探索者とは、いわばたった一人の国家である。

　その国家が、自分の領内を好きに歩く。

　これは為政者にとっては、恐怖以外の何ものでもなかった。

　自国の秩序内に異物が存在するということは、為政者にとっては恐ろしいストレスなのだ。

　ゆえにこそ伝説級探索者は住む場所を追われ、迷宮へ居を移すことになる。

　しかし今回の場合はタイミングと手段が悪かった。

　いや、悪かった可能性があると、後になって気づいた。

「下手に生かしておけばデアフリンガー王国との戦いで奴は敵に回る。ゴルドヴィナ王国とて同盟国。無下に反対はすまい」

「ゴルドヴィナ王国が同意するならば」

　消極的に宰相が頷くと、グリンゴは吼ほえるように言った。

「では即刻使者を送れ！」

　最悪の判断であった。

　己の影に怯えて吠える犬のごとき愚かさである。

　だが松田は知らない。

　伝説級探索者という存在は、そんな愚かな決断をさせるほどに恐れられているのである。

　悠然と懐に入れたフェッターケアンが例外なのであり、案の定ゴルドヴィナ王国国王はグリンゴの提案を受け入れたのであった。




◆　◆　◆




　――――ところがその様子は、すでにイリスが発見するところとなっていた。

　軍事行動のような派手な動きがイリスに察知できないはずがない。

　彼らとはすれ違いに松田たちはグリフォンゴーレムの背に乗って、バリストンに託されたカゲツ支族のもとへ向かっていた。

　リアゴッドが手あたり次第に絢爛たる七つの秘宝の情報を集め、ようやく万物を見通す眼イリスの所在を突き止めたのは、まさにそのときであった。

　松田がとうに逃げだしているとも知らず、運命の迷宮を包囲した三万の兵士たちの目の前に、リアゴッドは宝冠コリンの力を借りて転移してきたのである。

　もとより動員された兵士たちで、松田の顔を知るものなどほとんどいない。

　彼らはエルフとその一党としか聞かされておらず、転移してきたダークエルフであるリアゴッドの邪悪なオーラと相まって、リアゴッドと松田を誤認したのである。

「――――そこのエルフ！　国王陛下の命である！　大人しく縛につけ！」

「なんだと？」

　転移したそうそう大軍の出迎えを受け、リアゴッドは即座に激高した。

　彼にとって、こうして国家に命を狙われるのは日常茶飯事であり、転生してリアゴッドとなった今もそれを当然のこととして受け取ったのである。

「所持している絢爛たる七つの秘宝を差し出せば、命だけは助けるとの国王陛下よりのお言葉である！」

　もちろん、そんな約束を守るつもりはグリンゴには毛頭ない。

　目的は手段を正当化させるというのが為政者の考えなのは、古来より変わらぬ真実であった。

「相も変わらぬ猿どもがっ！」

　実に千年もの月日である。

　自分が転生してその記憶を取り戻すまで、千年以上が経過してきた。

　にもかかわらず人間の愚かしさは、何一つ改善されていない。

　それどころか魔法技術まで劣化し、ごくわずかな例外だけが古代に伍する力を所有していた。

　リアゴッドは自分の理想が間違っていない、と改めて確信した。

「貴様らに教えてやる。本当に尊ばれる力というものがどんなものか。王権などという木っ端とは格が違うのだ」

「手向かうか！　伝説級探索者だからといって、軍を嘗なめるなよ！」

　リュッツォー王国軍の指揮官であるメイベル将軍は好戦的な野心家である。

　デアフリンガー王国との戦争を望み、この松田討伐をひとつのきっかけにしたいと目論んでいる。

　軍というものは平時ではなかなか出世の機会が少ない。

　そのなかを将軍にまで成りあがったのだから、メイベルも決して無能な将軍などではないのだが、いかんせん彼は伝説級探索者というものがわかっていなかった。

　そのため彼の考えでは伝説級探索者とは、宝石級探索者のなかで頭一つ抜けて強い、という程度である。

　対人戦闘だけを訓練した精強な軍団にとって、宝石級探索者はそれほど手ごわい存在ではない。

　もちろん単体としては脅威なのだが、物量でどうにでもなる相手だった。

　メイベルのそんな侮りは、リアゴッドの逆鱗に触れた。

「蟻ありが群れをなせば巨象も倒せるというのは間違いだ。いくら群れようとも、所詮蟻は蟻にすぎぬ」

『造物主様、行きます！』

「うむ」

　リアゴッドの身体が虚空に溶けるように消えた。

　その誰もいなくなった空間を、数千の雨のような弩おおゆみが通り過ぎていく。

　突然標的が消えたことに動揺が走った。

「どこだ？　どこに消えた？」

「――――ここだ」

　リアゴッドの現れたのは、メイベル将軍の真上であった。

「なっ…………！」

　驚愕に目を見開くメイベルを、リアゴッドは毛虫でも見るような目で見下ろした。

　この程度のことで驚くとは、いったいこの男はどこまで自分を見損なってくれたものか。

「愚かであることは罪だ――これから俺の造り出す世に、愚か者は必要ない」

「愚か者は貴様のほうだ！」

　メイベルは絶叫した。

　確かに不意を衝かれたことは認めよう。

　しかし本陣であるメイベルの周辺は、逆に言えばもっとも警戒が厳重な場所でもある。

　総予備として控えていた魔法師団の精鋭が、一斉に詠唱していた魔法を解き放った。

　総勢二千に上る魔法士たちの一斉攻撃をあざ笑うかのように、リアゴッドの姿が再び消える。

「芸のないことだな。せめてこのくらいの芸は見せてほしいものだが」

　リアゴッドは不敵に嗤う。

「あそこだ！　今度こそ逃がすな！」

　今度は魔法師団の上空に出現したリアゴッドに再び魔法が飛ぶ。

　それを待っていたかのようにリアゴッドはコリンの転移を発動させた。

　ただし自分ではなくメイベルに向かって。

「な……ぎゃあああああああああああああああ！」

　気がついたときには千を超える攻撃魔法の光が、メイベルへ直撃していた。

　ただの人間であるメイベルに、それを耐えきれるはずがない。

　つんざく悲鳴だけを残してメイベルは絶命した。

「口ほどにもないな。俺ならあの魔法が直撃したところで、さしたる痛みにも感じぬが」

『たとえかすり傷でも造物主様につけるのは許せません』

「わかっている」

　コリンは憤然というが、リアゴッドの魔法防御力からすれば、魔法師団の全力でも致命傷にはなりえない。

　そのうえどんな重傷も、生きてさえいれば完治させる悠久の癒しグローリアがいる。

　優れた個人は集団の力には無力であるものだが、その前提を覆す一人で国家を超える戦力を持つ者、それが伝説級探索者なのであった。

「将軍閣かつ下かが！」

「おのれ！」

　指揮官を倒され激高する兵士たちをリアゴッドは侮蔑した。

　この期に及んでも互いの力の差を理解していない。

　圧倒的な力の前には抵抗することに意味などない。虫の努力が報われることなどないのだ。

　だからこそリアゴッドが目指す世界に、虫である人々が交じり合う余地はない。

「身の程を知るがよい」

　リアゴッドの逆襲が始まった。

　無詠唱での広域魔法の連打がリュッツォー王国軍を襲う。

「そんな馬鹿な……！」

「ありえない！」

　精鋭魔法師団の魔法抵抗力をもってしても、あっという間に三分の一が戦闘不能となった。

　広域魔法は本来複数の魔法士が協力して詠唱する類の性質である。

　それをあっさり無詠唱で連打されるなど誰も想像すらしていない。

　彼らはあまりにも伝説級探索者を嘗めすぎていた。

　伝説級探索者というものを身近に感じる機会のなかったための悲劇である。

　リュッツォー王国軍の惨状を目にしたゴルドヴィナ王国軍はいともあっさりと友軍を見放した。

「――撤退するぞ！」

「あの伝説級探索者に手を出すな！」

　実のところ、それは問題の先送りである。

　リアゴッドはたとえ敵対していないとしても、ゴルドヴィナ王国のような既存勢力を生かしておくつもりはない。

　とはいえ、そんなことを彼らが知る由もないこともまた確かであった。

「ゴルドヴィナ王国軍が逃げるぞ！」

「魔法師団が壊滅した！　これ以上の抗戦は無意味だ！」

　よく訓練された軍だからこそ、その秩序が崩壊してしまうと自分で考えることができず周囲に流されてしまう。

　一部の集団が戦意を喪失して逃げ始めると、全軍がたちまち雪崩を打ってリアゴッドから少しでも離れようと走り出す。

　そんな様子を、リアゴッドは失望とともに見下ろしていた。

「なんとも下らぬ有様よな。人というものは時の経過とともに進化するのではなく堕落するものか」

　千年以上前、ライドッグに敵対したいくつかの王国は、もっと手強かった。

　一人では勝てないかもしれない、と危機感を抱いたからこそ、絢爛たる七つの秘宝は生み出された。

　しかしこの体たらくはどうだ？

　絢爛たる七つの秘宝の力を借りるまでもない。

　こんなもののために、俺は千年を無駄にしたのか？

　こんな生きる価値もない連中のために、●●●は死んだのか？

「許さぬ！　報いを受けよ！　愚かなる虫どもよ！」
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　――――変わらない。

　人間の本質は変わらない。

　人はどこまでも愚かで救われず、その愚かさゆえに優れたものはいつも排除される。

　彼らは本当に優れたものを理解することができず、理解できないものを恐れるからだ。

　リュッツォー王国国王グリンゴが松田を亡き者にしようとしたのも、まさに制御不能の存在を恐れたからに尽きる。

　仮に一時その恐怖を押しとどめることができたとしても、いつか持たざる虫は牙を剥く。

「やはり俺は間違っていなかった！　この世界から消えてなくなれ、愚かなる者よ！」

　しかしそんな愚かな者のなかから優れた者が生まれるのも事実である。

　平凡な人類が滅亡すれば、そこから生まれる優れた人材も存在しない。

　だからこその不老不死。

　優れた者だけが永遠に世界を進化させ続ける理想の世界。

　誇大妄想にしか思われなかった――あるいは真実誇大妄想にすぎないのかもしれないが――理想をリアゴッドは確信へと変えた。

　これはその始まりである。

「そのための見せしめとなれ！　暴食の虹オーバーレイティングレインボー」

　鮮やかなアーチを描いて巨大な虹が描かれた。

　しかしその虹が不可視のゲートとなったように、虹の下をくぐった兵士たちは一人の例外もなく生命力を吸い取られて絶命していった。

　阿鼻叫喚の地獄絵図が繰り広げられる。

　虹を避けようとしても、虹のゲートは巨大すぎ、後ろから逃げてくる友軍の圧力に押されて一人また一人の死へのゲートをくぐっていった。

　無事にリュッツォー王国までたどり着けたのは、実に王国軍の二割程度にすぎなかった。

　かつて大陸中の国家が協力して排除すべき脅威とされたライドッグは、いまだ健在であることを証明した。

　リアゴッドはあずかり知らぬところであるが、松田に撃退されたワーゲンブルグ王国に続き、リュッツォー王国も戦力を大幅に低下させたことで、大陸間の軍事バランスは大きく揺り動かされた。

　これはのちに大きな大陸間戦争の遠因となるのであるが、それはまた別の話である。

　まさに鎧袖一触、リュッツォー王国、パリシア王国の連合軍を蹴散らしたリアゴッドは、当初の目的であった運命の迷宮の入り口に立った。

「…………結界が解けているな」

　ギルドから派遣されていた門番は、先ほどまでの戦闘を見て、とうに逃げ去っていた。

　彼ら門番にも見とがめられない形で松田は逃げ去ったあとだったので、迷宮は変わらず結界を解いたままだった。

「これは……まさか……」

『絢爛たる七つの秘宝も気配は感じます。でもこれは……むしろ残滓のような……』

　グローリアの意見にコリンも同意する。

『まだそれほど時間は経っていないと思いますが……どうやら一足遅かったようですね』

「やはりあのマツダの仕業か？」

『どんな手段によるものかはわかりませんが、現状絢爛たる七つの秘宝を制御できる人間は、造物主様のほかにはあのマツダがあるのみです』

　厳密にはもうひとり制御できる人間がいるが、グローリアはあえて触れなかった。

「……万が一ということもある。念のため迷宮を探索してはみるが……」

　リアゴッドの目が危険な色に光る。

「もはや初めて会ったときの俺でないことを教えてやる必要がありそうだな」

　松田がレベルアップしたように、リアゴッドもまたレベルアップしているのだ。

　そしてもともとリアゴッドには、ライドッグであったころの知識と経験がある。

　それでも怪我が治らないうちは不安があったものの、グローリアを得た今、その懸念も解消した。

　今度こそ松田と雌雄を決するべきではないか。

　なにより与えられた屈辱を放置しておくほど、リアゴッドのプライドは安いものではなかった。

「それにしても……いくらスキルとはいえ、絢爛たる七つの秘宝を制御できるとは……」

　屈辱は晴らす。

　しかし限られた優れたものたちだけの世界を作るというリアゴッドの理想への思いはそれ以上に強い。

　敵対さえしないのならば、松田の命を生かしておいてやってもいいかもしれない。

　無能で見苦しい軍勢を相手にしたからだろうか。

　リアゴッドはそんなことを考え始めていた。










第百五十九話　カゲツ支族




　デアフリンガー王国で一度別れたサーシャと、松田はムーランで合流を果たした。

　ムーランはリュッツォー王国とゴルドヴィナ王国に挟まれた小国であり、ガイドウ森林地帯の中にある。

　どうやらサーシャの里は、その森林地帯のなかにあるらしい。

「それで、その腕輪が万物を見通す眼イリスってわけ？」

「そうなんだ。早く身体をよこせ！　ってうるさくて敵わない」

『ディアスヴィクティナとフォウがちっちゃ可愛い身体をもっていて、私だけないのは不公平』

「ちっちゃい言うな！」

「うふふふ……お姉さまとそっくりのペアスタイル、貴女には渡しませんわよ、イリス」

『わりとどうでもいい』

「むっきいいいいいいいいい！」

　愉快な掛け合いを見ていたサーシャはがっくりと肩を落とした。

　これが世界を破滅させるとまで言われた絢爛たる七つの秘宝だというのが、悪い冗談のような気がした。

「…………いいわよ。素体ならあてがあるわ」

「なにか気になることでも？」

　会ったときからどうも歯切れの悪いサーシャに、松田は疑問を覚えた。

　やはり細かな仕草や言動から人を疑ってかかる習性はなかなかぬぐえるものではない。

　そもそもサーシャは人狼であるというだけで、協力関係にはあるが、それほど人間的な交流が多かったわけではなかった。

「――――貴方、意外に鋭いのね。あまり顔には出さなかったつもりなんだけど」

「表情には出なくとも、気持ちというのは外に表れるものですよ？」

　例えば声色、歩く歩幅であったり、着ている服装であったり、いつもと違うことにはなんらかの理由がある。

　松田たちの現状は、そうした理由が命に係わる可能性が高いのだ。

「それについては――実は貴方と話したいことがあるの。この先の展開について一応貴方には覚悟しておいてほしいから」

　それがおそらくステラに関することなのだろうと、松田は直感的に察した。

「……私も貴女と話したいと思っていました。カゲツ支族の名をご存知で？」

「どうしてそれを??」

　まったく予想していなかった松田の返答に、サーシャは口を開けたまま愕がく然ぜんとした。

　人狼の里は秘中の秘である。

　厳重にその秘密を守ってきたからこそ、現在まで人狼は生き続けていた。

　ライドッグに襲われ、全世界から不老長寿の生きた薬のように誤解されたなか、里を隠すことだけが唯一の生存方法であった。

　その里の場所とは言わぬまでも、支族の名を松田が知っているということは、サーシャのなかで――いや、人狼という種族全体のなかでも途轍もなく大きいことであった。

　ましてサーシャが話そうとしていた過去の鍵を握っているのは、そのカゲツ支族の村長なのだ。

　慎重にも慎重を期さなくてはならないサーシャは、ことと次第によっては戦闘も辞さない覚悟を固めた。

「運命の迷宮で戦った狂騎士バリストンの最後の言葉で聞いた」

「狂騎士バリストンですって？　貴方、伝説級探索者と戦ったの？」

　そのあたりの事情を知らないサーシャはますます惑乱する。

　松田が規格外の実力を持つことは知っていた。

　しかし現存する伝説級探索者のなかでも三本の指に入るという狂騎士バリストンを相手に勝利するとは思わなかった。

　バリストンは実際に国を滅ぼした実績のある生き証人である。

　そのバリストンを倒したとすれば、確実に松田の力は一国を凌駕するし、各国もそう認識するだろう。

　かつて松田に対して感じた恐怖が、サーシャの背筋をざわざわと這い上ってくるかのようであった。

「私が着ているのは彼が身に着けていた不死の鎧ですよ」

「っっっっっ！」

　反射的にサーシャは松田から二、三歩ほどあとずさった。

　持ち主を強制的に回復させる不死の鎧の噂は、サーシャであっても知っていた。

「な、な、なんでそんなもの着てるのよ！」

「ああ、幸い機能を制御できているので、今はただの優秀な鎧ですよ？」

「おかしいでしょ！　そんなの！」

　改めて松田の能力の理不尽さに嘆息するサーシャであった。

「まあいいわ。よくないけど」

「どっちなんですか」

「横道に逸れたわね……ひとつ聞くけど、貴方、ステラちゃんを私たちに引き渡す気はあるかしら？」

　やはりそれか。

　あのパズルの迷宮でエレノラの言葉を聞いたときから、サーシャがステラに関心を持っていたのは知っていた。

　身柄を引き渡さないかということは、相当深いところまで事情を調べたということか。

　さらに引き渡さなければならない、なんらかの危機が迫っているのだろう。

「ステラはずっとご主人様といっしょです！　わふ」

「と、本人も言っているんで」

「これは生半可な気持ちの申し出じゃないの。私が言っているのはステラちゃんのためでもあるのよ？」

　これから否応なく松田はリアゴッドとの戦いに巻き込まれていくに違いなかった。

　その場にステラはいるべきではない。

　人狼の里深く匿っておくべきだ。

　……そうして隔離しておくことができれば、サーシャも覚醒したステラを殺さずに済む。

「残念だけど、私は見たこともない人狼の里にステラを預ける気はありません」

　サーシャ自身はステラを匿おうとしていると思う。

　それはおそらく事実だが、預ける先の村長がステラを本気で匿ってくれるかどうかは微妙だ。

　殺してしまったほうが問題が少ないと考える可能性は、決して低くないと松田は考えていた。

　事実、サーシャでさえステラが前世に覚醒してしまったら殺すよう命を受けている。

「やっぱり駄目か――――」

　半ば予期していたようにサーシャは天を仰いだ。

　だが残念であると同時にうれしくもある。

　それは松田が本気でステラを心配していないと出てこない言葉だからである。

　とはいえ、松田はあまりに目立ちすぎた。

　あの狂騎士バリストンを倒した今となってはなおのこと。

　各国は血眼になって松田の消息を追うだろう。

　松田からステラを引き離すタイミングとしては今しかない。

「本当は一人で連れていきたかったのだけど……」

　幸いカゲツの村長からの許可は出ていた。

　逆に言えば、人狼でもなんでもない松田に同行の許可が出るほどに、事は重大であるということだ。

　松田の注目度を考えれば同行は認められても、そのまま里で暮らすことは認められないだろう。

　はたして真実を知ったら、松田はどう決断するのだろうか？

　考えても仕方のないことだ、と割り切ってサーシャは松田に問いかけた。

「なら、貴方もステラちゃんといっしょに来てくれるかしら。ちょうど素体の心当たりもカゲツ支族の里にあるのよ」

『タケちゃん、事は急を要する』

「要するに早く身体が欲しいだけだろう？　お前」

『幼女体形のディアスヴィクティナより女らしい身体を希望』

「私だって好きでこんな身体になったんじゃないわあああああああ！」

『ディアスヴィクティナはその身体がお似合い』

「うがああああああああ！」

「とことんイジるのが好きな奴だな」

　正直なところ、イリスに身体を与えるべきか、本気で悩んでしまう松田であった。




　夕闇に紛れ、街道から少し外れた森に入る。

「ここで目を閉じてもらえるかしら？」

「秘宝にはあまり意味はないぞ？」

「大丈夫、そのあたりはちゃんと隠蔽魔法でカバーしてるわ。伊達に何百年も人間の追及から逃れてはいないわ」

　なんといっても万物を見通す眼イリスの眼すら欺く強固な結界である。

　もっともイリスの透視やコリンの転移は距離のほうを重視しているため、結界の突破力はそれほどではない。

　いまだ同様の秘宝が作られたことがないのを見ても、十分それだけで破格の性能なのだ。

　松田たちが目を閉じたのを確認して、サーシャは自らの指を切りつけ、その血で虚空に魔法陣を描いた。

　人狼の血にしか反応しない魔法陣という二重の封印。

　さらに場所と時間を限定することで（一日に二回しか接続しない）封印の効力を高めている。

　人間にたどり着くことができないはずであった。

「もう目を開けていいわよ」

　道は開いた。

　先ほどまでは見えなかった細い道が北東へと続いている。

　最後にカゲツ支族側からの協力を得て、最後の扉が開くことになっていた。

　あくまでもサーシャは同じ人狼とはいえ別支族なのである。

　マフヨウ支族が失われた今、人狼でもっとも古い支族と呼ばれるのがカゲツ支族であった。

　もしかしたらその失われたマフヨウ支族の生き残りは、サーシャのすぐ傍にいるのだが。

　解放された道からカゲツ支族の里までは、およそ二日ほどの道のりである。

　こればかりはグリフォンゴーレムで空からひとっ飛びというわけにはいかない。

　道が狭すぎてゴーレムの馬ですら使えなかった。

　地道に歩いていくしかなかった。

「聞いてもいいかい、サーシャ？」

　歩きながら松田は隣を歩くサーシャに語りかける。

「なにかしら？」

「――バリストンは、ライドッグを殺した呪いは人狼の秘儀がかかわっていると言っていた。君は知っていたのか？」

　ふるふるとサーシャは頭を振った。

「初耳だわ。でも、うすうすそんな気はしていた」

「なぜ？」

「人狼がライドッグに襲撃された理由が、それなら説明がつくからよ」

　人狼の血に不死を得る効果があるという俗説がある。

　それは確かにライドッグの研究から生まれたものであろう。

　だが現実にライドッグは不死となることに失敗し、人知れず転生していたとはいえ一度は死んだ。

　不老が実現しなかったということは、人狼の血に不老の力などない可能性が高い。

　というよりサーシャの知るかぎりでは、存在しない。

　であるならば、やはりライドッグを怒らせるような何かがあったのだ。

　どうして人狼がライドッグを呪う必要があったのかはわからないが。

「きっとそのあたりの疑問も、カゲツの村長が教えてくれると思うわ」

　あまり聞いていて愉快な話ではないだろうけど。

　迫害を受けてきた人狼だが、決して人狼の側にも後ろ暗いところがないわけではない。

　パズルの迷宮の悲劇が人狼の王女によって引き起こされたのもそのひとつだ。

　だがそれを知ることが、この現世に蘇ったライドッグの転生者リアゴッドに対抗するために必要だとサーシャは確信していた。

「そうか…………」

　松田も心穏やかにというわけにはいかなかった。

　カゲツの村長に答えを聞くのが怖い。

　もしカゲツの村長にステラは転生体だから引き渡せ、と言われたら、自分はどうするべきなのか。

　あのステラの主人まつだを疑うことを知らない瞳を、自分は裏切ることができるのか？

　社畜であった現代であれば、業務命令に逆らうことは許されなかった。

　しかし今は誰も松田に命令することはできない。

　今の松田は組織人ではないし、伝説級探索者となった今では一国の王と同等の影響をもつ存在であるからだ。

（鬼が出るか蛇が出るか…………）

　鬼が出ようと蛇が出ようと、その後どうするかは、松田自身が決めていかなくてはならないのである。




「もう少しよ」

　二日後の昼過ぎごろである。

　ひときわ巨大な銀杏の木が、黄色い落ち葉の絨毯のうえにすっくと聳そびえていた。

　日本の銀杏のおよそ三倍はあろうか。

　こうして比較対象があると、改めてここが異世界なのだと自覚する松田である。

「もう一度目を閉じてもらえるかしら？」

「ああ」

　再びサーシャはナイフで指を切りつけ魔法陣を描く。

　それに反応するように虚空から呼びかけがあった。

「こちらはカゲツ支族の戦巫女ヤヨイです。そちらはファリル支族の戦巫女サーシャ殿でよろしいか？」

「はい、我が村長よりお伝えした通り、マフヨウ支族のステラとその保護者をお連れしました」

「――――では道を開きます。ただし、余計な真似をすれば二度と道は開かれぬと知りなさい」

「しかと」

　もしかしたら単なる結界を張ったというだけではなく、人狼の里はこの世界ではない異界に居を移しているのかもしれない、と松田は思った。

　結界ならともかく異界のゲートとなると、相手の協力を得られなければ内部に閉じこめられることもありえそうだ。

　なるほど、よくできている。

　何もない空間に陽炎かげろうのような揺らぎが現われたかと思うと、次の瞬間、そこには国境の関所のような堅固な門がちょうど左右に開いていくところであった。

　門の中央に二十代も半ばほどの女性がいる。

　黒髪に黒い瞳で、どこか日本人を思わせる風貌の美女であった。おそらくこの女性が先ほどの戦巫女ヤヨイなのだろう。

「――ようこそカゲツ支族の里へ。村長がお待ちです」










第百六十話　明かされる過去




　必ずしも歓迎されているわけではないことが、里に住む人狼たちの視線からひしひしと感じられた。

　松田のような余所者を里へ招き入れることは、彼らにとっても初めての経験なのである。

　里を隠す手段を余所者に知られてしまって本当によいのか、という激論が何度も繰り返されていた。

　彼らにとっては生存リスクに関わる問題なのだから当然であろう。

　それでもなお松田たちを招き入れたのは、それだけリアゴッドの登場が、彼らにとって喫きつ緊きんの問題であるからに他ならない。

　厳重な何重もの封印を施したこのカゲツ支族の里ですら、リアゴッドならば突破してくるのではないか。

　そう彼らが危惧していることの表れであった。

「……気分良くないです。わふ」

　奇異の視線……なかには明らかに敵意を向けた視線が突き刺さり、ステラは居心地悪そうに身じろぎする。

　こういう針の筵むしろに慣れていないお子様では仕方があるまい。

　それにどうやらいくつかの視線はステラの素性をある程度知っていた様子だし。




「――――よく参られた」

　里の一番奥まった少しだけ小高くなった場所に、簡素な庵いおりとでもいうべき建物がある。

　そこに一人の老婆が立っていた。

　歳はもう判断できないが、高齢で身長百三十センチほどの小柄な身体に不可思議な気配を纏っている。

　ステラを見た瞬間、その瞳がわずかに見開かれるのを松田は見逃さなかった。

「わしがこのカゲツ支族の村長、ヒミカという。お見知りおき願おう」

　ヒミカの傍に控えていた一人の巨漢がずい、と進み出た。

「俺がこの里の戦士長スクネだ」

　ふう、と太い息を吐き、スクネは松田を睨みつけた。

「正直、俺は今でもお前たちを里に入れることに関しては反対だ」

　それでも多数決で勝てなかったという悔しさを隠そうともせず、スクネは呻うめくように言う。

「万が一にも我が里に仇為すような真似はせぬことだ。あのライドッグですら人狼の秘儀の前には――」

「――――スクネ」

　短く呟いた村長の声に、スクネは全身から脂汗を流して平伏した。

　先ほどまで、あれほど威勢の良かったスクネが震えている。

　あの村長の怒りを恐れているのだ。

「余計なことを口にするでない。貴様はしばらく外で警護しておれ」

　有無を言わさぬヒミカの迫力にただただスクネは恐縮して額を地面にこすりつけるのだった。

　どうやらこの婆さん、見た目通りの人間ではないらしい。

　スクネの恐怖は本気だ。

　本気でヒミカに怒られることに対して怯えている。

　スクネほどの巨漢が肩を震わせて四つん這いになって平伏する様はある種の異常さを際立たせた。

「おっと、すまないねえ。中に入ってくれて構わないよ？」

「それではありがたく」

　何事もなかったかのように飄々とヒミカは松田たちを庵のなかに招き入れた。

　もはやそこに逆らおうとする人狼は誰一人としていなかった。




　およそ十畳間ほどのそれほど大きいとは言い難い一室に、ヒミカとサーシャ、そして松田、ノーラ、ディアナにフォウ、ステラが車座になると、妙な圧迫感がある。

　開放的な外での旅を続けていたせいだろうか。

「さて、なにから話そうかね……」

　ヒミカは皺の奥に見える黒い瞳をしばたかせてふう、と息を吐いた。

　心なしか肩が沈んでいるように見える。

「お前さんたち、パズルの迷宮でエレノラとステラの話は聞いたんだね？」

「ああ」

「あの話には、もう少し複雑でこみ入った事情があるのさ」

　そう言ってヒミカはパンと両手を鳴らした。

　その音を合図にしたように、人数分の果実酒をもった従者が現われる。

「悪いが飲ませてもらうよ。歳のせいか、この手の話はひどく疲れるんでね。ああ、蒸留しているからお前さんたちも飲むときは気をつけな」

「げほっ！　げほっ！」

「か、辛いです……わふ」

「言わんこっちゃない」

　果実水のつもりで一気に酒を口に入れたディアナとステラは高アルコール特有の辛さにむせった。

　ウイスキーに慣れている松田は特にむせることもなく、すい、と喉に流しこんだ。

　リンゴの蒸留酒であるカルヴァドスに似た風味がした。

「あんたはいける口だね？」

「まあ、お酒は好きですよ」

　かつてはストレス解消のために酒が離せなかったというのは内緒だ。

「一人の天才に双子の人狼が惚ほれた――――すべてはそこから始まったのさ」

　個人の力と寿命に限界を感じたライドッグは不老不死を求めた。

　それは歴史書にも記される通りである。

　そしてエレノラは時間制御によって不老不死を実現しようとして失敗した。

　もう一人の双子、ステラは記憶を保ったまま転生することで結果的に不死を達成しようとした。

　そこにはいつごろ生まれ変わるか、ということを指定することも含まれる。

　こちらはまだ完全ではないながら、すでに一定の成功を収めていた。

　本当ならば、ステラはライドッグと同じ時代に同じ場所で転生し、再会を果たすはずであった。

「見下していた妹が、愛しいライドッグと恋人として再会することなど認められなかったのであろうな。エレノラは妹ステラに呪いを放った」

「――――妹に、ですか？」

　確かバリストンは、ライドッグは人狼の呪いに殺されたと言っていたはずなのだが。

「そう、妹のほうじゃ。妹は姉の呪いによって時間凍結を受け、二度とライドッグとめぐり合うことはできなくなるはずじゃった」

　なるほど、ステラはマリーカのように生きたまま永遠の牢獄に捕らわれるはずだったのか。

　しかし結果そうはならなかった。なぜだ？

「呪いをかけられたことに気づいた妹は半狂乱になった。同じ双子として姉の優秀さは見せつけられてきたからな。自分の技量では解呪することは叶わないと思ったのだろう」

　そこでヒミカは言葉を切った。

「人狼の呪いは特別でな。太祖狼王より月の加護を受けた唯一の種族であることが大きい」

　松田はステラがバリストンの不死の鎧を一時的に無効化させたことを思い出した。

　あのディアナの超重力魔法でも押さえつけるのが精いっぱいだった鎧を。

「戦闘力や魔法にも長けておるが、だからといって戦えば人狼を倒せる者などいくらでもいるだろう。問題なのは月という属性への対抗手段が非常に限られているということだ」

「なるほど、だからライドッグをもってしても呪いを解呪することができなかった？」

「呪いは――――代償を必要とする」

　魔法の代償は魔力である。

　だが呪いの代償は魔力ではない。そのことを松田は知っていた。

「大量の生贄という方法もある。かつては戦争犠牲者を生贄にしようとした者もいたしな。だが質という意味でもっとも大きな代償は、自分自身と家族の命だ」

　禁忌とされ、今ではカゲツ支族の里でも失われようとしている法であった。

「――ゆえに、妹ステラは己の命と姉の命を贄として、ライドッグを呪った」

「どうして？　どうして妹のほうが造物主様を呪う必要があるの？」

　我慢できずディアナが食いつくように問いかける。

　しかし松田には想像がついていた。

　対等であった人間関係が、持つものと持たざるものに分かれたとき、関係が破綻するのは日本ではよくあることだ。

　おそらくステラは――――。

「秘宝であるお主には理解できぬじゃろう。ステラはな、自分が死んだあともライドッグが生き続けることに耐えられなかったのじゃ」

　優秀な魔法士の寿命は長い。

　転生の秘術が完成したとしても、死ぬまでの間に不老不死の魔法が完成してしまえば、ライドッグは妹ステラのことなど見向きもしないかもしれない。

　いや、そんなことよりも、最強の魔法士であるライドッグを狙う女は星の数ほどいるのである。

　もちろんライドッグはただ美しいだけの女など塵ちり芥あくた同然の価値しか認めていないが、ある種の天才には一目置く傾向があった。

　もしそんな天才の美女が現われたらどうなるだろうか。

　傍に自分がいれば、決して不安など抱かない。

　自分ほどの天才でなければライドッグの傍にいる資格はないのだと胸を張って言えるが、死んでしまえばそれも空しかった。

　私だけ――ライドッグ様の傍に相応しいのは私だけ。

　今なら――ライドッグ様が死んでも二人とも転生して再会することができるはず。

　そのためには――――

「ライドッグを呪ってしまえばよい」

　そうステラが答えを出すのに、それほどの時間はかからなかった。

　とはいえ、不幸な偶然というのは起きるものだ。

　そんな偶然を排除し目的を達成するために、妹は名無しのゼロを作り上げた。

　名無しのゼロの正体は、覆面の形をした寄生型秘宝である。

　そして人狼の呪いを受け、完全に時間が停止してしまう前に死を選ぶとライドッグに告げた。

　ライドッグの恨みは全て人狼へと向かうこととなったのだ。

　いろいろと問題は残っていたが、それらを全て名無しのゼロとライドッグに押しつけて、妹は新たな転生先へと向かった。

「なるほど、エレノラを殺したのは、その名無しのゼロですね？」

「エレノラが使う時間魔法も完全に失うのは恐ろしかったのだろう。その人格を転写して迷宮内に保管した」

「おかげでパズルはいい迷惑だよ」

　殺すならさっさと殺して終わりにしてくれれば、ノーラやマリーカが苦労することもなかっただろうに。

「――そして妹ステラと姉エレノラの生命を生贄に、ライドッグへ呪いをかけた」

「うむ、そこでステラ最大の誤算が生じた」

　やはり人生というものは計画通りにはいかないものだ。

　人の思考には限界があり、必ず思考の見落としがあって、想像しえない偶然が発生する。

　だがステラならば予想してしかるべき誤算であると、ヒミカは嗤った。

「…………ライドッグはステラの計算通りには死ななかったのだよ。さすがは伝説の魔法士というところか」

　自分の才能に自信があるからこそ、ステラはライドッグもまた必ず呪い殺せるということを疑わなかった。

　だが愛しい恋人を人狼に殺されたという激しい怒りが、ライドッグに大人しく死ぬことを許さなかった。

　精神力が肉体を凌駕することは一般人にもよくあることだ。

　まして精神力で常人を遥かに凌駕するライドッグが、激情に身をゆだねれば、それ以上の効果を発揮するのは当たり前のことであった。

「名無しのゼロは困っただろうね。本体から託された脚本にはなかった展開だ。秘宝である名無しのゼロは主人であるライドッグを殺すことはできないからね。人を殺せるのは、昔から人の意思だけさ」

　ライドッグは解呪こそできなかったが、天才の名に恥じぬ力で大幅にその効果を圧縮した。

　当初想定されたより半世紀近くも長生きしてしまったため、ステラの転生の時が近づいてしまったのである。

　止む無く名無しのゼロはステラが転生間近であることをライドッグに報告した。

　ステラの高度な魔法技術により、転生する時間と場所はかなり限定することができていた。

　転生の最大の弱点は生まれたばかりの無防備な時間を守る手段がない点にある。

　貧しい庶民の家に生まれれば、高確率で赤ん坊のうちに死ぬだろう。

　下手に奴ど隷れいなどに生まれたら、記憶が戻る前に何をされるかわかったものではない。

　エレノラが転生を不完全で醜いとあざ笑ったのは、それが原因である。

　しかしステラは生まれる場所や血を限定することで、それに対処しようと試みていた。

　そしてステラが転生するよう魔法を施されたのが……マフヨウ支族戦士長の家系であったというわけだ。

「――――ここから先はすべてはわしの推測になる」

　そう言いながらも、ヒミカの視線は油断なくステラの様子を窺っていた。

　ステラの反応に変わった点は見られない。

　自分と同じ名前の人のお話なんだなあ、くらいの認識でいるのはすぐにわかった。

「なんと言ってもマフヨウ支族は壊滅してしまって生き残りはいないと言われてきたからね」

「ステラのお父さんは元気ですよ？　わふ」

「ま、そのあたりもおいおい考えさせてもらうさね」

　きょとんとしたステラの表情に苦笑いをしてヒミカは話し始めた。

「おそらくステラの転生は、ある時点でマフヨウ支族の者にも予測されていた」

　なぜなら――――

「人狼は月の、死と再生を司る一族、種族の秘事として転生の技術を受け継いできたからだ」

　どうしてステラが転生のスペシャリストになりえたのか。

　それはもともと人狼に転生のノウハウがあったからにほかならない。

「ほかならぬこのわし――――ヒミカもエレノラとステラの従妹の転生体なのだからな」

「ちょ、それは初耳よっ！」

　真っ先に慌てたのがサーシャであった。

　ファリル支族の戦巫女として、今のヒミカの発言は到底聞き逃せるものではなかった。

「各々の支族が人に発見されるのを恐れて暮らしている。そのなかで秘事を失伝した支族も数多かろう」

「かつて転生を会得した賢者がいた、とは教えられていたけれど……」

　まさか実際にこうして転生者が、しかも村長のなかにいるとはサーシャにとっても予想外のことであった。

「こう言ってはなんだが、人狼にとってエレノラとステラの双子は禁忌であり裏切りものだった。この二人のおかげで人狼は迫害され、狙われる羽目になったのだから」

　ライドッグとステラが不老不死を研究していた事実と、その襲撃が相まって、人狼の血に不老の効果があるという俗説が広まった。

「そのステラが転生すると知った里は揉めたであろうな。正直、このわしでも生まれる前に殺さぬとは断言できん」

　サーシャも頷く。

　人倫からはどうか、と思うが、松田もその有用性は否定できなかった。

　災厄が生まれるのがわかっているのなら、生まれる前に対処したい。

「というよりおそらく殺されたのであろう、と考えていた。ついこの間までは」

　そう、ステラという存在を知るまでは。

　ステラの転生体を生まれる前に殺し、激怒したライドッグによってマフヨウ支族の里は全滅した。

　そして生きる気力を失ったライドッグもまた、そこからまもなくついに呪いによって倒れるところとなった。

　だからライドッグの転生体が現われるのは従来から予想はされていた。

　しかし成長し、記憶を取り戻す可能性は五分五分だとみられていた。

　基本的に人狼の転生というのは、自分の子孫に乗り移る形式のものである。

　人狼でないライドッグを転生させるということについて、人狼の間でも半信半疑というところであったろう。

　逆にステラの場合はそうではない。

　むしろ自らの末裔であるマフヨウ支族に転生するというオーソドックスなものだ。

　優れた術者であれば、生まれ来る子供の魂を観測し、予測することも可能であったに違いない。

「このお嬢ちゃんが生きていることと、マフヨウ支族の全滅が千年以上前であることを繋ぎ合わせると――」

　ヒミカはそこで言葉を切った。

　その推測はヒミカにとっても気分の良いものではなく哀しく虚しいものだった。

「筋書きを考えたのは母親だと思うね。自分のお腹の子供がステラの転生体と知って、必死に手立てを考えたんだろう」

　あるいは父親は母親の考えに反対したかもしれない。

　死産であったと考えれば、また愛しい妻と子供をなすことは可能であるからだ。

　ふと、ステラはヒミカの話を上の空で聞きながら、ステラに無関心だった父の姿を思い出していた。

　まるでそこにステラがいるのにいないような、無機物を見るような視線がただただ哀しかったのを覚えている。

　――なのにどうしても母親の記憶が思い出せない。

「人狼の秘中の秘の裏技として、呪いがあることは話したね？　その生贄としてもっとも有効なのが何なのかも」

「――――自分自身、あるいは……肉親」

「おそらく母親は自分自身を生贄にして生まれてくる娘に呪いをかけたんじゃあないかね」

　自らの命と引き換えに、生まれてくる娘の災いを取り除こうとした。

「赤ん坊に呪いをかける意味はありますか？」

「娘の母親がステラ並みの天才であったと仮定するなら、だがね。呪いを移し替えることは可能だったかもしれない」

「移し替え？」

　ヒミカの言っている意味がわからずに松田は首を捻った。

「呪いの効果は衰弱と消耗、最終的に死に追いやることさ。さて、これを身体全体ではなく、例えば――――前世の記憶なんて指定できたらどうかね？」

「前世の記憶を失えば――転生した意味はなくなりますね」

　それは転生したステラの死を意味しただろう。

　前世の記憶がなければ、それは普通に生まれてきた子となにも変わらないからだ。

　わざわざ生まれる前に殺す意味もなくなる。

「それほどの技術を持つ天才だ。死なせるのは反対もあったろうね。海のものとも山のものともつかない赤ん坊より、よほど里にとって大事な人物だったろう」

「それでも結局、本人の意思を誰も変えることができなかったんでしょう」

　母は強しという。

　わが命に代えても赤ん坊を救うと母親が覚悟してしまえば、男にそれを阻む術はない。

「結果、お嬢ちゃんは無事この世に誕生することができたんだが、またまた誤算が生じた」

「記憶の削除が不完全だった？」

「それはわからん。ただこれに関してはステラのほうも完全に誤算だったんだろうねえ。エレノラの時間停止の呪いが転生先にまで効果を及ぼしていたんだと思うよ」

　そういえば呪いというのは身体にかかるのではなく、その人間の魂そのものに作用すると聞いた。

　すると母親の命と引き換えに生まれた赤ん坊は、生まれながらに〝時〟から取り残されていたのか。

　するとステラの父親が、気力を失って放置していたというのは……。

「そうこうしているうちに激怒したライドッグの襲撃があった。父親は物言わぬ、時間から切り離された娘を、どこかに隠したんじゃないのかねえ？」

「そして母親の呪いによるものか、あるいはエレノラの時間停止の効力は転生先には限定的であったのか。いずれにしろ、およそ千年の時を経て時間停止は解除された、と」

「…………ということだとわしは思う」

　出会ったときのステラが赤ん坊でなかったのが不審だが、もしかしたら千年の間にわずかずつ成長していた？

　それとステラの記憶を信用するならば、時間停止のなかでも意識は働いていたようだが、そのあたりも母親の呪いの効果なのだろうか。

「まあ、年寄りの推測にすぎんよ。しかしお嬢ちゃんが千年の時を経てここにいるということは、それに近いなにかがあったはずじゃて」
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　ここでヒミカは再び果実酒をぐい、と呷あおるように飲んだ。

　強い酒精が喉を通り過ぎる感覚を楽しみ、ヒミカはぷはぁ、とおやじ臭い息を吐く。

「こんなところさ。わしがどうしてお前たちを里に招いたかわかったかい？」

「いえ、わざわざリスクを冒して説明をしてくれた意味がわかりません」

「リアゴッドに呪いは効かないんだよ。ダークエルフという種族は我々人狼が月の加護を受けているように、闇の加護を受けているからね。転生してなお奴の魂は呪いを受けているはずなのに、平気で生きているのはそういうことさ」

「あ――――」

　ステラが前世の呪いを引き継いだのなら、リアゴッドも引き継いでいるはずだった。

　うっかり忘れていたが、なるほどそういうことか。

「人狼としては奴を倒す唯一の手段が封じられちまった。こうなったらあんたに倒してもらうしかない」

「放っておいても私を狙ってくるでしょうからね」

　そう言って、松田は困ったように苦笑する。

　本当に厄介な奴に目をつけられてしまったものだ。

　だからといってディアナやフォウたちを手放す気は毛頭ないが。

「それでお前はどっちを選択するんだい？　お嬢ちゃんの記憶が失われたままでいられるとは限らないよ？　なにせこれだけ予想外のことが起こってるんだ」

　戦いの最中に前世の記憶が蘇って松田の敵に回るかもしれない、とヒミカはそう言っているのである。

　極論すれば、松田にリアゴッドを倒してもらうために、不確定要素であるステラをここで切り離す、あるいは殺してしまうためにヒミカはあえて松田を呼び寄せた。

「そういうことなら私の答えは決まっています」

「ほう？」

「我がままに……嫌なことをあえてやる気はありません。たとえどんなリスクがあるとしても」

「お前がそう決めたのなら反対する気はないさ。なんとか頑張ってリアゴッドを倒しておくれ」

『タケちゃん！　私の身体！』

　イリスは空気を読むということを知らなかった。

　もしかして絢爛たる七つの秘宝はみんなＫＹなのだろうか？

「すいません、ゴーレム用の素体がここにあると聞いたのですが」

「ああ、それなら物置で埃をかぶってるのがあるよ。もうとっくに失われた技術で、わしらが持っていてもなんの意味もないものだからね」

『タケちゃん！　ハリー！　ハリー！』

「今までのシリアスを返せ！」

　いつもの賑やかな会話。いつもの空気。

　そしていつもの笑顔を見せながらも、ステラの心はどこか遠い彼方を見つめているようであった。










第百六十一話　脅迫




「…………屈辱」

「あらあら、イリスったら可愛いじゃない！」

「私をフォウお姉さまと呼んでもいいのよ？　イリス」

「断じてノウ！」

　カゲツ支族の里で埃をかぶっていた素体――それはディアナやフォウよりもさらに小さな作りだった。

（俺には幼女の呪いでもあるのか…………？）

　これを世間に見られたら、また幼女マスターの名が広まってしまう。

　密かに頭を掻きむしりたい衝動に駆られる松田であった。

　身長は百三十センチ半ばであろう。灰色グレイの髪を肩にかからぬ位置で切りそろえたショートカットで円らな青い瞳が幼さを際立たせているかのようである。

　ただその身体が不本意なのは、イリスの尖った唇と眉間の皺が雄弁に告げていた。

　それが逆に可愛らしいクール系の美少女である。
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「この私が……お子様なディアスヴィクティナやフォウよりさらに小さな身体など……」

　大人の知的なできる女を思い描いていたイリスにとって、あまりに思惑と違う現実であった。

　内心密かに精神年齢的に見下していたディアナとフォウより小さな身体というのがまた屈辱である。

「タケちゃん、一刻も早い新たな身体を要求する！」

「私のほうが先約よ！」

「ええ～～！　ディアナお姉さまはそのままでいてくださいよぅ」

　松田たちは知らなかった。

　そのときすでに、ディアナやイリスの新しい身体を探しに行くような余裕がなくなっていることに。




◆　◆　◆




　運命の迷宮の最下層で、イリスを失い空になった祭壇を発見したリアゴッドは怒り狂った。

「おのれ！　やはり奪われていたか！」

　リアゴッドにとって、絢爛たる七つの秘宝は大切な自分の所有物であるという認識がある。

　それを松田に奪われるということは屈辱でしかない。

　まして、その力を松田が十全に使いこなしているとなればなおのことだ。

　あたかも●●●との思い出にまで汚物をなすりつけられたような感覚に、リアゴッドは肩を震わせた。

「――――もはや容赦せぬ」

　これまではあまりに矮小な力であったため、水面下でことを運ぶ必要があった。

　まだ全盛期の力を取り戻したとは言い難いが、レベルアップし宝冠コリンと悠久の癒しグローリアを取り戻した今、こんな退化した世界に負けるはずがない。

『造物主様のお望み通りに』

　リアゴッドの意思を何より最優先にする。それが秘宝の役割であるはずだった。

　しかしコリンと違い、グローリアは漠然とした不安を感じていた。

　いったいなぜ松田という男は、絢爛たる七つの秘宝を扱えるのか。

　そしてもっともグローリアが気になっているのは、どうしてディアナがリアゴッドを裏切ることができたのか、ということだ。

　秘宝であるかぎり、なにがあっても、天と地がひっくりかえってもそれだけはありえない。

　あるとしたら、もうそれは秘宝ではない。

「迷宮を出たら、この国の王都に向かうぞ？　俺に従属するか敵対するか選ばせてやる」

『ああ！　造物主様、ついに！』

「うむ、新たな世界の創造を始めるのだ」

　圧倒的な力で現在の権力者をねじ伏せ、まずは優秀な人材を選別する。

　ここまで魔法技術が退化してしまった以上、まず繁殖のなかで優秀な人材を生みだす者が必要だ。

　その限りにおいて、まだこの世界の愚かなる虫たちには生きる価値がある。

　抵抗するものにはリアゴッドは価値を認めない。

　彼は理想を共有してもらいたいわけではないのである。

　理想のためにどんな役に立つか、生かす基準はそれだけだ。

　強大な力ゆえに人間から排除され、恋人も自分の命も失ったリアゴッドの、それが行きついた最果てであった。

　まともな人間の思考を持つものならば、誰もがリアゴッドを壊れていると断じたであろう。

　しかしその壊れた思考が世界を蹂躙してしまえば、もはや誰も壊れていると言うことはできない。

　つまり、リアゴッドが壊れているかいないか、ということにはなんの意味もないのである。

（本当にそれでよいのですか、造物主様……）

　グローリアはコリンほど盲目的な忠誠心を持っていないがゆえに、もしここにステラがいた場合、はたしてリアゴッドは同じ結論に達しただろうかと考えずにはいられなかった。




◆　◆　◆




「いったいなにがあったというのだ！」

　敗走してきた騎士団長の顔面蒼白な様子を見て、ゴルドヴィナ王国ラザール一世は困惑していた。

　二ケ国が協力して派遣した大軍である。

　負けることなど思いもよらない。

　仮に負けたとしても、騎士団長の表情はあまりに深刻で悲壮すぎた。

「――国王陛下に申し上げます。連合軍はたった一人のエルフを相手に敗北いたしました。特にリュッツォー王国軍の被害は甚大、おそらく全滅に近い損害を出したものと」

「全滅、だと？」

　リュッツォー王国軍からは精鋭に近い軍勢がおよそ二万はやってきていたはずだ。

　その二万の兵力が全滅した（実際にはかろうじて一割が生き残ったが）場合、リュッツォー王国に残る兵力は国境警備まで根こそぎ動員しても五万程度にすぎないだろう。

　険悪な隣国のデアフリンガー王国の動員力が十万であることを考えれば、これは危険な数字である。

「我が軍も三割近い兵力を喪失いたしました。ですが問題なのはそんなことではございません」

　ラザール一世は敗北のショックで騎士団長が正気を失ったのではないかと疑った。

　同盟国が全滅し、自軍が三割近い損害を出したことを大したことがないとはそうとしか思えなかった。

「恐れながら問題なのは、我々が敵対してしまったあの魔法士がもし攻めてまいった場合、防ぐ手段がないということでございます！」

　騎士でありながら、その役割を果たせないという忸怩たる思いに胸を震わせて騎士団長はそう告げた。

「…………なにを言っている？　確かに出征した兵力の三割は痛手であった。だがまだ我が国には六万の兵力と堅牢をもってなるアカルザス城があるのだぞ？」

　ゴルドヴィナ王国は大国とまではいかないが、大国が攻めてきても易々とは敗北し名だけの力がある。

　ラザール一世はそう確信していたし、そう確信していたからこそのリュッツォー王国との同盟だった。

「それも意味がありませぬ！　空を飛び、どこにでも一瞬にして転移するあの魔法士を相手には、兵の数と城の堅固さは全く意味がないのです！」

「…………夢でも見たのではないか？」

　本気でラザール一世はそう考え、騎士団長を気遣った。

　そこまで敗北の責任を感じてくれているのか、と哀れに思ったほどである。

　しかし、それがなんの誇張もない事実であったことはすぐに判明することになる。




　ズシン、と鈍い衝撃音とともに城が揺れた。

「何事だ？」

「ま、まさか…………」

　騎士団長が取り乱しながらバルコニーへと走り出す。

　そのただならぬ雰囲気に、ラザール一世もつい反射的にその後を追った。

　なにか嫌な予感が急速に胸の中で膨らみ始めていた。

（いや、そんな、そんなはずは…………）

　ありえない、とラザール一世は頭を振る。

　たった一人の個人が、国家を凌駕するなどあってはならないのだ。

　無論、伝説級探索者は恐るべき力を持つことはわかっている。

　しかし所詮個人の力は国家という巨人には及ばない。

　そのことは過去の歴史が証明していた。

「貴様がこの国の王か――――？」

　だがそのラザール一世の確信も、過去のものになろうとしているようであった。

　震える声でラザール一世はかろうじて虚勢を張った。

「余がこの国の王である！　無礼であろう、名を名乗れ！」

　事態を把は握あくすることができず、ラザール一世の頭は真っ白であった。

　どうしてこいつは城のバルコニーまでやってきているのか？

　門番はなにをしていた？

　そもそも、どうしてこいつは空中に浮いている？

「俺はリアゴッド、この世界を導くものである」

「リアゴッド？　誰だそれは？」

　ラザール一世が騎士団長に問いただそうとすると、

「最後通牒を申し渡す。あと一週間のうちにタケシ・マツダをこの国へ連れてこい。さもなくば――――」

　完全にラザールを見下した目で、リアゴッドはふん、と鼻を鳴らした。

「この王都が灰になると思え」

「な、なにを馬鹿な……貴様、自分がなにを言っているかわかっているのか？」

　ゴルドヴィナ王国の王都ともなれば、その面積は五十平方キロにも及ぶ。

　たった一人の魔法士が、それを灰になどできるはずが――――

「まだ己の立場を理解せぬか」

　やはり所詮、人間は虫なのだ。

　自分の目で見て、体験しなくては理解できない。理解はしているのかもしれないが、それを受け入れることができない。

　調教される獣と同じだ。

「――見るがよい」

　リアゴッドはすっ、と王都のバルコニーから見える高さ六メートルほどの城壁を指さした。

　十万の大軍に包囲されてもびくともしないだけの防御力を与えてくれる重厚で巨大な城壁である。

　完成にはゴルドヴィナ王家三代の月日を費やしたとされる自慢の一品であった。

　ところが、リアゴッドが右手を軽く振り下ろすや、黒いなにかが天空から一直線に落下してきた。

　どんどん大きくなっていくそれに、ラザール一世は悲鳴をあげた。

　なんの変哲もない真っ黒い真球だが、大きさだけが常軌を逸していた。

　その大きさは二百メートルを超えるだろう。

　魔物のなかでも巨大な竜ですら三十メートルを超えることは珍しい。

　その巨体が自由落下してくる速度と圧力は尋常なものではなかった。

　自分の眼が信じられずに、ラザールは言葉にならない言葉を口から吐き出そうとした。

　だがそれよりも早く、天空から飛来したそれが、城門に直撃した。

　ドン、と低い地鳴りのような音が響き、ラザール一世の立つ床がぐらぐらと揺れた。

　少し遅れて、石や木材が割れ弾ける音が響き渡る。

　同時に熱と粉塵を伴った衝撃波がラザール一世を襲った。

　もう立っていることもできず、腰が抜けたようにラザール一世は座り込む。

「この王都を灰にするのが戯たわ言ごとでないことがわかったか？」

　こくこく、と壊れた人形のようにラザール一世は頷いた。頷くしかなかった。

「ならば急げ。次はこんな温い脅しではなく、もっと強力な魔法を使うぞ？」

　そう言ってリアゴッドは姿を消した。

　これが騎士団長が言っていた転移というものか。

　なるほど、これではあらゆる防御施設がなんの意味もなくなる。

　ふらふらと立ち上がったラザール一世は、バルコニーの手すりまで身を乗り出した。

「はは……ははは……」

　白銀に輝いていた巨大な城門は無惨に破壊されていた。

　というより大きな半円を描いたクレーターがあるだけで、影も形もなくなっていた。

　城門の左右もおよそ百メートルにわたって破壊され、なんらかの被害を受けている。

　もっとも強固な城壁を失い、王都の防御力は半減したといってよい。

　だがそんなことは気にもならなかった。

　ラザール一世の脳裏を占めていたのは、あと一週間以内にいかにしてタケシ・マツダなる男をリアゴッドに差し出すかということであった。

「国中に触れを出せ！　いや、各国の大使にも応援を求めるのだ！　一刻も早くタケシ・マツダを探せ！」










第百六十二話　師匠からの連絡




　そんなことが起きているとは夢にも思わない松田が、カゲツ支族の里を後にしたのは翌日も日が高くなってからのことであった。

　人狼が幾重にも封印した道は、誰も探すどころか知ることすらできない。

　カゲツ支族へ向かってからの松田の足取りは、空気に溶けたように消えてなくなっていた。

　もとはといえばリュッツォー王国とゴルドヴィナ王国の連合軍は松田を捕捉し殺すつもりでいた。

　たまたまそこにリアゴッドが現われたのが不測の事態であったといえる。

　そのためすぐに運命の迷宮を中心とした捜索網が敷かれ、蟻のはい出る隙もない検問が実施された。

　まさに国家の総力を挙げた捜索にもかかわらず、一向に松田の行方はわからない。

　三日目にして懊悩のあまりラザール一世は病に倒れた。

「手がかりひとつ掴めんのか？」

「もしかしたらすでに我が国にはいないのかもしれませぬ」

「各国の大使の尻を叩け！　タケシ・マツダを連れてくれば領地の割譲も報奨金も飲んでやる、とな！」

「は、はあ…………」

　そこまでする必要があるのか、とは言えなかった。

　一週間で松田を見つけることができなければ、王都が本当に灰になる可能性は高いからだ。

　現在ゴルドヴィナ王国の魔法士が民間を含めて根こそぎ動員され、王都の魔法防御結界を構築しようとしてるが、それでなんとかなる相手とも思えなかった。

　そもそも大陸中の魔法士を探しても（伝説級探索者を除く）一撃で城壁を破壊するような男はいない。

　負けるとわかっている戦いをするくらいなら、少々の領土の割譲や報奨金など惜しくはないとラザール一世は思っていた。

　かくして決して良好とは言い難いデアフリンガー王国にも早馬による急報がもたらされたのである。




◆　◆　◆




「――――というわけなんだが」

「相変わらず螺子ねじがいくつか外れてますね」

　夜にもかかわらずフェッターケアンに呼び出されたハーレプストは、その原因が九分九厘松田にあることに気づいていた。

　というか、それしか心当たりがなかった。

「ゴルドヴィナ王国としては、なりふり構っていられないようだ。領土でも金でも持って行ってくれ。リュッツォー王国との同盟だって破棄しても構わないらしい。よほど恐ろしさが身に染みたと見える」

「そりゃ僕だって伝説級探索者を敵に回したら冷静ではいられませんよ？　今回の場合は自業自得ですが」

　ハーレプスト自身も超一流の人形師であり、五槌の一人である兄がいるからわかるが、天才というものは常識で推し量ろうとすると、まず間違いなく量り損なう。

　まして伝説級探索者というのは実質的に比較対象がいない存在だ。

　数さえ揃えれば苦も無く倒せると考えたリュッツォー国王とゴルドヴィナ国王の脳が煮えている。

「余としてはこのままゴルドヴィナ王国が滅亡してくれても一向にかまわんのだが……」

「かといって矛先がこのデアフリンガー王国に向くのは困る、と」

　重々しくフェッターケアンは頷いた。

「あの松田と我が国が友誼を結んでいるのは調べればすぐにわかる。もしかしたらゴルドヴィナ王国側がそれを指摘してくるかもしれん」

　リアゴッドの戦力は一国を優に上回る。

　デアフリンガー王国を預かる為政者として、彼をいたずらに敵とする愚は避けたいのが本音であった。

「やれやれ、因果なもんですね」

　要するにフェッターケアンはこう言いたいのだ。

　こちらに火の粉が降りかかる前に、松田にリアゴッドを倒しに行ってほしい、と。

「我が国としても彼にできる限りの協力はする。ことが収まった暁には褒美も惜しむ気はない。だが、今の余は国民の安全をなによりも優先しなくてはならぬ」

　松田は自分を都合よく利用するつもりか、と思うかもしれない。

　せっかく対等の協力関係を築いて信頼を得たと思った矢先にこの有様だ。

　フェッターケアンが決してこの決断を望んでいないことはハーレプストにもわかった。

　だからといってハーレプストは松田の信頼を裏切るつもりはない。

　松田の人間不信と孤独を誰よりも良く知っているのは、自分だという自負がある。

「――――言いたいことはわかる。だから彼を説得しろとは言わん。だが、いずれ対決は避けられんと伝えてくれるだけでいい」

「お見通しですか」

「普通の鍛冶師の師弟ならともかく、君たちは超一流の錬金術師だからな」

　ハーレプストは苦笑する。

　本当に優秀な王なのだ。

　だが優秀であることは、必ずしも寛容であることを意味しない。

　ハーレプストと松田の間に非常用の通信手段があることを、フェッターケアンは察していた。

「――――伝えるだけですよ？」

　現実と信頼と得失を考えたハーレプストは、根負けしたように答えた。

「うむ、恩に着る」

　このまま松田に伝えずにいた場合、最悪捜索中のゴルドヴィナ王国軍とわけもわからず交戦し、なし崩しにリアゴッドと戦う羽目にもなりかねない。

　逃げるにしろ戦うにしろ、とりあえず情報は必要だ。

　可能ならフェッターケアンには内緒で松田に連絡して、彼に選択肢を増やしてあげたかった。




「――――聞こえるかい？」




　結婚式の際にハーレプストから渡されていた通信機から声がしたのに気づいて、松田は歩みを止めた。

「どうしました？　師匠」

「大変なことになっているんだよ。君がそれを知らない可能性が高いと思ってね」

「なにかありましたか？」

　のんきな松田の問いにハーレプストは思わず苦笑した。

「結論から言うと、リアゴッドが君を探しています」

「ああ、万物を見通す眼イリスを、私が先に手に入れましたからね」

「よほど腹に据えかねたのか、ゴルドヴィナ王国の王宮に乗りこんで、一週間以内にマツダ君を出さなければ王都を灰にする、と脅迫したそうだよ」

「なんばしよっとね」

　思わず博多弁が出てしまう松田であった。

「そんなわけでゴルドヴィナ王国は絶賛君を捜索中というわけだ」

「…………何日経ちました？」

「四日だよ」

「あと一日で街道に出ます。なんとか間に合うでしょう」

「マツダ君」

　すぐ傍にフェッターケアンがいるにもかかわらずハーレプストは毅き然ぜんとして言った。

「勝てないと思うなら逃げなさい。君に戦う義務なんてないのだから」

　松田が王都へ向かわなければ、なんの罪もない何万の民が死ぬだろう。

　それでもなお、無駄死にするくらいなら逃げろ、とハーレプストは言った。

　ハーレプストが名誉も危険もかなぐり捨てて自分を庇おうとしてくれていることが、松田にはうれしかった。

「――――勝てるかどうかはわかりませんが……」

　人を信じるほうに賭けてみてもいいかもしれない。

　あまり分のいい賭けだとは思わないけれど。

「私も実は退けない理由ができてしまいまして」

　逃げていてもステラの問題は解決しない。

　それにリアゴッドが全盛期の力を取り戻してしまったら勝ち目は薄いと松田は考えている。

　いくら松田が規格外のスキルを持っているとはいえ、戦闘に関しては素人のようなものだ。

　イリスを手に入れ、戦力バランスでも優位に立っている今が勝負時であった。

　戦う気がないのなら、あのままカゲツ支族の里にステラを置いてくればよかった。

　松田自身もしばらく匿ってもらうことだって不可能ではなかった。

　それをしなかったのは、松田がこの世界で我がままにあるために必要な通過儀礼であったから。

「勝手な言い分とわかっているが、君の勝利を祈っているよ」

「ありがとうございます。師匠にはいつも勇気をいただいていますよ」

「師匠としては歯がゆい思いばかりしているよ」

　こうなると半ばハーレプストは予想していた。

　むしろ松田を戦わせないようにするためには、デアフリンガー王国を助けるために戦ってくれ、と頼んだほうがよかったかもしれない。

　そうすれば松田も辟易して心置きなく見捨てられる可能性があった。

　それを知りながら、勝てないと思ったら逃げなさい、などと言ってしまった自分がもどかしい。

　腹立たしいのは、自分がそう話すことも、松田が戦うことを選択するのも、フェッターケアンの想定通りであろうという事実であった。

　通信を切ったハーレプストはフェッターケアンに向き直った。

「ご満足ですか？」

「あまり余を買いかぶらないでくれ。いろいろと考えてはみても、思い通りになることなど一割もありはしないのだよ」

　なにもかも想定通りの人生などない。

　無数の偶然と、ほんの少しの勇気の方向だけで、人生など何度でもレールを踏み外してしまうのである。

　それは国王であるフェッターケアンもまた例外ではないのであった。




「…………さて」

　通信機をポケットにしまって、松田は大きくのびをした。

「今度こそはハッピーエンドに挑戦してみようか」










第百六十三話　リアゴッドとの決戦




「ま、間に合ったのか？」

「御意」

　五日目にしてデアフリンガー王国から報告を受けていたラザール一世は、一日千秋の思いで松田を待ち続けていた。

　残る二日、たった一日遅れただけでも王都は灰かい燼じんに帰すであろう。

　グリフォンゴーレムで空中を飛行することができる松田でなければ、到底二日で王都へ到達することはできなかったに違いない。

　当初松田が発見された場所を聞いたラザール一世は、それだけで絶望したものだ。

　リアゴッドの予告からちょうど一週間目の今日、地平線の彼方に松田のゴーレムの姿を確認して、ラザール一世はどさりとソファに腰を落とした。

「――――このような思いは二度とごめんだ」

　この一週間で一生分の忍耐を使い果たしたような気がする。

　胃が痛くなるほどの思いで人を待ち続けるなど、ラザール一世の人生ではかつて経験のないことであった。

「願わくば、あのリアゴッドに報いを与えてくれんことを」




◆　◆　◆




「ようやく来たか。このまま王都を灰にするのも一興であったものを」

『やりますか？　造物主様』

「まだよい」

　接近するグリフォンゴーレムを前に、リアゴッドは奇妙な高揚に包まれていた。

　万物を見通す眼イリスを奪われたという怒りはすでにない。

　あるいはかつての●●●のように、自分に匹敵する対等の存在を、松田のなかに見出したのかもしれなかった。




「――召喚サモン、ゴーレム！」

　松田の誇るゴーレムの大軍団が出現した。

　その数およそ九百。

　巨大な盾騎士を先頭に、整然と方陣を組む軍団を見たラザール一世は瞠どう目もくした。

　こちらはこちらで、リアゴッドとは異なる恐怖を揺り起こされる地獄の軍団であった。

　確実に一騎あたりのゴーレムが兵士百人以上に匹敵するに違いない。

　いや、中央の円卓騎士ナイトオブラウンズや攻城弩バリスタオーガなどは千人いても勝てる気がしなかった。

「化け物め！」

　ある意味で松田を殺しておくべきと判断したリュッツォー王国のグリンゴは正しい気がした。




「タケシ・マツダよ！　大人しく我が絢爛たる七つの秘宝を返還し我に仕えよ。貴様のその才には理想郷テイルナノーグに生きる資格がある」

　リアゴッドの目にも松田のゴーレム軍団は見事であった。

　これほどの数と性能のゴーレムを制御することは、天才たる自分にもできない。

　誰も理解できない天才の地平を知るがゆえに、リアゴッドは自分とは違う天才に飢えていたともいえる。

「生憎とディアナもフォウもイリスも、そっちに仕えるのはごめんだってさ」

「私はお父様のものです！」

「私はお姉様についていきます！」

「わりとどうでもいい」

　銘々が勝手なことを言っているとリアゴッドは嚇かく怒どした。

「秘宝風情が！　造物主に逆らうか！」

『絢爛たる七つの秘宝の名を穢す愚か者め！』

　以前にディアナに裏切られた屈辱が蘇った。

　絶対に裏切ることのない信頼を置くことのできた、人ではない秘宝。

　その秘宝が裏切ることなどあってはならなかった。

　主人を裏切るとすれば、それはもはや秘宝ではなかった。

「やはり貴様は死ね！」

　リアゴッドの手から巨大な炎が放たれる。

　無詠唱だが、それだけでも分厚い城壁を燃やし溶かすほどの威力である。

「今度はそう簡単にはいかないよ」

　魔法抵抗を向上させた大盾ゴーレムがその炎を正面から受け止めた。

　三メートル近い巨大な盾が炎の圧力とせめぎあい、ギシギシとゴーレムの脚部が悲鳴をあげる。

　しかし、なんとかゴーレムは炎の一撃を凌ぎ切った。

　もっともリアゴッドにとってはただの牽制の一撃にすぎない。

　本命はこれから転移してからのヒットアンドアウェイだ。

『申し訳ありません、造物主様！　周囲数百メートルにわたって結界が張られていて転移ができません！』

「なんだとっ？」

「いやいや、一度見せられたら対策くらいするだろ」

　実は松田の四方を守るように結界機能を持たせた四天王ゴーレムが展開されていた。

　これでリアゴッドはコリンの転移を使って松田に肉薄することができない。

「こざかしい真似を！」

「行くぞ！」

　巨大な攻城弩バリスタを操るオーガから、丸太のように太い矢が打ち出された。

　さらに毒を付与された鳥型のゴーレムが、燕つばめのような速さでリアゴッドへ迫る。

「そんなものがこの私に通じるか！」

　高度な魔法士は自分を守るために、魔法障壁を展開しているものだ。

　いかに巨大であっても、それだけではリアゴッドほどの魔法士の障壁は突破できない。

「こっちも牽制さ」

　ゴーレムが時間を稼いでいるうちに、ディアナが禁呪の詠唱を終えている。

「行きます！　星を砕くものスターブレイカー！」

「くそっ！　ディアスヴィクティナめ！」

　ディアナの禁呪を目にしたリアゴッドの表情から余裕の色が消えた。

　禁呪はリアゴッドをもってしても本気で防がなければならない魔法だった。

「加勢するわよ」

「マツダ、すまん。私の出番があったら言っとくれ」

「ありがとう、サーシャさん、ノーラ」

　人狼の戦巫女であるサーシャと違い、ノーラは現状戦力としては計算できなかった。

　しかし万が一のとき、彼女の完全魔法無効は切り札になる。

「狼王の天罰ウルフキングバニツシユ」

「ステラも行きます！」

「嘗めるな！　我こそはこの世界の支配者リアゴッドなるぞ！」

　障壁の出力を全開にしながら、サーシャやステラに致死性の雷撃を飛ばす。

　リアゴッドのような規格外の魔法士であるからこそできる、高度な並列処理戦闘であった。

　強大な力を持ちながらも、個が集団に敗北してしまうのは、この並列処理に限界があるからだ。

　一対多の戦闘に慣れているリアゴッドにとっては、ごく当たり前の技術である。

「甘いです！」

「次は貴様か！　フォウ！」

　ところがリアゴッドの放った雷撃は、不可視の盾によって防がれてしまった。

　雷撃を突破したサーシャの拳が、リアゴッドの障壁に衝突して互いに押しあう魔力が火花を散らす。

「こんな馬鹿な……」

　自分が押されている。

　レベルアップし、コリンもグローリアも手に入れた自分が。

　グローリアという回復手段を手にしている分、長期戦はリアゴッドに有利だが、それはリアゴッドの求める勝利の形ではなかった。

　自らの力による格上の戦いを目指しているリアゴッドにとって、現状は屈辱以外の何物でもなかった。

「薔薇聖界ローズサンクチユアリ！」

　棘とげをつけた巨大な蔦つたがリアゴッドの周囲を取り巻き、サーシャやステラを捕えんと触手のように蠢いた。

「こいつ、気持ち悪いです。わふ」

「厄介ね……こいつと障壁を同時に相手にするのは正直分が悪いわ」

　白兵戦のスペシャリストである人狼の二人が躊ちゆう躇ちよしていると、それを待っていたかのようにリアゴッドは詠唱を開始した。

「神の怒りラスオブゴツド」

「要塞フオートレス！」

　松田は対魔法用の巨大なシェルターを錬金して、これを防いだ。

　さすがのリアゴッドの大魔法をもってしても、要塞と不可視の盾の二重の防御を突破することはできなかったのである。

　それが嫌が応にもリアゴッドの屈辱感を掻き立てた。

「マツダよ。貴様はなんのために戦う？」

　これほどの力を持ちながら。

　そして間違いなく、かつてのライドッグのように各国からの迫害を受けているはずなのに。

　あの運命の迷宮で待ち構えていたリュッツォー王国ゴルドヴィナ王国連合軍が、本来は松田を討伐するためのものだったとリアゴッドは知っていた。

「わからんか？　その力を見せれば見せるほど、この世界は貴様を排除していくのだと」

「だから自分のほうから排除するんじゃ、本末転倒でしょ」

　嫌いだから、わかってもらえないから、自分を肯定してくれるだけのコミュニティーを作りたい。

　松田に言わせるとリアゴッドのいう理想郷というのは、厨二病のコミュニティーだった。

　妄想に慰めを求める社畜であったころなら、それもいいと思える。

　しかし松田はこの世界で、我われがままに生きると決めたのだ。

　我がままに生きるとは、逃げずに目を逸らさないということ。自分の心を欺かないという誓い。

　だからこそ――――




「あんたと失楽園するつもりはないね」

「やはり所詮は貴様も虫の仲間であったか！」

　どうしてわかってもらえないのか。

　自覚はせぬままに、リアゴッドは思う。

　天才を虫は理解できない。

　しかし天才なくして人類の飛躍はありえないのだ。

　理解できぬだけならともかく、邪魔までする虫を排除してなにが悪い。

　それが結果的に世のため人のためになると、なぜわからない？

「他人のことがわからないなんて当たり前のことだろが。だから信じるって行為が難しいんだ」

　松田も一度は信じるということを諦めた。

　力がなかったから、リアゴッドのように自分から進んで信じられないものを破壊しようとは思わなかったが、信じることそのものは不可能だと思った。

　今でも本当に人を信じられるとは思っていない。

　だが信じたいと思っていた。

「残念だな。なまじ天才で力があるばかりに人を知ろうとしなかったか」

「虫の分際で！　この俺を憐れむな！」

「お父様は虫じゃありません！」

「おのれ……ディアスヴィクティナ！」

　そこでふとリアゴッドは気づいた。

　ディアナの「星を砕くものスターブレーカー」が、リアゴッドの魔法障壁を侵食し始めているということを。

「馬鹿な！　ありえん！　いかに終末の杖といえど、魔法力ではこちらが上のはず！」

「悪いけど、それ、この間までなんですよ」

　肩をすくめて松田は嗤わらう。

「どういうことだ？」

　焦りの色を濃くしながらリアゴッドは尋ねた。尋ねずにはいられなかった。

　ディアナはリアゴッドが設計から製作にまで携わっており、その力の恐ろしさも限界も十分にわかっていた。

「私のスキルに秘宝の進化というのがありましてね」

「今の私は、あなたが知る終末の杖ではありません。言うなれば、ニュー終末の杖！」

「……お姉さま、ネーミングセンスだけはありませんね」

「激しく同意」

「貴女たちは黙ってて！」

　バチバチと魔力の火花が、障壁の限界が近いことを告げていた。

「秘宝を進化させたというのか。なぜそれほどのスキルを持ちながら…………」

　こめかみから脂汗を流しながらリアゴッドは障壁の出力をあげた。

『造物主様！』

『攻撃手段のないわが身がうらめしい……』

　確かに回復や逃亡は万全であるが、攻撃手段のある秘宝がないことが、結局じり貧となることになった。

　今となっては転移して逃げることも難しい。

　転移する一瞬の空白の間に、障壁は破られリアゴッドは命を失うだろう。

「くそっ……障壁が……」

　ついに限界を迎えた障壁に、ありったけの魔力を注いだことで、一時的にリアゴッドの意識が飛んだ。

　糸が切れた人形のように崩れ落ちるリアゴッドを、ディアナの「星を砕くものスターブレーカー」が圧し潰そうとしたそのとき――




「やめなさい、ディアスヴィクティナ」










第百六十四話　隠れていた名無しのゼロ




「ステラ？」

　いつの間にか奇妙な覆面を被ったステラが、人が変わったような冷たい声でそう命じたのである。

　奇妙な沈黙が辺りを支配した。

　障壁が破れる瞬間を待っていたステラの背後にサーシャが回ったかと思うと、ポケットに入っていた覆面をステラに被せたのである。

　止める間もない一瞬のできごとだった。

「――――名無しのゼロ、か！」

「寄生型秘宝だと知っていたはずなのに、警戒を怠ったわね」

　寄生のスキルは覆面を被らなくても発動する。

　そして名無しのゼロはサーシャのポケットのなかで決定的な瞬間をずっと待ち続けていたのである。

「ステラから離れなさい！」

「身の程をわきまえなさい、ディアスヴィクティナ。貴女が命令するんじゃない。私が貴女に命令するのよ」

　フォウもイリスも動けなかった。

　絢爛たる七つの秘宝が、自分の制御を離れたことを松田は感覚的に悟った。

「私は秘宝の主人ではない。本当の意味での製作者、秘宝の魂の鍵を握るもの。この私の命令はリアゴッド様にもお前の命令にも優先する」

「真のマスター権限ってわけか」

　今のディアナたちは製作者に裏コードを入力されたようなものだ。

　松田が主導権を奪い返せる可能性は零ゼロに等しい。

「さあ、ディアスヴィクティナ。あの男を殺しなさい」

「お父様…………」

　殺す？

　自分が松田を、お父様を殺す？

　自分でも意識しないまま右腕があがっていくのを、ディアナは奇声を上げて――思い切り右手に向かって頭突きをした。

「はあ？」

「私のお父様に対する愛をなめんじゃないわ！」

「ちょ、冗談でしょ？　なんで動けるの？　私の制御は完全に作用しているはずなのに――」

　ありえない事態に名無しのゼロは惑乱する。

　ああ、そうか。

　サーシャに寄生していた名無しのゼロは、ディアナと００６が融合したことを知らない。

　そして松田のスキル、秘宝支配絆の存在も。

　だから完全なはずの制御が不完全なことに動揺しているのだろう。

「いい加減目を覚ましなさいステラ！」

「なにを言うの！　私がステラよ！」

「母親の呪いを受けてステラは前世の記憶を失った。ステラの魂は前世と同じでも、もう以前の記憶は蘇らない。だから、前世ステラのコピーである自分の人格を転写しようとしているわね？　名無しのゼロ！」

「違う！　私はステラだ！　私こそがステラになるんだ！」

「そんなコピーなんかに負けるなステラ！」

　つかつか、とディアナはおもむろに松田の前に進み出ると――

「目を覚まさないなら、お父様は私がもらう！」




　ぶちゅううううううううううううううう
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　――と熱烈に唇を奪った。




「ディアナなんかにご主人様は渡さないです！　わふわふ」

「そんな！　まだ転写が終わっていないのに……」




　邪魔な名無しのゼロを破り捨てるように放り投げて、ステラもまた松田の唇に吸いついた。

　千年以上の時を跨いだ、名無しのゼロとリアゴッドの計画が潰えた瞬間であった。

『造物主様！』

『なんてこと！　こんなときに力が使えないなんて……』

　こっそりと松田に隠れてリアゴッドを回復させようとしたグローリアだが、名無しのゼロに権限を奪われてしまったためにそれすらままならない。

「星を砕くもの」の一撃は、名無しのゼロに止められる瞬間、わずかながらリアゴッドへと届いていた。

　重傷を負って意識を失ったリアゴッドに、ノーラが冷然と剣を振り下ろした。

「!!!」




　―――●●●!!!




　剣に斬りさかれる瞬間、リアゴッドの脳裏にかつて愛したはずの女性の名を言葉にしようとしたが、結局、その名はリアゴッドの唇から放たれることなく、永遠に闇の中に消えた。

「次の舞台が始まる前に、用の済んだ役者には退場してもらわないとね」

　ノーラは哀れな天才魔術士に引導を渡すように言った。

　そして自分もまた、松田の背中に抱きついていく。

　彼女にとって、次の舞台のヒロインは自分なのだから。




　リアゴッドの呼吸が停止した瞬間、コリンとグローリアは魂切るような悲鳴をあげて沈黙した。

　主人のいない、封印の状態に戻ったのである。

「どうします？」

　ディアナに問われて松田は苦笑した。

「しばらくはそっとしておいてあげたい、かな」

　主人であるリアゴッドを殺しておいて、所有権を奪うというのは松田の倫理観的にかなりアウトであった。

「どうせ、ディアナにご主人様の子供は産めないのです。だから正妻は私のものなのです。わふ」

「それなら私が一番お似合いだと思うけど？」

「おばさんは黙ってるです。わふ」

　――――なんだろう、一部名無しのゼロの人格が転写されてしまったせいか、ステラがかなりパワーアップしている気がする。

　散々苦労させられたが、幼女と美少女と美女に囲まれて、好意を寄せられるのも悪くはない。

　手に入れようと思えば手に入れられる。失敗してもいつでもリセットできる。

　そんな人生に価値はあるだろうか。

　リアゴッドが描いた理想郷は、社畜であったころなら共感したかもしれないが今は無理だ。

「――――ここまで全部あの神しやちようの思惑通りだったら癪しやくだな」

　この新しい世界で松田は生まれ変わった。

　社畜であった過去の自分を乗り越える大団円をあの神が望んでいたとは思えないが、確実にその過程を楽しんでいるはずだった。







　遥か天空で全てを見守っていた神は笑った。

「ジェームズ・ボンドも言っているだろう？　退屈は人間を腐らせる、と。まだ人類は永遠を手に入れるには早すぎる」

　だから神は、松田をあの世界に送った。

　もちろん自分が楽しむ退屈しのぎも忘れずに。




「せっかくの第二の人生を急ぐ必要はないよ松田君、僕にはいくらでも時間があるのだから」










　その後大陸は激動の時代を迎え、松田はそのなかで大きな役割を果たすのだが、それはまた別の話である。




　――――ただ彼が我がままに生きたことだけが、この世界での真実だ。










閑話　その後の幼女たち




「ご主人様は、私たちを見損なっているです！　わふ」

「貴女に関しては見たままだと思うけどね」

「それは幼女なままのディアナにだけは言われたくないのです。わふ」

「ちょっと成長したからってナマ言うんじゃないわよ！」

　リアゴッドの討伐からおよそ三か月が経過し、ステラはまだ一段と成長した。

　走ればちゃんと胸が揺れるし、腰から臀部にかけた脚線もそれなりに色気を感じさせるものになりつつある。

　ノーラはステラの胸は大きくなると予言したが、早くもその予言が当たろうとしていた。

「胸だっていつまでもノーラに負けてはいないですよ！　わふ」

　特に胸と腰回りの成長が顕著であった。

　精神年齢があまり成長していないので、そのことが逆に悔しいディアナである。

「私だって……いい素体を手に入れた暁には……」

「多分無理じゃないかと思うです。わふ」

　ステラの見るところ、ディアナの望みは一生叶わないのではないかと思う。

　先日、残る絢爛たる七つの秘宝である飛刀アイヤーナを手に入れたが、その際発見された素体が、やはり幼女のものだった。

　この幼女率はただごとではない。

　絢爛たる七つの秘宝は幼女にしかなれない呪いでもかけられているのではないだろうか。

「私は諦めません！」

「それは勝手にするです。わふ」

　きっとその望みが叶わないが、ステラにとってそんなことはどうでもよかった。

「ご主人様はステラたちをお子様扱いしすぎています！」

「私はともかく貴女は自業自得でしょう」

「わふ??」




「ご主人様！　お肉！　お肉を焼いているですよ！　わふ」

「ステラは色気より食い気だなあ……」

「噛むほどに出る肉汁がいい仕事してるのです！」




「……そこの綺麗な嬢ちゃん！　王都で流行の帽子だよ！」

「ステラは動くとすぐに帽子を飛ばしてしまうのでいらないです。わふ」

「それじゃこっちのワンピースはどうだい？　きっと似合うよ？」

「ひらひらして動きにくいです。それにもっと丈夫な生地はないですか？　わふ」




「…………やっぱり自業自得よね」

　これまでのステラの所業を回想して、うんうん、とディアナは決定づけた。

「誤解です！　ステラはもう大人の女なのです！　わふ」

「人狼って発情期はあるの？」

「犬っころと一緒にするなです！　わふうううう！」

　だめだこいつ、早く何とかしないと……

　ライバルでありながら哀れに思ってしまうほどの残念ぶりであった。

「とにかく！　ご主人様にお子様ではなくレディと思わせるにはなにをすれば良いと思うです？」

「そうですね……」

　松田の扱いについてはディアナも含むところがある。

「少なくとも肉体的な成長はあまり有効な手段ではないようです」

「わふぅ…………」

　ディアナとステラはいまだに松田と入浴を共にしているが、松田が反応した気配はない。

「ご主人様！　ご主人様！　ステラ、どこか変わったと思いませんか？」

　と成長してきた胸を強調して両手を前で組んでみせるも――

「はっはっはっ！　ステラはそのまま変わらないでいてくれよ！」

「――――なんでですかっ！　わふ」

　松田の反応を思い出してステラは今さらのように激高する。

「決死の思いでキスまでしたのに……」

「わふ…………」

　入浴に同衾、スキンシップは十分なのにお子様扱いとなれば、大人の女の魅力を身に着けるしかない。

　しかし残念なことに、美貌も戦闘力も欲しいままの二人に、その魅力だけが遠かった。







「なんていうかさあ……子供の成長って、こっちのほうがうれしくなるよね」

　食欲を満たしたあと、すぐにベッドで丸くなり眠ってしまったステラを、松田は微笑ましく見つめていた。

「…………やっぱりステラには無理があるわ」

　だからこそ、大人の身体さえ手に入れてしまえば自分に有利であるとディアナは固く拳を握るのだが、不幸にも都合のより素体はその後も見つからなかったという…………。










『アラフォー社畜のゴーレムマスター』　完
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高見梁川（たかみ　りょうせん）

ご愛読ありがとうございました。社畜ネタはまだまだあるのですが、松田同様私もホワイトに生きることを願いまして、また次回作にてお会いできれば幸いです。（二〇二〇年二月現在）




イラストレーション

吉沢メガネ（よしざわ　めがね）

最近子供向けホビーにハマってしまっています。自分が子供だった頃のものが復刻してたりして面白いですね。大人になったからこそ買いまくって思う存分遊んでます。（二〇二〇年二月現在）
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